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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　愛は自分を変えてくれる救いだが、恋は世界を変えようという意志だ。







　序章　『異世界の中心で恋を叫さけんだ化物』




　花形タクマは、これまでに一二四回、彼女に告白した。

　いや、正確にはしようとした。

　そのすべてが失敗だった。

　最初の失敗は小学六年生の頃ころだ。タクマは、たまたまバスの席が隣となり同どう士しになった彼女、サクラちゃんに自分の気持ちを伝えようとした。けれど、口を開いた瞬しゆん間かんにバスが急停止し、車内に覆ふく面めんの男たちが乗り込んできた。

　バスジャック。瞬時に理解できた。

　──告白どころかサクラちゃんが危ない。

　そして同時に、以前サクラちゃんから聞いた言葉を思い出す。

『頼たよりになる人が好き』

　胸の中で何かが弾はじけた。視界が暗転し、意識が飛ぶと、次に気づいたとき目の前にあったのは、顔面を腫らして気絶したバスジャック犯たちの姿だった。

　周囲はいつのまにか大おお騒さわぎになっており、告白どころじゃなかった。

　五〇回目は中学一年生の夏だ。『運動のできる人って素敵』とサクラちゃんが呟つぶやいたので、オリンピックの短たん距きよ離り走を決勝まで勝ち進んだ。優勝したら告白するつもりだった。

　しかし、決勝会場に向かう途と中ちゆう、トラックに轢ひかれそうな子犬を見つけてしまった。そういえばサクラちゃんは、『動物に優しい人が好き』とも言っていたな、と思い出す。

　気づけばタクマは、トラックを殴なぐり飛とばしていた。

　決勝には出られず、やっぱり告白は叶かなわなかった。

　一〇〇回目、中学二年の修学旅行。『ムードのある場所っていいよね』とサクラちゃんが言ったから、東京スカイツリーで告白しようと決めた。けれど、テロでスカイツリーは炎ほのおに包まれ、サクラちゃんだけが屋上に取り残されていた。

『お姫ひめ様だっこって憧あこがれる』というサクラちゃんの言葉が頭をよぎる。

　タクマは気づけば灼しやく熱ねつの階段を駆かけ上がり、彼女を見つけて抱かかえ上げ、地上約五〇〇メートルから飛び下り、無傷で救出していた。告白どころか、彼女は気を失っていた。

　これが、タクマに課せられた運命ルールだ。

　一つ、死線を呼び込む。

　二つ、死線に瀕ひんするたび、身しん体たい能力が跳はね上がる。

　そして現在、数多あまたの死線を越えて、タクマは、高校二年生になっていた。

　空には暗雲が立ち込め、雷らい鳴めいが轟とどろく。遠くの山からは溶よう岩がんが噴ふき出し、まるで世界の終わりじみた光景だった。タクマの目の前に立ちはだかるのは異形の男──そいつは頭から大きな角を生やし、時代錯さく誤ごも甚はなはだしい派手なコートをはためかせながら笑う。

「クックック……世界はこの魔ま王おう様が頂いた。劣れつ等とう種どもはひれ伏ふすがよい」

　とうとう魔王かよ。来るとこまで来たな。

「む、貴様、今なにか言ったか？」

「いや、なんでもない」

「ふっ、そうか、そうだろうな。せいぜい大人しくしていろ……死にたくなければな」

「ああ、俺だって面めん倒どう事はごめんだ。だから一つだけ、頼たのみを聞いてほしい」

「なんだ？」

「そこをどけ」

　放課後の校庭、桜の木の下だった。

「──サクラちゃんが、これから来るんだよ」

　一二五度目の告白チャレンジである。クラスメイトに土下座して、彼女のＬＩＮＥのＩＤをなんとか手に入れ、そして今日、意を決して呼び出した途と端たんに、この事態だ。

　まったく……嫌いや気けがさすよ。

「どけ、だと？　正気か貴様。人間の分際で私を舐なめているのか？」

「うるせーな。いいから、もう誰だれも俺の邪じや魔まをするな。ニフラムニフラム」

　片手でシッシッとやりながら、ポケットのスマホを取り出す。

　──約束の時間まで、あと一分。

「くっ、貴様、なんだその態度は!?　魔ま族ぞくの王たる私に侮ぶ辱じよくは許さぬぞ！」

「あ、やめろよ、こっちくんなって。お前に構ってる暇ひまはないんだよ、サクラちゃんから『弱い者いじめはよくないよ』って言われてるんだから」

「よ、弱いだとぉ!?」

　魔王は頰ほおを引き攣つらせ、その手を正面に構える。

「……よかろう、そこまで言うならば思い知らせてくれる──デスフレイム！」

　それは、いきなりだった。炎の魔ま法ほう。ただし狙ねらわれたのはタクマではない。

　掌てのひらの上にあるスマホが──一いつ瞬しゆんで灰と化した。

「そげぽぁああッ!?　おまっ!?　サクラちゃんとのＬＩＮＥが！　連れん絡らく先さきがぁああああ!?」

「ふはは、思い知ったか。サクラ・チャンだかなんだか知らぬが、調子に乗るな。どうだ？　今のうちに謝るのであれば、命くらいは助けてやらんこともないぞ」

「あや、ま、る、だと……？」

　タクマは燃もえ滓かすを握にぎりしめ、わなわなと震ふるえる。

「謝るのは、てめえの方だ……！　いや、もう謝っても許してやらん、絶対になぁあ！」

「ほう。それほど大事な物だったか？　ならば来るがよい。我が最強の攻こう防ぼう一体呪じゆ文もんで迎むかえうってくれようぞ。ヘルマター・ダークネス・ヴェイル！」

　魔王が唱えたのは、世界の混こん沌とんそのものを体現したかのような秘ひ儀ぎにして奥義である。

　触ふれればあらゆる生命を魂たましいごと喰くらい尽つくす闇やみの衣。鉄てつ壁ぺきの武装。恐きよう怖ふの象しよう徴ちよう。

　しかしだ。怒りに満ちたタクマに、恐怖など効きはしない。

　タクマは拳こぶしを振ふり上げて距きよ離りを一瞬で詰つめると、その衣を──

「知るかボケえええええええええええええッ！」

　触れもせず。

　ただの拳圧で。

　吹き飛ばした。

「えっ……？」と、魔王が小さく声を漏らした。しかし、今さら気づいても遅い。

　世界が震える。大気が渦うず巻まき、一〇〇メートル先にある校舎の窓ガラスがバリリリリィイン！　と一つ残らずぶち割れる。暗雲が千ち切ぎれ、闇は晴れ、校庭に光が満ちる。

「ウッッソオオオオオオオオオオオオ!?　そ、そんな、ぶぁかな!?　勇者にも破られなかった我が奥義を……貴様いったい何者だあ!?」

「それを一番知りたいのは、俺自身だよ」

　そう。誰か教えてくれ。ただ告白がしたいだけなのに、なぜ俺はこんな目に？

「く、滅め茶ちや、苦く茶ちや、だ！　がふぅッ！」

　タクマの拳は、魔王の心臓を射い抜ぬいていた。

「ったく……滅茶苦茶なのは、この超ちよう展てん開かいだっつーの！」

　勢いよく腕を引き抜くと、魔王の身体は黒い霧きりとなって消えてゆく。

　校舎から鐘かねの音が無む慈じ悲ひに響ひびいていた。どうやら約束の時間は過ぎてしまったらしい。

　サクラちゃんは現れない。でも、実はそんなの、わかりきっていたのだった。

　もうとっくに、タクマ以外のみんなは避ひ難なんした後なのだから。

「──なにをやってるんだ、俺は……」

　爆ばく風ふうのせいで完全に散ってしまった桜の木の下で、タクマは崩くずれおちた。

　そんなときである。ふと、天からキラキラと強い光がタクマに差したのだった。

　目を細め見上げると、逆光の中に女の子──そう、女の子のシルエットが立っている。

（えっ……まさか、サクラちゃ──？）

　ゆっくりと、目が光に慣れてきて、そこに見えたのは──

「コングラッチュレ～～ション☆　魔ま王おう討とう伐ばつお疲つかれさまです！　頑がん張ばったあなたに耳より情報！　ボーナスステージへの挑ちよう戦せん権けんをプレゼンツ☆」

「………………………………………………………………………………………………は？」

　誰だよ。

　西洋風の甲かつ冑ちゆうを着た、中学生くらいの少女である。髪かみの色はピンク。ミニスカからはパンツがバカっぽく覗のぞいている。それに……おい背中、なんだあれ、変なの生えてるぞ。

「──つ、翼つばさか？」

　ははは！　ワーオ！　紛まぎれもなく白い翼だ！　世界観イズ迷子！

　……もはや泣いていいのか笑っていいのか、わからねえ。なんだこれマジで。

　白い翼の少女は、その可愛らしいおでこに手をスチャッとやり、満面の笑えみで言う。

「あ、ご紹しよう介かいが遅おくれましてどーもっ！　わたしは遠路はるばる神の世界ヴアルハラから来ました天使にして信しん仰こう系中間管理職・戦乙女ヴアルキユーレのピリカと申します以後よろっ！　こっちの世界に来たのは初めてなんですが、いやー暑いっすねえ甲冑の中がマジインフェルノ！　いっそもうここで脱ぬいじゃいましょうかって、あっ、その顔、ちょっと期待してます？　なんつってダメですよ～ん最近じゃお堅かたい人らがうるさいですからね、自重自重！　待望のお楽しみシーンはＢＤ版に多数収録予定！　売り上げ次第で、サービスサービスゥ☆」
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「帰れ」

　率直に言った。

「ええっ!?　つ、冷た！　なんですかその扱あつかい!?」

「いや無理。これは無理。なにがってテンションが完全にギブ」

　どうしちゃったんだよこのキャラ。人生を投げすぎだろ。

「なっ、失礼ですねあなた！　こっちは神の使いなのですよ！　もうちょっと敬意を払はらってくださってもよろしいのですよ!?」

　無視。

　そっぽを向きスタスタと立ち去るタクマの前に、しかし、少女が回り込んで袖そでを摑つかむ。

「はわわわわ!?　噓うそです噓ですごめんなさい今のなしっ！　お願いですから少しだけ、ほんのちょぴっとだけでもお話を聞いてください！　じゃないとわたし、上司からひどく怒おこられちゃうんですよ～～！」

　潤うるんだつぶらな瞳ひとみに、一瞬、気け圧おされるが。

「知らねーよ!?　俺には関係ないだろ！　それよりどけ！　俺は一刻も早く、サクラちゃんに告白するための作戦を考え直さなくちゃいけないんだから！」

「そうそれ！」

「なにが!?」

「サクラさんってタクマさんの幼おさな馴な染じみのサクラさんですよね？　まことに残念ですが、このままだとタクマさんは一生、サクラさんとは付き合えないんです。この大ピンチをお伝えしに来たんです、わたしっ！」

　……………………へ？

「お、おい待て少女よ、お前……いきなり出てきて何を言い出してるんだ。てか、なんでサクラちゃんを知ってるの？」

「もちろん知ってますよー！　タクマさんに関することなら、ちゃんとお勉強してきたんですからねっ☆」

　なぜか少女は誇ほこらしげに、控ひかえめな胸を張った。

　……別に俺は、勉強されるような偉えらい人間じゃないんだが。

　そして少女はコホンと咳せき払ばらいをすると、胸元からなにやらプリントを取り出す。

「資料によるとですね、タクマさんが生きるこの世界は神界ヴァルハラに束ねられる六〇〇〇万個の世界の中でも、最さい凶きように悲しい因果を背負った『まきこまれ世界』──この世界の英えい雄ゆうであるあなたは、幸せを手に入れようとした途端、災難にまきこまれまくるという性質を持っており、サクラさんとは絶対に結ばれない運命なのですっ！」

「　　　　　　　」

　自分の全身から血の気が引く音を、初めて聞いた。プリントを勢いよく奪うばい取る。

「あぅっ!?　な、なにするんですかタクマさん、それは超ちよう極秘のっ！」

　ガチで目を剝むいた。まるで天地がひっくり返るかのような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　その資料にはタクマの生年月日、身長体重はおろか、学校でどれだけ浮ういた存在なのかという客観的レポート（余計なお世話だ）、それから、絶対誰にも知られていないはずの、サクラちゃん隠し撮り写真の秘蔵場所（ベッド下のエロ本ケースが二重底になっているとなぜバレた）まで明記されていたのだ。

「は、はは……ははははははは！　そんな馬ば鹿かな！　これが現実なら──この資料がすべて本当なら、俺のこれまでの努力は、すべて無意味だったってことじゃないか!!」

「その通り！」

「こらあ！」

「ひゃう!?　ご、ごめんなさい……でもその通りですし……」

　タクマは、ぜぶはぁあ～～、と長い溜ため息いきをつく。

　──やべえ……こちらこそ、つい勢いで大人げなく少女に怒ど鳴なってしまったが……どうやら信じるしかないようだぞこれ。なにより、こいつの言うことを信じれば、今までの不可解な死線もすべて説明がつく。答えは至ってシンプル。

　──運命のせいでした♪　てへぺろ☆

　タクマは苦く渋じゆうの表情で首を振り、上うわ目め遣づかいの少女に資料を返す。

「おい、ピリカとやら……」

「は、はぃ？　なんでしょう」

「お前さっき、現れたときに『耳より情報』って言ってたよな？　まさか、こんなバッドニュースがそれなわけはない。なにかまだ言ってない情報があるんじゃないのか」

　その一点にだけ、タクマは希望をかけた。それしかなかった。

「あ。そ、そう！　そうなのです！」

　そしてそんな希望に、少女は、確かに応えた。

　完全に予想外な形で。

「ヴァルハラでは現在、他の異世界から選出された英雄たちが、一つの目的のために集っています。ファンタジー世界の勇者、ヴァンパイアハンター、魔ま法ほう少女に海かい賊ぞく、戦国武将にロボットパイロット。彼らの目的とは、神々が催もよおす最高のエンターテイメント、勝ち上がれば願いが何でも一つ叶う夢の祭典──その名も『英雄大戦』!!　タクマさんには、この戦いの参加資格が与あたえられたのです！」

　──願いが、叶う。

　──英雄大戦。

「さあ、あなたの力で、この世界の運命ルールなんてひっくり返してしまいましょう！」

　その言葉は、いとも簡単にタクマの運命を、文字通り世界観すらも変えてしまうものだった。タクマは慌あわてて返す。

「な、いや……ちょ、ちょっと待てよ。いくらなんでもそれは唐突というか、サクラちゃんのいない世界に行くなんてことは、俺には」

　言おうとして気づく。

　──違ちがう。

　頭の中では、どうやらとっくに理解できていた。

　そのサクラちゃんに告白するために、何が必要か。

「それにサクラちゃんは俺が守らないと……もしも彼女の身になにかあったら」

　──違う。

　実は、とっくにわかりきっていたのだ。

　そのサクラちゃんを一番危険に晒しているのは、いったい誰なのか。

「「………………」」

　二人の間に、少しの静せい寂じやくがあった。タクマの中で様々な思いが渦うず巻まく。認めたくない事実、目の前にある希望、酷ひどく傾かたむいた天てん秤びん、解の明らかな数式──あとは覚かく悟ごだけだ。

　少女が真ま面じ目めな顔でタクマをじっと見つめ、問いかける。

「……ついてきて、くださいますか？」

　タクマは諦あきらめたように力なく笑うと。

　ああ……と、ただ一度だけ頷うなずいた。




「彼女のためなら、地じ獄ごくだろうが天国だろうが、どこへでも」




　その答えに少女は優しく微ほほ笑えんだ。ちっちっと指を振ふる。

「違いますよタクマさん。ヴァルハラは地獄でも天国でもありません。そう、言うなれば、」

　──レッツ・ボーナスステージ☆

　声が聞こえた瞬しゆん間かん、タクマは強い光に吞のみ込まれた。







　第Ⅰ章　『超新星』







　　　　０




　花形タクマには生まれながらに異常な特性があった。道を歩けばトラックに轢ひかれ、ビルの前を通れば鉄骨が落ちてきて、店に入れば強ごう盗とうと対面して──だからみんな、『あの子には近づくな』と口々に噂うわさした。『呪のろわれるぞ』と。

　……正しよう直じき、キツかった。かまってほしかった。

　やがて小学生になったタクマは、不良や犯罪者を適当に引ひっ捕つかまえ、ケンカを吹ふっかけて回った。幼いタクマにとってみれば、それはただの駄だ々だだったけれど、気づいたときには誰からも『化物』として扱われるようになっていた。死線を呼ぶ、化物。

　そんな頃ころだ。小学六年生で迎むかえた五月の中ちゆう旬じゆん、暗く灰色に滲にじんだ土手で。

　タクマは、ある少女と出会う。

　その少女は河原かわらに一人、ぽつんと立っていた。

　こちらを見つけ、太陽のように笑いかけてくる。

「はじめまして。君が噂のタクマくん？　弱い者いじめはよくないよ」

　それが彼女の、一言目だった。

　…………突とつ然ぜんすぎて、意味がわからない。

「誰だ、お前……」

　対照的に暗い顔で、タクマは応えた。久しぶりの会話で声は少し掠かすれていた。

「君、強いんだってね？　でも、私も腕うでには自信があるの。だから、私と戦ってみない？　それで私が勝ったら、弱い者いじめは禁止ってことで」

「……は？　ふざけてんのか。俺に近づくな。怪け我がじゃすまないぞ」

　この手の挑ちよう戦せんは、もうしばらく受けていない。来るたびに返り討ちにしたおかげで、誰もタクマを止めようとすらしなくなった──悪ガキにしろ、正義ぶった大人にしろだ。

　しかし、少女は言ってのける。

「怪我？　そんなのやってみないとわからないじゃない。私の行動を君が決めないで。私は私の好きなようにする──ほら、かかってきなよ？　先に一いち撃げきを入れた方が勝ちでいいからさ」

「…………」仕方ないか。

　この手の相手は言葉で伝えても退かないと知っている。

　タクマは意を決し、拳こぶしを振りかぶって、少女へと駆かけ出だした。蹴けった地面が抉えぐれ、風がビュオビュオと叫さけびを上げる。まさに世界を揺ゆるがす力。世界に嫌きらわれた力。

　──世界から、はみ出た力。

　この力さえ見せつければ、今までは誰だって悲鳴を上げて怯おびえた。化物と呼んで逃にげ出した。ずっとそうだった。

　でも。

　彼女は、逃げなかった。

　タクマから、逃げなかったのだ。

「ばっ!?　なにやってんだ、おまっ──!!」

　驚おどろいたのはタクマの方だ。急ブレーキをかけ、拳を少女の鼻先寸前で無理やりに止めた。風が彼女の長い髪かみを巻き上げ、綺き麗れいなおでこを見せる。

　そして──それでも、彼女は笑顔を崩くずさない。どころか得意げに、

「ほらね」

　──と。その小さな拳で、タクマの額をコツンと叩たたいたのだ。

「私の勝ち♪」

　……その笑顔はキラキラとしていて。

　毒気なんて微み塵じんもなくて。

　魅み力りよく的で。

　反則で。

　だからタクマは、このとき必然的に。

　いや、運命的に────────


恋こいに、落ちた。
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　目を開けると、視界には凄すさまじく広大な異世界が広がっている。

　火山や雪原、密林や砂漠、色とりどりのスポットが点在する星形の大陸。海原の端は滝になっている。空には衛星のような球体が何千と、紅い太陽が二つ、浮かんでいる。

　神の世界、ヴァルハラ。

　ボーナスステージ。

「で、ピリカ。俺はどうして、こんな状態になってるんだ？」

　タクマは腕を組みつつ、下を見上げた。

　──空を落下中である。頭から真っ逆さまに。

　いきなり死線じゃねーかおい。

「えへへっ、そういえばごめんなさい！　タクマさんには翼つばさがないんでした！」

「可愛く舌を出しても誤ご魔ま化かされねーぞ。……お前、さては馬ば鹿かだな？」

　知っていた。なんとなく、もうそんなオーラが全開だったものみつを。

　それでもピリカは一応の責任を感じているのか、高速で落ちるタクマの服を摑つかんで、引っ張り上げようとしてくれている。ただ、いかんせん力が足りていない。

「ううっ、んふぅ……あふぁ！」

「っ!?　お、おい怪あやしい声を出すな！　なんか変なシーンっぽくなるだろ！」

「そんなこと言われましてもぉ！」

　言っている間に、建物の屋根が目前まで迫せまる。

「──ひゃあ!?　わ、わわわもうだめですよタクマさん！　仕方ないです、こんなときこそあれを使いましょう！」

「なんだ？」

「タクマジェット！」

「ねーよ!?　変な設定を勝手につけんな！」

「じゃあロケットパンチ！」

　…………ああ。

「それならあるな」

「あるんですか!?」

　不安いっぱいで、でもタクマを信じて縋すがりついてくるピリカに、タクマは嘆たん息そくする。

「別に発射はしないけどな──仕方ない、しっかり摑まってろよ？」

　次の瞬間。

　まさにロケットのような右ストレートが──落下点を、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいした。




　一方、その頃。

　ヴァルハラ中央に位置する、そのドームでは、四半期に一度の試験が行われている真っ最中だった。この世界に来た英えい雄ゆうは皆みんな、一様に越こえなければならぬ試験にして試練だ。

　会場の一角で、向かい合う男と女がいる。

「『特とく殊しゆ戦隊世界』にて宇宙怪かい人じんから世界を守りぬいた英雄、〈一人戦隊〉マスクレッドとはオレのこと！　それを知って、なお戦おうと言うのだなっ!?」

　男は燃えるような赤いボディスーツを身に纏まとった青年で。

「知らないわよ。ご託たくはいいからかかってきなさい、新入りくん」

　女はプラチナブロンドの髪に、凍こおるような冷たい蒼そう眼がんをした少女だった。

「うおおおお燃える、燃えるぞ!!　オレは残してきた民衆たちのためにも、負けるわけには「ふやわぁああああ」いかないんだ、悪いが勝たせてもら──ん？　なんだ今の声は？」

　赤い男が両りよう腕うでを顔の前で十字に構え、いい感じに宣言しているその途と中ちゆう、彼の気合を邪じや魔まする声がまぎれこんだ。

　見上げる。

　屋根が壊こわされていた。

　仮にも史上最高の建築英雄たるガウディが、神からの命で『どんな英雄が暴れても壊れない試合会場を』と言われて建てた、少なくとも異世界一頑がん強きようなドームが、だ。

　そして、赤い男が鼻先に見たのは、少年の尻しりである。

「なにいっ!?　だ、誰だれだ君わぷげぼぉおっ!?」

「お？　わりい」

　タクマは尻から、赤い男の顔面に突つっ込こんだ。グキィッと嫌いやな音を立てて赤い男が床ゆかに倒たおれ込む。それをクッションにして無事に着地。

　ぱらぱら、ぱらぱらと、小石が落ちてきて、砂すな埃ぼこりがあたりに蔓まん延えんした。

　……訪れる静せい寂じやく。

　尻の下には謎なぞの変態ボディスーツ男。

　天上には大きな穴。

　それらを交こう互ごに眺ながめ、タクマは静かに頷うなずく。

「よし」

「よしじゃないですってー!?　なんつー馬ば鹿か力ぢからですか！　パンチで落下の衝しよう撃げきを相殺してしまうとはっっ！」

「ピリカ。いや、お前がやれっつったんだろ」

「そ、それはそうですけど……これ、あとで怒おこられなきゃいいですけど……」

　ピリカはタクマの言いつけどおり、衝撃で吹き飛とばされないようタクマの腰こしに纏まとわりついていた。まぁそれは素す直なおでよいのだが、タクマにとっては早く離れてほしかった。

　ピリカめ……こいつ服の上からではよくわからなかったが──意外に、ある。

　──しっかりと、膨らんでいやがる……！

「下げ卑びた考えをしている目ね」

「ぎくう!?　だ、誰だ俺の心を読むのは!?」

　タクマが赤い男の顔面に腰を下ろしたまま視線を上げると。

　──この一いつ瞬しゆんの映像を、タクマはおそらく、ずっと忘れないだろう。

　服から露ろ出しゆつした白雪のような肌はだ。

　揺れるプラチナブロンドのロングヘア。

　恐おそろしいほど均整の取れた顔。

　深い海のような蒼あおい瞳ひとみ。

　──息をのむほどの美少女が、タクマを見下ろしていた。

「そんな少女とも幼女ともつかない子に欲よく情じようするなんて、生物的に危険よ」

「だだだ誰も欲とか情とか考えてないし!?　憤ふん慨がいだし!?」

　……や、ほんとごめん。実はちょっと意識しました。

　でもね、心は常にちゃんとサクラちゃんを向いているからね？　本当だからね？　俺は誰に言い訳してるんだろう？

「──てか待て！　お前に関係ないだろ！　いきなり出てきて誰だよ！」

「いきなり出てきたのは、あなたたちの方でしょう。ねえピリカ？」

「ユーナさんっ！」

　横のピリカが嬉うれしそうな声を上げて、タクマから離れ、美少女に抱だきついた。

「へ……？　知り合い？」
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「はいっ！　チームメイトみたいなものなのです☆」

「チームメイト……」

　タクマも立ちあがり、ユーナと呼ばれた美少女をまじまじと見る。

　その格好は、コスプレというにはあまりにもリアリティがありすぎる、異世界然とした衣装だった。肩かたや脚あしなど肉体の駆く動どう部を露出させた、白と青が基調のジャケットスタイル。

「聞いていなかったかしら？　同じ戦乙女にスカウトされた英雄同士は仲間になるのよ。私もひと月に満たないほど前にピリカに呼ばれて、ここに来たの」

　なーる。「一応、先せん輩ぱいってことか？」

「そうね、新入りくん──と言いたいところだけれど、どうかしらね。もしかしたら、あなたには、このままトンボ返りしてもらうことになるかもしれないわ」

「なに？」

「最初の試験──突破率は、七％だから」

　そう言って彼女が見み渡わたした視線の先を、タクマも目で追う。

　ドーム内は、とても広いホールだった。天下一武ぶ道どう会のような円形リングが、いくつも並んでいる。タクマたちがいるのは、そのリングのうちの一つだ。

「ダイダロス試験場──あなたにはこれからＢＰを賭かけて、この会場にいる試験官と戦ってもらうわ」

　言われてみれば確かに、リング上にいる人々は剣けんだの槍やりだのをぶつけ合っている。

　その格好は剣けん闘とう士し風の鎧よろいを纏まとった男から、現代風のスーツを着た女、それどころか腰こし蓑みのしか身に着けていない部族っぽいやつまで多種多様だ。

「びーぴー？」

「ああ、そうね、そこからだったわね。とりあえずあなた、その指輪をタップしてみて」

「指輪？」

　言われて、自分の左手を見ると、そこにはシンプルな形状の指輪が嵌はまっていた。

「うおおおおお!?　いつのまにか結けつ婚こんしたっ!?」

　俺にはサクラちゃんというフィアンセがいるのに！

「何をわけのわからないことを言っているの？　それは英雄大戦の参加証よ。この世界に来た以上、全英雄はそれの装着を強制されるの」

　うんぐ！　うんぐ！　タクマは指輪を摑んで引ひっこ抜ぬこうと苦心するが、まるで微び動どうだにしない。さんざんいじり倒していると、ふいに指輪に付いていた小さな宝石から『ウィン！』とデジタル画面がポップアップした。「は？」

『ようこそヴァルハラへ！　英雄タクマ』

『はじめに　†〈全知の眼ハイム・システム〉』

†〈全知の眼〉---------------------------------------------------------------------------------------------------

　ヴァルハラのオンラインプログラム。英雄の試合に関する事こと柄がらは、すべて〈全知の眼〉が管理する。英雄はこのシステムを通じて、自身のデータの閲えつ覧らんや、試合の申しん請せいが可能。また試合中のジャッジ、試合後に移動するＢＰの決定も〈全知の眼〉が担当する。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

「……な、なんだ、この未来技術……！」

「タップしたからね」

　タップって。そう、アイフォ～ンならね、みたいに言われても。

　タクマはユーナに指示され、デジタル画面の『プロフィール』という項こう目もくを開く。

　そこにはタクマの生年月日、身長体重など、先にピリカから見せてもらった情報の一部が並び（例の隠し撮り写真について記き載さいがないことには安あん堵どした）、最後の方には──見たことのない『所持ＢＰ：一〇〇〇〇』という表記があった。

「ＢＰとはブレイヴ・ポイント──私たち英えい雄ゆうたちにとって、もっとも大切なパラメータよ。最初はみんな一律一〇〇〇〇ＢＰだけれど、試合に勝った者は一定量のＢＰを敗者から奪うばえる。そして、最終的には一〇〇〇〇〇〇ＢＰを目指すの」

「達成したらどうなるんだ？」

「願ねがいが叶かなう」

「ッ!!」

　ピリカの方を向くと、「だから言ったじゃないですか☆」的なドヤ顔でこちらを見ている。

　マジか。そんなゲームみたいな方法でですか。

　ユーナが、先生のように人差し指を立てて続ける。

「けれど注意しなさい。もしも逆に、あなたが、あまりに不ふ甲が斐いないようだと、あんなふうに──」

　そこで言葉を切ったユーナは、三つほど向こうのバトルリングを一いち瞥べつした。

　まさにそのときだ。

「きゃぁああああああああああ！」

　──と、バトルリングから女性の悲鳴が響ひびき渡わたった。
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　声の方へ目を向ける。兵士の格好をした女性が膝ひざを折り、崩くずれゆくところだった。

　切きり裂さかれて舞まう彼女の髪かみの向こうで、褐かつ色しよくの肌を持つ男が、笑みを浮うかべている。

「キッハハァ！　こりゃあ試験官に抜ばつ擢てきされて正解だったぜ！　こんなに楽にＢＰを稼かせがせてもらえるなんてなあ！」

　ヘビ模様のシャツを着た青年だ。

　彼の腕うでには〈試験官〉の腕わん章しようがある。

【Game! Winner──〈裏切りの十字剣〉ジューダス】

【ＢＰが移動します】

　二人の英雄の頭上で、デジタル表示が試合の終しゆう了りようを教えていた。

「ミランダさん！　お気を確かに！」

　同時に、リングの外にいた戦乙女が声を上げた。女性兵士をスカウトした張本人だろうか。女性兵士に駆かけ寄よろうとして──しかし途と中ちゆうで、青年に足を引っかけられて転ぶ。

「きゃわ!?　な、なにをするんですかジューダスさん！」

「ハハ、いやな、あまりにも簡単にケリがついちまったから、他の獲え物もので欲よく望ぼうを満たそうかと思ってなあ……」

　ジューダスと呼ばれた男は転んだ戦乙女の頭を摑つかみ、ニヤケ顔で舌なめずりをする。

　その数歩先で、敗者である女性兵士が、光の粒となって、徐々に霧む散さんしてゆく。

「あれは……!?」タクマは目を見張る。

「選手間を移動するＢＰはその実力差によって決まるの。だから、力のない新入りは、あっという間に一〇〇〇〇ＢＰすべてを奪われて戦力外通告。元の世界に追放ドロツプアウトってわけ」

「なっ──」

　タクマは、近場で寝ねている先ほどの赤いボディスーツ男を確認してみた。彼が無事なのは、きっと試合になる前に、タクマの妨ぼう害がいによって気絶したからだろう。

　ふいとユーナに向き直る。

　ユーナの腕にも、〈試験官〉の腕章がある。

「お前と……戦えばいいのか？」

　タクマが喉のどを鳴らすと、ふっ、とユーナは微ほほ笑えむ。

「緊きん張ちよう感かんのある顔になったのはいいことだけれどね──違ちがうわ。私とあなたは一応、仲間と言ったでしょう？　試験官は新入り一〇七三名に対し、六五名。誰だれと戦うかは、あなたが自由に選んでいいルールよ。せいぜい、一番弱そうなのを探すことね」

「弱そうなの？」

「ええ」

　タクマはしばらく考えていたが、ぐっと眉まゆを顰ひそめ、首を振ふる。

「いや……それは無理かな。残念だけど──そういうのは、できないんだ。それが、俺のルールだから」

　ルール。

　運命ルールでなく、自分で決めた、誓いルール。

「？」と訝いぶかしそうにするユーナ。

　彼女を横目に、タクマは視線を再び戦乙女に戻もどす。

「ああっ、ミランダさん……！　私の、大切な、英雄さんがっ！」

　戦乙女は女性兵士に手を伸のばすが、届かない。光の粒が消えてゆく──こうして、この戦場ではいとも簡単に、いくつもの願いが消えてゆくのだろう。

　その様子を眺ながめながら、ジューダスは嬉しげにくつくつと笑っている。

　タクマは意思を決めて、戦場への一歩を踏ふみ出す。

「……弱い者いじめは、よくねえよ」




「キハ、キハハハハハハハハハハハハハッ！」

　タクマはバトルリングに上がり、高笑いするジューダスの腕を思いっきり捻ひねり上げる。

「おい。もう試合は終わったんだよな？　いつまで好き勝手やるつもりだ」

「……………………あぁん？」

　褐色の手が戦乙女から離はなれた。同時に、戦乙女が駆け出だし、逃にげてゆく。

　ジューダスの、蛇へびのような双そう眸ぼうがタクマを睨にらむ。

「──ハンッ。いきなり何だお前？　ひょっとして正義の味方かなんかか？　ついさっき、そんなのを名乗る変態ボディスーツ男がいやがったが……」

「正義？　いや、そんなものに興味はない」

「じゃあ、なんで？」

「恋こいのため」

　即そく答とうだった。それ以外に戦う理由なんていらない。

　これは単に、自分勝手な願いのためだ。

　ジューダスは、きょとん、と驚おどろいてから一気に噴ふき出す。

「ぷは！　こ、恋!?　いきなりなに抜ぬかしてんだお前！　ここは戦場だぞ!?」

「そのとおり。恋は戦争だ」

「うげーっ!?　こ、こりゃ面白い新入りが来たもんだなオイ。ＯＫＯＫ、いいぜ？　お前がやる気っつーなら戦ってやるよ。ただし、やる以上は不慮の事故があっても文句はなしだぞ？　覚かく悟ごはできてるんだろうな！」

「もちろんだ。ちゃんと事故にならないよう、手加減はしてやる。安心しろ」

　ジューダスは目を見開き、頰ほおを引き攣つらせる。

「ハンッ……本気で言ってんのか？　マジで面おも白しれえな、お前」

　会場中の視線は、いつのまにか二人に注がれていた。

　それだけ、このジューダスという男の非道っぷりは試験が始まってから際立っていたし──同時に、誰にも止められなかったのだ。

　ジューダスとタクマはリングの上で、一〇メートルほどの間かん隔かくをあけて向かい合った。それぞれが指輪を叩たたくと、二人の間に、大きなウィンドウがヴン！と浮かび上がる。

【Matching complete!】



【個人戦No.1,064,365】

　参加選手：〈死線の化物〉タクマvs〈裏切りの十字剣〉ジューダス

　開始日時：白鯨の月、六日、一三時一五分

　会場：ダイダロス試験場

　試合形式：〈Basic〉

　勝利条件：対戦相手の肉体的または精神的戦せん闘とう不能



　最初の試験だからか、ひとまずルールは簡単だ。どんな手段でも相手を倒たおせばいい。

「ただし、さすがに意図的な殺人は禁止だ。破ると即そく追放だから気をつけな」

　まあ、事故なら仕方ねえけどな……と、ジューダスは不敵に笑った。

「勝てば、ちゃんとＢＰは貰もらえるんだろうな」

「そりゃ、どのくらい実力差を見せつけて勝ったかによる。試験官に勝てば平均して約一〇〇〇〇ＢＰだが──ま、今回に限っては勝たせる気なんてねえ。てめえはせめて、どれだけＢＰを奪われずに済むかを気にかけな。ちっぽけな自信、バッキバキに折ってやるよ」

　言って、ジューダスはごそごそと、ポケットから小さな紙片を取り出した。

「ん……なんだ、それ？」

「おっと、新入りには教えてなかったかなあ!?　この世界の常識──〈神の創生ジエネシスカード〉のことをよお！」

†〈神の創生ジエネシスカード〉------------------------------------------------------------------------------------------

　神が世界創造のさいに活用したとされる、特とく殊しゆな効果を持つカード。『創生ジエネクト』の呪じゆ文もんで効果が発動する。一度発動すると、そのカードは消しよう滅めつする。別名、使い切りの奇き跡せき。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　バトルリングの傍そばまで、顔色を変えたユーナが駆け寄ってくる。

「ちょ、ちょっとちょっと待ちなさい！　あなた、たかが試験でカードを使うことはないでしょう!?　相手は新入りなのよ！」

　え、なに？　そんなにヤバいのか？

　タクマは首を傾かしげたが、ジューダスは犬歯を覗のぞかせ、素早くカードを掲かかげる。

「もう遅おせえよ馬ばァア鹿か！　創生ジエネクト、〈強欲の刃グリド・ブレイド〉！」

　途と端たんだ。

　空中には何十もの──いや。

　一〇〇振りを超える大量の剣、斧、槍、太刀が出現した。

　光の粒となって消えるカードを眺めながら、ジューダスがキハッ！と笑う。

「このカードの効果はなあ、『今までに殺した人間が愛用していた武器の顕けん現げん』だ。つまり、『聖十字世界』のエセ救メ世シ主アを殺し、その仲間どもを殺し、殺し消ころし滅ころし続けることで世界を宗教汚お染せんから救った俺様が使える武器は、その数なんと──二六六ゥウ！」

「……なるほど。そういうアイテムか」やはりゲームっぽいな。

「さらに！　これらの武器は俺様自身の能力スキル〈暗器化リアーズ〉によって手足のように操ることが可能！　まさに攻こう防ぼう一体の絶技ィイイッ！」

「ふうん、すげえな……」

「っ、小学生かてめえは!?　なんかもっと感想があるだろうが！　てめえはこれから俺の全力で無残に切り刻まれて終わるんだぞ!?」

「いや、カードはマジですげえし、驚いたけど……で、お前の武器はそれだけなのか？」

「あぁん？　そうだよ！　これだけありゃあ充じゆう分ぶんだろうが！」

「そうか。なら──安心だ」

「は？　安心って……ハッ、お前、どんな能力スキルを持ってるか知らねえが、さすがに自信過か剰じようすぎだぞ。そこまでいくと笑えねえ」

「過剰、ね。どうだろうな」

　拳こぶしをパキッと鳴らす。

　ジューダスに対し、タクマには武器がない──完全なる丸まる腰ごしだ。

【ready...?】と、急かすような表示が目の前に浮かぶ。

「カッ、まぁいいぜ、かかってきな！　その甘っちょろい自信を俺様が粉ふん砕さいしてやるぜぇええええええええ！」

　ジューダスの叫さけびと共に、試合開始の合図が光る。

【DUEL!!】




「砕くだけろ」

「え？」




　──見えなかった。

　──観衆の誰にも。誰にもだ。

　──それは、ただのパンチというには、あまりにも速すぎた。

　一〇〇分の一秒。

　その後、観衆が目もく撃げきしたのは粉々に砕け散ちった──二六六振りだった。

　鋼鉄の金属片がキラキラと舞まい、床ゆかに降り落ちる。まるで粉雪のように。

「は……？　えっ…………う、うそ……………………？」

　ジューダスは何にもわからず、反応できず、棒立ちだった。

　いつの間にか、ジューダスの真横に立っていたタクマが言う。

「これで全部なんだろ？」

　ジューダスは口をぱくぱくとさせ、ゆっくりと振り向むく。

「な、に……？」
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「全部──バッキバキに折ってやったぞ。ちっぽけな自信」

「ッ!?」

　タクマは、ジューダスの肩かたを、ぽん、と叩いて立ち去る。

「俺の勝ちだ。お疲つかれさん」

　ジューダスは全身の毛を逆立て、顔を真っ赤に染め上げる。

「なッ、う……うおォオオオ!?　ちょ、待てよ！　オイコラ待てって馬ば鹿か！　こんなの認められるかよ……俺はまだ戦えるっ、まだ一いち撃げきも、一撃も喰くらってないんだぞっ!?」

　言いながら、ジューダスは絡からまりかける足をなんとか一歩、踏ふみ出して、気づいた。

　──気づいてしまった。

「っ!?」

　…………一撃も、喰らっていない？

　砕けた二六六振りの中心にいたジューダスの身体からだが──傷一つ、ついていない？

　こんなの、狙ねらったって、できる芸当じゃない。

「ぃ!?　あ、ぁぁぁ……！」

　すべてを悟さとったジューダスの声が、震ふるえる。

「──ぉ、おい、てめぇ……まさか、初めからッ……!?」

　愕がく然ぜんとする。

　その差。

　圧あつ倒とう的てきな実力差に。

　そう、初めからタクマは──ジューダスとまともに戦う気など、微み塵じんもなかったのだ。

　タクマは彼に背を向けたまま、つまらなそうに手をひらひらと振ふって、ぽつりと溢こぼす。




「弱い者いじめは、苦手だ」




　ジューダスの顔が悲痛に歪ゆがむ。

「ぅ、ぁ…………!?」

　勝負とすら、言えやしなかった。

　勝負すら──してもらえなかったのだ。

「ッ、クッソオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　敗者の慟どう哭こくが、静かな会場に、虚むなしく響ひびく。

【Game! Winner──〈死線の化物〉タクマ】

【ＢＰが移動します】

　機械的に現れたそのウィンドウを見て、タクマは笑う。

「へえ？　サービスいいな」

　この勝利による報ほう酬しゆうは一〇〇〇〇〇ＢＰ。

　ジューダスが言っていた、新入りが奪うばえるＢＰ平均額の、実に一〇倍だった。

　ともあれ、こうして。




　試合時間、事実上──〇・〇一五秒。

　ヴァルハラ史上最速の快勝で、タクマの英えい雄ゆう大戦は幕を開けた。




　　　　＊




　放心状態となったジューダスを放置し、少年がリングから下りると、周囲からはどよめきが湧わき起こった。

「え？　あいつ、今……なにかしたのか？」

「わからん。見えなかったぞ……」

「化物かよ……」

「化物だ……！」

　誰だれもが当とう惑わくするその喧けん騒そうの中で、しかし、少年の一撃を確かに目視していた者がいた。

「この力、まさか、黙もく示し録ろくの……？」

　試験会場監かん督とく官にして、全戦乙女の総隊長、フレイヤである。

　彼女は我が目を疑いながらも、血相を変えると、背中にある八つの翼つばさを大きく広げ、飛び上がった。まさにその少年が侵しん入にゆうしてきた大穴から会場を後にする。

　向かうべき場所は、遥はるか天高くに聳そびえる聖域。

　ヴァルハイル神しん殿でん。

　この異常事態を、ヴァルハラの主神に一刻も早く伝えるべく、全速力で翔かけてゆく。







　第Ⅱ章　『魔ま女じよユーナ』







　　　　０




　ユーナ・セイントオーダー。

　一七歳。一六二センチメートル。四六キログラム。Ａ型。

『祓魔法エクソシズム世界』出身。元・対悪あく魔ま専門の賞金稼かせぎ。

　その人生のほとんどは、一体の悪魔を捜さがし出すために費やされた。

　街から街、国から国を転々としながら長い旅路の末、その悪魔の居所を見つけたのは、一か月前にも満たないほど、最近のことだった。

　両の手で報復を果たした。

　苦難の末に得た勝利だ。

　しかし、喜びはない。

　わかっていたことだが、こんなことをしても、願いは叶かなわない。

　願いのためであれば、どんな手段も取る覚かく悟ごはあった。けれど、なにをしても意味がない。この勝ちにすら価値はない。無茶はできるが無理は通らず、無む駄だなものは無駄なのだ。

　徒労感だけを身体の髄ずいで感じ、歯を食いしばっていた、そのときだ。

　ふいに、光がユーナを照らし出した。

　頭上から舞い降おりたピンク髪がみの天使が、笑顔で言う。

「コングラッチュレ～～ション☆　悪あく魔ま討とう伐ばつお疲れさまです！　頑がん張ばったあなたに耳より情報！　ボーナスステージへの挑ちよう戦せん権けんをプレゼンツ☆」

　──戦乙女ピリカとの、それが邂かい逅こうだった。




　　　　１




　試験会場で騒さわぎに騒ぐ、有象無象たる英雄たちの言葉に、タクマは顔をしかめる。

　──化物。化物。化物。

　慣れたとはいえ、やはり気持ちのいい呼び名ではない。

　そんな中、対照的に、耳障りなほどの歓かん声せいをあげて小こ躍おどりしている少女がいた。

「すっご──いですよタクマさん！　ひゅーひゅー超ちようカッケーっ！　超カッケーっ！」

　ピリカである。

　格好いい？　予想外の反応に、タクマはぎこちなく笑う。

「そうか？　いや、まあ、なんつーか……ありがとよ」

　気き遣づかいではなく素で言ってくれているのだろう。元いた世界では、とにかく傷ついてばかりだった心が、どこか温められた気がする。タクマは意外とメンタルが弱いのだ。

　なんなら、メンタルだけが弱点とすら言える。

「こう、ズバ！　ドグシャ！　ズゴゴゴバキイン!!　って、そりゃもー痛快でしたよ！」

「いや、そんな効果音は出してないけどな……」たぶん殺しちゃってるよ？　それ。

「いえいえ、とにかく格好よかったって申し上げてるんですよ！　細かいことはいいじゃないですかーそんなのだからサクラさんと上手くいかないんですよ！」

「……ん？　待てコラ、今なんつった？」

「これでわたしたちも落ちこぼれから抜ぬけ出せますね、ユーナさん！」

「無視すんなし！　大事なことだぞっ!?」

　ったく、気を許しかけた途と端たんにこれだ。だから世界なんて嫌いなんだ。

　タクマは憤ふん慨がいしつつ、ピリカの視線の先に目をやった。

「あ、あなた、いったいどこでそんな強さを……？」

　ユーナは口をぽかんと開け、タクマを見つめている。お、なんだか見直されてる？

　ただ、どこでって、言われてもな……。

「まあ、知らず知らずのうちに、ピンチを乗のり越こえるたびにって感じだ」

「まさかあなた、そんな貧相な見た目で実は神話レベルの英雄とか？　今のみすぼらしい容姿は世を忍しのぶための仮の姿とか？」

「うわーびっくりした。褒ほめられてるかと勘かん違ちがいしかけたけどそんなことなかった」

　だからメンタル弱いって言ってるだろ、やめろよ。しまいには泣くぞ？

「──別に俺は、そんな大それたもんじゃねーよ。えーと、なんだっけか？　『まきこまれ世界』？　そこ出身のせいで、少しばかり悲しい運命を背負った、普ふ通つうの高校生だ」

「コーコーセー？」

「そう。お前は？」

「私？　私は──」

　──『祓魔法エクソシズム世界』出身。

　──対悪魔専門の賞金稼ぎ。

　そう、ユーナは答えた。

　聞けば、一七歳でタクマと同年ねん齢れいだという。そのような若さを持ちながら──このような美び貌ぼうを持ちながら、正しよう真しん正しよう銘めい、悪魔を相手取ってきた戦せん闘とうのプロフェッショナルらしい。見ればユーナの腰こしには、タクマの世界では見たこともない謎なぞの機械ガジエツトが、ウェストポーチのように取り付けられている。そして、その両りよう脇わきには拳銃のホルスターが一つずつ。

　まさに、異世界の、少女。

　ごくり、と唾つばを吞のむタクマの意識を引き戻もどしたのは、ピリカの無む邪じや気きな声だった。

「うん！　やっぱりわたしは間ま違ちがっていませんでした！　お二人が力と知ち恵えを合わせれば、必ずや《零落の王ギルガミス》は英雄大戦を勝ち上がれますよっ！」

　嬉うれしそうに飛びついてくるピリカの頭頂部を片手で止めながら、タクマは聞き返す。

「《零落の王》ってのは何だ？」

「わたしたちのチーム──レギオンのことです。ＢＰはあくまで個人のパラメータですが、レギオンメンバーは二人組ツーマンセルや三人組スリーマンセルで戦うこともあり、そちらの方が得られるＢＰは多いのです。そして、タクマさんたちが勝てば勝つほど、わたしの給料も上がります！」

　金かよ。夢のない発言すぎる。

「別に俺は、お前のために戦うわけじゃねーぞ」

「あ、違ちがいます違いますっ。そのお金は、タクマさんの生活費にもなるんですからね？」

「……ん？　あ、そうか、生活……」

　この戦場で、タクマはしばらく過ごさなければならないはずだ。

「ヴァルハラではレギオンメンバーは同どう棲せいするのがルールとなっています☆　では、さっそく寮りように向かいましょうか！」

　ピリカがタクマの腕うでを引っ張った。

「!?　をいをい待て！　同棲？　そんなどっかのラブコメみたいな展開、聞いてないぞ!?」

「団結力を高めるためですから。当然、わたしも監かん視し役として住まわせていただき、全身全ぜん霊れい、お世話させていただきますのでっ」

「いや、いやいやっ……！」

　やべえ！　これは本気でやべえ……サクラちゃんにバレたら、言い訳のしようがない！

「これも、サクラさんに会うために必要なこと、ですもんねっ？」

「っ!?」

　なんてことだ……無意識に追おい詰つめてきやがる、この天使。いや悪魔！

　ふと気になってユーナの方をちらりと窺うかがうと、彼女は冷たい目で腰の銃じゆうに手をかける。

「言っておくけれど、変なことをしたら即、殺すわよ？」

　はわわわ……なに、どうしたらいいのサクラちゃん？

　なんて聞けるはずもなく、タクマは二人の後に続いて、恐る恐る試験場を出た。




　外。

　空気が美味い。

　高台に建った試験場から、大階段を下りて街に出る。東に古い宮きゆう殿でん。西にオフィスビル。北に寺。南に聖堂。その隣となりに遺い跡せき。エトセトラ、エトセトラ。

　ヴァルハラ一栄えた大通り、グラズストリートは、あらゆる文化が集う場所だという。

　どうやら今はパレードが行われているらしく、遠くから賑にぎやかな音楽が聞こえ、それに合わせて行進する踵かかとの音。タクマの目の前を、少し変わった人たちが笑顔で過ぎてゆく。

「ネコ耳、ウサ耳……あの耳と尻しつ尾ぽは、オオカミ女……とでも言うのか？」

「人じん狼ろうよ。彼女たちは総そう称しようして、亜あ人じん種しゆと呼ばれているわ」

　普通に亜人とかいるのか……。

「でも、英えい雄ゆうじゃなさそうな奴やつの方が多いな……格好も庶しよ民みんっぽいし、なにより他の英雄たちみたいに、物々しい覇は気きを発してない。オーラが普通というか──」

「私たちは、あくまで呼ばれた来賓ゲストだからね。それだけじゃ街は回らないから、この世界の住人として作られた人々もいるってことよ」

「作られた？　誰に？」

「神に」

　さらっと──何でもない風に、彼女は言った。

　そういえばここって、神の世界なんだっけか。

「神がいるってことは、そいつらが、俺たちの世界も創ったのか？」

　ずっと不思議に思っていた。自分は何のために、こんな運命を背負っているのか？

　──存在理由レゾンデートル。どこへ行くのかクオ・ヴアデイス。

　自分が特別だと知った日から、その理由を知りたいという欲よつ求きゆうがあった。サクラちゃんは救いをくれたけれど、答えはくれなかったから。

　しかし、その疑問にはピリカが首を振ふる。

「いえ、神様はあくまでヴァルハラの神であって、他世界を創り出した存在ではありません。干かん渉しようくらいならできますけどね。そういう意味でも神様は、世界の懸かけ橋はしである英雄さんたちの力を求めていらっしゃるんですよ」

「……なるほど、よくわからん」

　ユーナは、そんなのどうでもいいという風に、腰に手を当てる。

「ま、神の狙ねらいがなんであれ、願ねがいが叶うというのなら乗らない手はないわ。私はどんな目に遭あおうと、たとえ一人でも、この大戦を勝ちあがるつもりよ」

　タクマが首を傾かしげる。

「一人でもってなんだよ？　一応、仲間なんだから協力すりゃいいじゃねーか」

「は？　ああ、そうね。さっき仲間と言ったからね。けれど、勘違いしないで。それは形式上の定義よ──あなたは確かに強いのでしょうけれど、そもそも根本的な問題として、私はあなたを信用していないもの」

「そりゃあまあ、会ったばかりではあるけど……」

「違う。そうじゃないの。新入りくん」

「なにが」

「恋のため──だなんて、そんなふざけた理由の英雄がいつまで持つか、わからないじゃない？　ここは、より強い願いがより弱い願いを潰つぶす、そういう場所なのだから」

　………………ああ、なるほどね。そういうことか。

　確かにタクマの願いは、人には理解されにくいものだろう。あまりに単純すぎて。

　きっとユーナは、タクマが半はん端ぱな思いで、この世界にきたと感じているのだ。

「──というか、そもそも私はこれまで一人で戦ってきたのだから、あなたが入るとむしろ邪じや魔まだわ」

「ん、それはそうかもな」タクマはあっさり認めた。「俺がやってきたことといえば、さっき言ったように高校生活──ケンカまがいの戦いだけだ。普通ってのは言いすぎにしても、まぁバトルバトルした人生じゃない。はっきりいって戦闘に関しちゃ素人しろうとだ」

「この世界に来ておいて、騎き士しでも傭よう兵へいでも賞金稼かせぎでもないただの一いつ般ぱん人だなんて──そっちの方が、ある意味恐おそろしいけれどね。せいぜい気をつけなさい」

　などと皮肉っぽく言うユーナの蒼眼は、どこまでも冷ややかだった。

　冷静で、冷れい淡たんで──とてもシリアスだった。

「私は、願いを叶かなえるためなら妥だ協きようはしないって決めているの。そのための最短ルートだって考えてあるわ。ひとまずの目標は──あいつ」

　ユーナがその蒼あおい眼で睨にらんだ方向は、人ごみの末まつ端たんだ。

　──パレードの本隊。そこには、亜人たちの人だかりができている。

　中心には一人の少年。

　見た目は人間だが、纏まとっているオーラは明らかに英雄。亜人よりも人にん間げん離ばなれしていた。

　──潔白で、純白で、精白で、緊きん迫ぱく。

　その印象は、たとえば日光や酸素に似ている。あまりにも無造作に存在しているので忘れがちだが、強いエネルギー、毒性を持つ──真っ白な、暴力性。

　少年は白馬に跨またがり、通りをゆっくりと闊かつ歩ぽする。群衆からは黄色い歓かん声せいが上がる。

「七星勇グランシヤリオの一人、アッシュ」

「グラン……？」

「現在、ヴァルハラでもっとも一〇〇〇〇〇〇ＢＰに近い『七人の最強ベストセブン』をそう呼ぶのよ。きっと、また勝ったのでしょうね……これは凱がい旋せんのパレードってところかしら」

「試合に勝つだけで、こんなにいろんな人から祝ってもらえるなんて羨うらやましい限りだな」

「既すでに八〇〇〇〇〇ＢＰを超こえる大物中の大物だもの」

「へえ？　見た目には、たぶん俺より年下だよな？」

　そのくせモテてるのか。腹立たしいな。こっちは告白すらできないのに。爆発しろ。

「──というか、そんなに強いんだったら、とっとと一〇〇〇〇〇〇にすればいいのにな」

「そう簡単ではないのよ、新入りくん。あなた、勝利時に得られるＢＰ量がどうやって決まるか、覚えてる？」

「ああ、実力差だろ。要するに、相手を圧あつ倒とうして勝てばいい」

　タクマがジューダスから高額のＢＰを奪うばえたのも、どうやらそういう理由らしかった。

「半分正解。でも実は、もう一つあるの。圧倒的に不利な相手に勝つこと──七星勇は皆みんな、七〇〇〇〇〇以上のＢＰを持つヴァルハラ最強の英雄だから、新入りが彼らを倒たおせば、一気にウン十万単位のＢＰが手に入ると言われているわ」







[image: ]







「おお、なんだ最高じゃねーかそれ。俺もそうしよう」

「と、思わせるために効果的なルールだった……最初はね」

「ん？」

「けれど言った通り、圧倒的差で負けたら即そく追放ドロツプアウト──こちらのルールのせいで現状は、なかなか誰だれもその挑ちよう戦せんに踏ふみ切れない。怖こわくて戦えない。七星勇グランシヤリオ側も、相手が見つからない。停てい滞たい状態なの。どうしたって人間、リスキーな戦いは避さけたいものだものね」

「ふうん？　確かに、まぁ……そんなものか」

　全員が世界最強レべル。ゆえの停滞、か。

　戦せん闘とうの素人であるタクマには、ピンとこないっちゃ、こないのだが。

「あまりバトルが頻ひん発ぱつしすぎても街が機能しなくなりますので、どちらのルールが悪いとは一いち概がいには言えませんけどねっ！」

　二人の間に割って入ったピリカ。その頭を、ユーナが撫なでながら言う。

「それでも、やっぱり七星勇を狙うのが最短ではあるわ」

「うん、それはいいんだけど……なあ、ちょっと待ってくれ。話は急に変わって申し訳ない限りなんだが、さっきからずっと、気になっていることがある」

「なにかしら？」




「あのアッシュとかいう奴────俺のこと、見すぎじゃね？」




　獲え物ものを品定めするような、圧のある視線を感じる。いや、感じるなんてもんじゃない。

　皮ひ膚ふがピリピリと毛羽立つようだ。無造作なエネルギー、などと先ほど言ったが、間ま違ちがいだった。今、この瞬しゆん間かん、タクマに対してだけは、彼は意図的に殺気を飛ばしている。

「あら？　確かにそれっぽいわね。でも、あなたが狙われる理由なんてあったかしら？」

「ねーよ。今来たばっかだぞ？」でも、理由がわからないからこそ気味が悪い。

「勘かん違ちがいじゃないですかね……？」とピリカが首を傾げる。「この人ごみの中ですし、きっと他の誰かを見てるのですよ。ここは英雄で溢あふれかえっている街ですから」

「そうね。自じ意い識しき過か剰じようかもね。わー気持ち悪ーい」

　……おい。こいつ、俺を貶おとしめるためならキャラブレをも厭いとわないのか。

「本当に勘違いなら、いいんだけどよ」

　言いつつ、ただタクマは誰よりも知っている。自分の体質を。この悲運の恐ろしさを。

　彼の視線とは、つまり──死線じゃないのか？

　最悪な死亡フラグが立った気がした。

「ま、ひとまず今は難しいことは考えず、寮りように向かいましょう。話はそれからです」

　ピリカがタクマの腕うでを引っ張り、大通りから狭せまい路地へと連れてゆく。

　去り際に振り返かえってみても、やはり白い少年は、その色素の薄うすい目でタクマをじいっと見つめていたように思う。透すけるような目で──見透かしていたように、思う。
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　ネズミが徘はい徊かいし、誰も寄りつかないような裏通りを抜ぬけると、寮が見えてくる。

　そこに辿たどり着ついたのは、二つの太陽がタクマたちのほぼ真上にきた正午のことだった。

「さあご覧あれ！　ここがわたしたちのアジト、烏う合ごう寮りようです！」

　確かに、ネームプレートにはそう書かれている。ただ、そのプレートには蜘く蛛もの巣すが張り、周りを囲む塀へいは欠けているどころか砕くだけ、苔こけまで生えている。

　タクマは塀に近づいていき、ふやけて色いろ褪あせたピンクチラシを剝はぐと、冷ややかな視線を、ゆっくりと、ピリカに移す。

「…………豚ぶた小ご屋や？」

「っ、失礼なっ!?　これでもれっきとした居住施し設せつですよ～！」

「れっきとした？　お前は言葉の意味を間違えているようだな」

　なお英えい雄ゆうや戦乙女含ふくめ、それぞれの間を交わされる言葉は〈全知の眼ハイム・システム〉が自動で翻ほん訳やくしてくれているらしい。便利なものだ。

　タクマが呆あきれていると、ピリカは目を潤うるませ、ぶんぶんと両りよう腕うでを振る。

「しかたないじゃないですか～……寮の外観や内装は、わたしたち戦乙女の給きゆう与よに応じて豪ごう華かになっていくんですから」

「給与か、それ、試験場でも言ってたな？」

「はい、わたしたちのお給料はスズメの涙なみだほどの固定給と、残りほとんどを歩合給で構成されているのです」

　歩合とは、つまり英雄が稼いだＢＰの値がそのまま臨時収入となるということ。

　レートは一〇〇ＢＰあたり一〇〇ヴェム──ヴェムは、ヴァルハラにおける通貨単位で、通貨価値は円とほぼ変わらないので、ならば先ほどのタクマの試合で、ピリカの預金口座には一〇〇〇〇〇円の給与が振ふり込こまれたことになる。

「へえ。そこそこの儲もうけになるんだな、あれだけで」

「けれど安心はできないわ」ユーナが忠告する。「寮の維い持じ費って思った以上に高いしね。なにより、他の二人は戦闘向きじゃないから稼ぎ頭にはなれないし」

「二人？」

「他にもいるのよ。英雄が」

　ユーナの視線を追って気づいたのは、豚小屋じみた寮の横。

　──プレハブ小屋だった。

「え……まさか、あんなところに住んでるのか？」物置かと思ってスルーしてたんだが。

「ちょっと能力上の都合でね。一応、私より古株よ」

「どんな奴やつらなんだ」

「『引きこもりの英雄』と『飲んだくれの英雄』」

「うわー名前からしてもうアレじゃーん」

　タクマが先行きを不安に思っていると、プレハブの方からガタガタッと音がした。

　目を向ける。小窓の向こうで、小さな影かげがもぞもぞしているのが見える。

　窓を開けたいらしいが、サッシにガタがきて苦戦しているようだ。

「……はあ」嫌いやな予感しかしなかったが、一応歩み寄り、その窓を開けてやる。

　──小こ柄がらな少女の顔があった。黒くろ髪かみストレートヘアの、中学生くらいの子だ。

『なにもの』

　少女は、手に持ったスマホ的デバイスの、文字入力画面をタクマに見せてきた。

　………………いや、なにものって。

「えーと……俺はタクマ。このレギオンの新入りだ。よろしく」

『よろ』

　少女はスマホで答える。

『いきなりでなんだけど、ぼくにあまり話しかけるな。存在を気にするな。忘れてくれていい。いないものと扱あつかってくれて全然結構。まぁ言わなくてもそうなると思うけどな。あ、でも、ご飯だけはここに持ってきてくれると助かる。ぼくはあんまり外に出たくないから』

「フリック入力はえーな!?」なによりそれが一番驚きだった。何者だこいつ。

『ニト』

「え？」

『ぼくの名前。別に覚えなくてもいいけど。どうせすぐ忘れると思うけど。忘れてもらっても全然気にしないけど──それが、ぼくの名前』

　彼女の前まえ髪がみは長くて、目元が窺うかがえないし、表情は読み取れない。

　ただ、タクマは苦笑する。こんな変な子を忘れる奴は、そうそういないだろ、と。

　直後、今度はプレハブの奥──ニトの後ろから、さらにもう一人がドタドタドタ！とやってきた。

「オオウ！　今日やってきた新入りってのはボウズのことだな!?　オレの名はギンジョー、よろしくなッ！　ガッハッハッハッ!!」

「……これまた、面めん倒どうくさそうなのが来たな」

　髭ひげ面づらのおっさんである。湿しめり気けのある赤髪がみをぼさぼさに伸のばしている。

　ギンジョーは大きな身体からだでニトを押しつぶすようにして、顔面を窓の外に出す。

「ああん？　初対面でそりゃあ酷ひどいぜボウズ、ガハハ！」

「っ、それよりおま、酒臭くせえよ！　息が……目に染みる！」

「はは、ボウズにはキツいか？　この世には臭においも味もキツすぎて人間には飲めない酒ってのがあるからなあ！」

「それを、なんでお前は飲んでるんだよ！」

「英雄だからだ」

「っ…………!?」

　いらない英雄性だった。

　涙目のタクマの背後で、ピリカがにこにこと笑顔を浮うかべる。

「お二人はプレハブから滅めつ多たに出ないので話す機会は少ないですが、仲良くしてください」

「いや、そもそも出ろよ……英雄大戦はどうしたんだよ」

　ニトがギンジョーにスマホの画面を見せている。

『お酒、ぼくの買い物ついでに、天アマゾンで頼たのんどこうか？』

「あーいいよいいよ、自分で作るから。ああ、そうだ──ボウズも飲みたいならいつでも分けてやるぜ？　気軽に言えよな、ガッハッハ！」

「未成年だよ、俺は」

　タクマは二人を眺ながめつつ、しかし、まぁ──と苦笑する。

　──とりあえず二人とも、悪い奴ではなさそうだ。
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　かくしてボロ寮での生活が始まったわけだが、暮らし始めたその数十分後に、早くも重大な問題が発覚した。昼食どきのことである。

「はい、あーん☆」

　昼飯を用意したピリカが、食しよく卓たくに置いた大皿から、それをスプーンで運んでくる。

「なによりまず、服を着ろ」

　ピリカは成長途と中ちゆうのその身体に、フリルのエプロンを一枚、着けているだけである。

　裸はだかエプロン……。

「え？　これがタクマさんの世界における主婦の正装だと、本で読みましたけど」

「なわけあるかっ！　どこの企き画かくモノＡＶだよ！　むしろ、お前みたいな幼女にそんな格好させてたら即そく逮たい捕ほだ！」

「うぅ……旦だん那な様、わたしのような女はお嫌きらいですか？」

「や、やめろ!?　潤んだ目ですり寄ってくるな……！」

　タクマが身を反らして避けると、ピリカは不思議そうな顔で、エプロンのポケットから本を取り出した。

「あれれ、おかしいですね……確かにこの本には、こうすれば男性は喜ぶと書いてあるんですけど……」

　ちらりと見れば、ピリカが持っている本の表紙には、『今日からあなたも夜の女王　～三年目の結けつ婚こん生活を乗り切る方法～』と書いてある。

　──コンマ一秒で、それを奪うばい取って彼方かなたに投げる。

「ああっ！　なにをするんですか大事な教科書に！」

「パパは許しません！」

　横では、その様子をユーナが首を傾かしげて眺めていた。……いやいや、お前も止めろよ。




　ピリカに服を着せ、再び席に着いたタクマは、卓たくの料理を指さす。

「で、本題だが……これはいったい何なのか、説明してもらおうか、ピリカ」

　皿には得体のしれない、黒いスライム状の物体が盛られている。ぐつぐつと煮にえ立たつその内部からは、魚類の頭や動物の前まえ脚あしなどがほぼ原形のまま覗のぞいていた。

「ピリカ特製っ！　ヴァルハラ・チャンプルーです☆」

「………………」チャンプりすぎだろ。

「あっ、なんですかその顔！　これはわたし一押しの得意料理ですよ～！」

　ピリカがぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませているのだが、いや、馬ば鹿かを言うな。こんなの食べられるわけがないって。マジで。有り得ないって。

　タクマは、ちらりと、正面に座るユーナに、同意を求める視線を送る。

「はむはむ」

「食っとる────────!?」

　ユーナは唇くちびるの端はしにイカスミのように黒いソースをつけながら、こちらに首を傾げた。

「え、なにかしら？　食前のお祈いのりなら、ちゃんとしたけれど」

「そういう問題じゃねえよ！　おまっ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　腹とか壊こわさねーのか？」

「？　ええ。確かに見た目は独創的だけれど、食材はまともだもの。いけるわよ」

「逝いけるじゃなくて……？」

　それを見たタクマは、恐おそる恐る席に着き、口に入れてみた。

　ぶっふぉぽんぬげぽ!?

「オ、オィイイイ！　やっぱり無理じゃねえか!?　なんでこれを食えるんだお前は!?」

「うるさいわね、さっきからなんなの。食事中は静かにしなさいよ。はむはむ」

「はむはむじゃねーんだよ!?　命に関わる大事な話をしてるんだ俺は──」

　ふとユーナの横を見ると、ピリカがテーブルに置かれていた小皿を持ってダイニングから出ていこうとしていた。ニトとギンジョーに差し入れるつもりだろう。毒殺事件だ！

「はて？　妙みようですね……わたしの料理はこれまでにも皆みなさんに召めし上あがっていただいてますけども、なぜタクマさんには合わないのでしょう？」

「えっ？　なんだと、そんな馬鹿な……」

　と──しかし、そこでタクマは一つの可能性に思い当たる。

　まさか、この世界──そのレベルからなのか？

　そして、恐る恐る提案するのだった。

「あの、お前ら……少しだけ俺に時間をくれないか？　面白い物を食わせてやるから」




　そこから三〇分ほどだ。

　タクマは、ピリカがキッチンに並べた中から必要な素材だけをチョイスすると、見る見る間に料理を作り上げた。まるで魔ま法ほうのように現れたその料理に、ユーナが震しん撼かんする。

「意外な、才能ね……」

「ふっ。実は、家事は得意なんだよ」

　タクマが用意したそれからは、なんとも食しよく欲よくをそそる出だ汁しの香かおりが漂ただよっている。

　いち早く一口目を食べたピリカが歓かん喜きのあまり、「はわわーっ!?」と絶ぜつ叫きようする。

「おっ、美お味いしいですーほっぺたがダウンサイジングですよタクマさん！」

「ほっぺたが落ちるの最上級のつもりだろうが、むしろ不ま味ずかったときの表現っぽいからやめろ」

「ねえねえタクマさん、このような腕うで前まえをいったいどこでっ？」

「んー、どこでと言われても別に、俺の世界じゃ珍めずらしくもないからな……？」

　タクマは肩かたをすくめ、テーブルの上に置いたそれを一いち瞥べつする。

　──普ふ通つうの、肉じゃがである。

　ユーナが、訊きいたこともないという風に目をぱちくりさせる。

「ニック・ジャガー？」

「偉い大だいなミュージシャンみたいで格好いいが違ちがう。肉じゃがだ。言っておくが、別に難しい料理でもないぞ。肉、玉ねぎ、にんじん、じゃが芋いも……必要なものはキッチンにあったし──ただまあ、この料理を俺しか知らないってことで確信した。ここは間ま違ちがいなく六〇〇〇万の異世界が集う場所だ」

　──要するに、出身の差。

　──ピリカの猛もう毒どく料理ではないが、ここでは文化がチャンプルーしているのだ。

　ヴァルハラには、多た彩さいな文化が集っているというが、しかし、それほど文化が入り混じっている以上、たった一世界の、小さな島国の料理なんてほぼ無名だろう。

　さっきユーナは、いただきますでなく、食前のお祈りと言った。それは宗教の違い。

　ピリカが裸エプロンになったとき、ユーナが止めなかったのも、タクマの世界では本当にあれが正しいという、ピリカの言葉を信じてしまったからだと思われる。

　それほどまでに──常識や味覚に影えい響きようが出るほどに、根本から違う。

「それは国が違うなんてレベルじゃなくて、文字通り……」

「世界が違う、というわけね？」

「そういうことだ」

　他にもいっぱいあるのだろう。タクマとユーナとの、価値観の差は。

　たとえばそれは、何のためにヴァルハラに来たか。とかな。

「冷めないうちに、ニトさんたちにも運んできますね！」

「あ、おう」

　ピリカがそう言ってリビングから出ていくと、あとにはタクマとユーナが残される。

　って、そこでやっと気づいたけど、なぜかユーナは肉じゃがに手を付けていない。

「ん？　なんだユーナ、食べないのか？　冷めちまうぞ？」

「あ、いえ、食べないわけではないけれど……その」

「なんだ。もしかしてあれか？　見たこともない料理に警けい戒かい心を持っているとか？　確かに俺を信用してないとは言っていたけど、おいおいそこまでなのかよ」

「え、あ……いえ。そういうわけではなくて、これは、うーんと……」

「む、まあそうか。ピリカはぱくぱく食べてたしな。じゃあ、なんで？」

　ユーナは、手元をもじもじとさせて唇を尖とがらせる。

「うぅ………………これ、どうやって使うのよ」

　ユーナが持っているのは…………箸である。

「あ」

　なるほど、盲もう点てんだった。ピリカがわりと器用に使ってたから気づかなかったが、確かにユーナは、ここに来てひと月に満たないとも言っていた。使えなくても普通なのだ。

　そうか、じゃあ仕方ないな。

　タクマはユーナの箸を借りると、ゴロッとしたじゃが芋を摘つまんで、持ち上げる。

「ほれ」差し出す。

「え？」ユーナが驚おどろく。

「いや、だってフォークは人数分しかないし、さっきのゲテモノに刺さしたあれじゃあ使いたくないだろ？　というか、俺が嫌いやだしな──だから、食わせてやるよ。口開けろ」

「えっ、えっ……？」

「早くしろ。冷めると美味しくないんだよ」

　しかし、こんなことをされるのは癪しやくなのか、ユーナが戸と惑まどう。

　その小ぶりな口に、タクマは無理やり、よく染みた芋を運ぶ。

「っ～～!?」

　ユーナは抵てい抗こうしていたが、口に含ふくんだ後、みるみる表情がとろけるように甘いものになってゆく。ほふほふと口を動かしながら、その料理を嬉うれしそうに嚙かみほぐす。

「美味いか？」

「うんっ♪」

　可愛らしい笑顔で頷うなずくユーナ。

　しばらく、もぐもぐと味わってから、ハッ！　とユーナは席から立ち上がる。

「謀ったわね下郎!?」

「お、自分のキャラを思い出したか」

「くっ!?　この程度で私の信しん頼らいを勝ち得ただなんて思ってもらっては困るのだから！」

「全然そんなつもりはないけど？」

「そもそもおかしいのよ！　こんなに美味しいなんて、毒でも入っているのかしら！　人の味覚を狂くるわせるような、幻げん覚かく作用のあるやつが！　許さないんだからっ！」

「いや、落ちつけ。ちょっと動転しすぎだ。食事中は静かに、だろ？」

「…………む？　むむむ、それは、そうね……」

　先ほどのユーナの言葉を引用してやると、彼女は大人しく、とすん、と席に座り直す。

　それからタクマは、ユーナの口に、肉や野菜を丁てい寧ねいにひとつずつ運んだ。じゃが芋にふうふうと息を吹ふきかけているユーナの顔を眺ながめていると、そのギャップに、少し和んでしまう。そんなタクマの視線に気づき、彼女は顔を赤らめる。

「な、なによ……じろじろと見ないでくれるかしら。不ふ愉ゆ快かいなのだけれど」

「ん、ああ、悪い。でも感かん慨がい深ぶかくてな」

「なにがよ」

「俺の料理をずいぶんと美味しそうに食べてくれるな、と思って」

　──タクマの、家事の才能は、あくまで凡ぼん人じん並みだ。

　しかし、喜んでほしい人がいたら、わりと頑がん張ばれる。サクラちゃんが『家事ができる人って素敵』と言ったことがある。だから、すぐさま料理を身につけようと思った。

「結局、実際には一度も食べてはもらえなかったんだけどな。だから、こうして人に食べてもらうのは初めてだし、それで喜んでもらえると、正直、嬉しいんだよ」

　本音だ。こんな機会は、きっとこの世界ヴアルハラに来ないと、永遠に得られなかっただろう。

　タクマが笑うと、ユーナは呆あきれを通とおり越こして感心しているようだった。

「変わってるのね……本当に、恋れん愛あいのためだけに人生を捧ささげちゃうなんて」

「まあな。一いち途ずだろ？」

「気持ち悪い」

「っ、なんでそうなるんだよ！」

「だって、そういう『あなたに好かれるために、こんなに努力しました』みたいなのって、女子がやるからポイントが高いのではないの？」
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「…………………………」正論はやめろよ。

　どうやらタクマは、世界共通でキモいということでＱＥＤらしい。

「ま、そういう家事とか、私は不得意だし、よくわからないのだけれどね」

「そうなのか？　じゃあ、お前も挑ちよう戦せんしてみたらいいんじゃねーの？　特に肉じゃがとか、家庭料理の代表だし、最適だし」

　ちょっと凹へこんだタクマが、自分のぶんの肉じゃがを食べながら投げやりに言うと、ユーナはぴくっと動きを止める。

「…………家庭料理、ね。あなたは、そういう家庭で育ったのかしら？」

「ん？　ああ、まあな。俺にも両親はいる。多少、特とく殊しゆな人たちではあるけど」

「そう」

「なんだよ？」

「いえ、何でもないけれど」

　ユーナは皿に視線を落とし、小さく呟つぶやいた。

　それからは、まったく会話がなかった。

　やがて、タクマとユーナの皿が綺き麗れいになると、二人で手を合わせる。

「ごちそうさま」

「ごちゅそさむ？」

「ごちそうさま。俺の世界の食後のあいさつだよ。これで感謝を示すんだ」

「ごちゅそさむ！」

　言えてねえし……。タクマは呆れるように肩をすくめる。

「ま、なんだ。このくらいならいつでも作ってやるよ」

「えっ、本当？」

「ああ、別に渋しぶるようなことじゃないしな。ていうか作らせろ。じゃないと俺が、まともな飯を食べられる気がしねえ。なんなら、今晩にもな」

「ほ、本当に本当なのっ？　今夜もにっくを？」

　ユーナが大きな目でこちらを見つめてくる。握にぎり拳こぶしを机の上に乗せ、ちょっと前のめりになっているのが可愛らしい。こいつ、感情を隠かくすの下手だなー。

「にっくじゃない。肉じゃがだ。あ、なんなら今夜は、もっといいものを作ってやろうか？　ペスカトーレでもカルボナーラでも。シチューやリゾットという手もあるぞ。なにせ俺のレパートリーは、サクラちゃんの希望を叶かなえるために多た岐きにわたり──」

　ユーナは首を振ふる。

「にっくがいい！」

　ついにはテーブルに身を乗り出してきた。

　タクマは一いつ瞬しゆん、目を丸くする。それから──微ほほ笑えんで、頷く。

「そうか。なら、そうしよう」

　その夜は、ニトとギンジョーもタクマの料理の腕うでを見たいということで、わざわざプレハブを出て寮りようにやってきていた。タクマにとっては慣れない、とても賑にぎやかな夕食だった。

　……思えば、こんなに長く誰だれかと話せたのすら、生まれて初めてかもしれないな。
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　ヴァルハラの夜が来る。

　この世界に見える天体は、タクマの知る世界のそれとは少し違ちがっている。太陽と同じように、月も二つ浮うかんでおり、さらにその二つは日毎、放つ色を変えるため、様々な表情を見せる。特に今夜は月同士が近く、ともに紫むらさき色いろの光を淡あわく放っている──紫し苑おんの夜だ。

　半分より少し欠けた月の光を取り込んでいるのは、二階の大部屋。

　既すでに物置と化したスペースだが、部屋数が少ないため、そこを寝室として使って眠ねむるしかないという。

　中央に、ピリカとユーナが布団を並べている。

　ピリカはユーナを抱だき枕まくらにするように引っ付いて爆ばく睡すい──まぁ無理もない。戦乙女というのは一応、職業ということらしいし、異世界を行ったり来たり、苦労もあるのだろう。

　タクマは彼女たちとできるだけ距きよ離りを置いて、クローゼットの脇わきに隠れるように寝ね床どこを作り、横になりながら考えていた。

　……そう、なぜか同室だ。

　タクマは落ち着きなく、しばらくは布団を抱かかえてもぞもぞとしていたが、やがて真夜中頃ごろそっと上半身を起こすと、ふぅと息を吐はく。

「眠れやしねえ……」

　当たり前だ。なにかあったらサクラちゃんに申し訳が立たない。

　それに、聞こえてくるのだ。寝ね言ごとが。

「…………お兄ちゃん」

　ユーナは、うなされているようだった。布団を抱いて、小さくなりながら。

　タクマは彼女の寝ね顔がおを見つめ、眉まゆを下げる。

　嘆たん息そくしながら、衣きぬ擦ずれの音を出さないよう注意して、立ち上がった。

　部屋を出て、軋きしむ階段をできるだけそっと上り、とある窓の前に立つ。その窓から瓦かわら屋や根ねに出られるということは、昼間の内に調べて知っている。

　タクマは屋根に出て、寝っころがり、夜風に当たる。

　うん、まぁ部屋の中は少し暑いと思ってたし、ちょうどいいよ。

　屋根の上で身体からだを丸めながら、瞼まぶたを閉じ、朝を待つことにする。

　胸を押さえると、サクラちゃんとの思い出が、『チャリン』と冷たい音を立てた。




　　　　５




　翌朝。

　リビングでは今どき珍めずらしいブラウン管テレビが点けられており、そこからニュースが流れていた。人じん狼ろうが起こした連続暴行事件に始まり、巨きよ人じんの器物損そん壊かい、蜥蜴人リザードマンの海かい賊ぞく出現など、思っていたよりも穏おだやかでない報道が続くが──そんな中、明るい話題もある。

　なんでも九〇〇〇〇〇ＢＰ超ごえを達成し、一〇〇〇〇〇〇ＢＰに王手をかけた英えい雄ゆうが脚きやつ光こうを浴びているらしい。

「おほーっ！　アッシュさんがついにやりましたよ！　快挙ですよ！」

　目玉焼きとトーストの欠片かけらを頰ほおにつけたピリカが興奮の声を上げた。朝ご飯はもちろんタクマが早起きして作った。もちろんってなんだよ。いい奴やつすぎるだろ俺。

「急いだ方がいいわね。一〇〇〇〇〇〇ＢＰに到とう達たつした相手には対戦を申し込めなくなるのだけれど──逆に、もっとも多くのＢＰを持っている今こそ、奪うばうチャンスよ」

　まぁ、それはそうなんだろうが。

「でも、よくよく考えたら無理に拘こだわらなくてもいいんじゃねーの？　七星勇ってのは七人もいるんだろ。ここは他の英雄と同じように、リスクを避さけて着実に……」

「だめよ。私には時間がないの」

「時間？」

「ええ。だから、あなたにもできるだけ早く、この世界の戦い方を知ってもらわないと」

　……？

「俺と協力する気になったのか？」

「協力、と言うと癪しやくだけれどね。アッシュがああなってしまったというなら、状じよう況きようも状況だし──もともとあなたの力って、戦せん闘とうの素人しろうとであることを加味しても、利用価値は充じゆう分ぶんにありそうだったし」

「利用って……ひどい言いようだな、お前。人を何だと思ってやがる」

「駒こま」

「そこまで正直に言うなよ……人の気持ちってものを考えてください」

「勘かん違ちがいしないでよね。別に好すき嫌きらいで判断するほどあなたに興味はないのだから」

「ツンデレに見せかけて普通に本音だよね？　それ」

　ていうか、興味なしって言いながら、精神攻こう撃げきがエスカレートしてないか……？　昨日のあの食事を経たら、むしろ仲良くなってないとおかしいと思うんだけど。

「昨日のあの食事を経て、あなたが私の胃い袋ぶくろを摑つかんで手中に収めようとしている危険性を感じたわ」

「ねじ曲がりすぎだよ！　お前の警けい戒かい心は！」

　警戒心。価値観──こいつは、どうしてこうも刺とげ々とげしいのだろう？

　一方で、何の疑いもなくぺろりと朝食をたいらげたピリカがウィンクする──こっちはこっちで、警戒心がなさすぎだけどな。

「おっと、しかしタクマさん、ユーナさんの言うことも一理ありますよ？　まず対戦の基本を押さえていただくのがよいでしょう。次回以降は、きっと、もっと上手くルールを使いこなしてくる相手が現れるはずです。チームで戦うとなれば、なおさら──というか昨日のジューダスさんも、アッシュさんのレギオンですからね」

「え、そうなん？」

「はい。タクマさんがアッシュさんの視線を感じるとおっしゃっていたのも、ジューダスさんの敗北を知ったから、という意味合いがあるのかもしれませんね」

「それは、逆さか恨うらみという気もするけどな」

「ともかくよ」

　と、ユーナが真ま面じ目めな顔で、腰こしに手を当てる。

「──ヴァルハラでは、強い英雄たちほど能力とカードでコンボを決めてくる傾けい向こうにあるの。つまり、あなたが苦手そうな頭脳派の相手もいるから、注意しないといけないわ」

「それ、遠回しに馬ば鹿かって言われてる気分で癪しやくだぞ？」

「でも大だい丈じよう夫ぶよ」

「否定しろよ」

「ちゃんと、あなたが強くなるためのカリキュラムは考えてあるわ。私考案、新入りくん養成プログラム、その秘策が──これよ」

「む？　……お、おおッ!?　そ、それは、まさか──!!」

「そう。〈神の創生カード〉よ！」

　──別名、使いきりの奇き跡せき。

　以前、ジューダスが二六六振りもの武器を顕けん現げんしてみせた、あれと同種のカードだ。

「新入りがまず困こん惑わくする要素といえばこれ。ただし逆に、使いこなせれば一気に勝率を上げることも可能になる、スーパーアイテムよ」

「ゴクリ……そうだな。なにせ使えれば格好いいしな。必殺技っぽくて」

「ええ、だから教えてあげましょう、このカードの名は〈ひと夏のそよ風シルフイード・ブレス〉！　お茶の間に爽さわやかな風を運んでくれる、まさに神の奇跡なのよ！」

　…………。

　……………………。

「おい。なんだそのゴミみたいな効果は」

　要するに、扇せん風ぷう機きみたいな効果を一時的に得られるだけだという。

「あら？　もしかしてあなた、最初から便利気ままに強いカードを使えるとでも思っていたの？　そんなの無理に決まってるじゃない」

「なん、だと……？」

「あのね、そういうのは高級品なの。私たちみたいな弱小極貧レギオンには手が出せない代物なわけ。だから、とりあえず今は、物は慣れとも言うし、これを使ってみなさい」

　…………いや、まあ、やるにはやるけどよ。

　タクマはしぶしぶカードを受け取り、記き憶おくを頼たよりに唱えてみる。

「創生ジエネクト、〈ひと夏のそよ風シルフイード・ブレス〉──って、こんな感じでいいんだっけか？」

　途と端たんだ。

　──カードが光を発して消えたかと思いきや、風がビュオビュオと躍おどり出す。大自然の力は暴ぼう虐ぎやくの刃やいばと化し、タクマとユーナに襲おそいかかる！　一瞬にして、二人の衣服を切り刻み、粉こな微み塵じんに変えて……二人は要するに、裸になった。

「ふわあっ!?」ユーナが不意を突かれ、悲鳴を上げる。

「えっ、なっ、なになに！　俺知らねえよ!?　普ふ通つうに唱えたら、こんな風に──！」

　こんな風に、ユーナのただでさえ露ろ出しゆつ度どの高い服は、布きれとすら呼べない代物に早変わり！　タクマの制服もストリッパー的な仕様にメイクアップ！　……後者は誰へのサービスだよ。いらんだろ。

　そうなのだ。すっかり失念していたけれど、これはカードの欠けつ陥かんではなく。

　──タクマが、死線を呼び込むから。

　──神の奇跡すらも敵に回す力。

「っ～～～死になさい！　この変態！」

「俺のせいぃいいい!?」

　片かた腕うでで胸を隠かくしながら放たれたユーナの鉄てつ拳けんが、頰にめり込む。

　タクマの意識は断絶する。

　倒たおれるタクマに、ピリカが慌あわてて駆かけ寄よっていく。

　ユーナは全ぜん裸らで伏ふすタクマを見下ろしつつ、フンと鼻を鳴らし、ぽつりと呟つぶやいた。

「そう。やっぱりあなたも…………私と、同類なのね」




「やっぱりあなたなんかとは組めないわね」

「そっすね、ごめんなさい……」

　タクマは、超ちよう裁さい縫ほう技術で二人ぶんの服を縫ぬって（これもサクラちゃんのために身につけた特技だ）着直した。ユーナは憮ぶ然ぜんとした表情で、タクマの方を向いてくれない。

　ピリカが、優しく肩かたを叩たたいてくる。

「ま、まぁタクマさん、そう気を落とさずに。カードがなくても、対戦はできますから」

「そうは言ってもな……これは圧あつ倒とう的てきなハンデだろ」

　神の奇跡にも見放されてるとか、どこまで悲しいんだよ俺。

「いえいえ、大戦を勝ち上がる最善の方法は他にもありますよ。タクマさんには、もっと簡単なレベルの課題を授けましょう」

「課題？」
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　言うと、ピリカは、メモと少額のヴェムをタクマに渡わたしてきた。

「これは……お前、まさか、」

「はい。ヴァルハラを、見てきてください☆」

　メモには、食べ物や日用品が箇か条じよう書がきにされている。

　──要するに、おつかいだった。




　いいように買い出しを任されてしまったわけだが、別に文句はない。

　異世界の街に慣れておくのは事実、必要なことだろうからだ。

　ヴァルハラ公認交易区画、モルダット商店街。烏う合ごう寮りようから徒歩一〇分ほどで着くそこは、周辺でもっとも賑にぎわいのある青空市だ。ゴムシートの屋根を持つ衝つい立たて小屋のような店てん舗ぽが左右にズラリ向かい合う形で並び、いわく数キロメートルにも及およぶらしい。

　それぞれの店先には魚ぎよ介かい類るい、野菜、果物くだもの、肉など食品のほか、民族衣装、見たこともない機械のジャンク品なども陳ちん列れつされている。

「まあ買い物くらい全然いいんだけどな。でもなんで、お前がついてくるんだ？」

「知らないわよ。私の方が訊ききたいくらいだわ」

　隣となりに並んだユーナが不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。

　二人の眼前には、手帳サイズほどのウィンドウがポップアップしている。

　そこには【Pilica Connecting】の文字と、ピリカの顔がある。

〈全知の眼ハイム・システム〉のオンラインネットワークを駆く使しした、テレビ電話のようなものだ。

『ユーナさんにはわたしの代わりに、タクマさんの案内役をお願いします。ヴァルハラを見て回るついでに、お二人の仲も進展すれば最高ですしね！』

　仲ね……確かに、カードが使えない以上、次に頼れるのは、仲間からの助言や協力ということになる。原点に返ってきたわけだ。

　しかし、タクマはこれまで、あまりにも人と関わる機会が少なかった。

　上手くやれるだろうか？　かなり心配だ。

「仕方ないわね。不安だけれど、なんとか上手く調教するわ」

　かなり心配だっ！

『タクマさん、くれぐれも問題だけは起こさないようにお願いしますね？』

「ん？」

『街では、色々と納得のいかない場面にも遭そう遇ぐうするでしょうけれど──たとえ弱い者いじめをしている方を見かけても、熱くならないように。いいですね？』

　念を押してくるピリカに、タクマはひらひらと手を振ふる。

「？　ああ、わかったわかった。そういうことなら心配するな。俺だって別に、戦うのが好きなわけじゃないからな」

　もちろん弱い者いじめは放っておけないが、すぐに手を出す理由もない。ましてや〈神の創生ジエネシスカード〉を使えないと知った今、不用意に危険は冒おかせまい。

　おつかいね。いいじゃないか。少なくとも戦せん闘とうだのなんだのより、平和で遥はるかにいい。

「いわゆる日常系アニメのノリだろ。そういうの、大好きだぜ？　俺」




　　　　６




　ピリカとの通信を切って見み渡わたすと、とはいえ、そこは異世界の日常だ。街一番の商店街だけあって人ごみが激しく、半馬人ケンタウロスやら象の亜人やらが平然と闊かつ歩ぽしている。

　その様を、ぽけーっと眺ながめながら歩いていると、ユーナが後ろから声をかけてくる。

「ねえ、新入りくん」

「なんだ？」

「ちょっと、歩くの、速いのだけれど」

「ん？　あ、悪い。こういうの慣れてなくて」

　日常系が好き、と言ってはみたものの、タクマには圧倒的に経験が足りなかった。

　ただ普通に、並んで歩く。

　それすらも、タクマには困難なことだった。

「私もよ。旧世界では、孤こ独どくの運命を背負っていたからね」

「それ、格好よく言ってるけど、ただのぼっちってことじゃねーか？」

「ぼっちとは？」

「あ、いや、なんでもないです。つーかそんな気軽に銃じゆうを向けないで。怖こわいから」

　こいつ、知りもしないのに語感だけで悟さとりやがったな……恐おそろしい奴やつだ。

「ねえ、新入りくん」ユーナはタクマに向けていた銃を仕し舞まい、繰くり返かえす。

「だからなんだよ。つーか──昨日から思ってたけどな、その新入りってのやめないか？　俺には一応、タクマって名前があるんですけど」

「ねえ新入りくん、前からずっと訊きたかったのだけれど」

　はあ、とタクマは肩を落とす。「なんだよ……」

「あなたは昨日、世界の運命でそういう力を得たって言っていたわよね？　いつから、戦えるくらいの力を持ったの？」

「いつから？　そりゃまあ、一一、二歳の頃ころには、どんな大人にも負けなかったな」

「恋れん愛あいごときにうつつを抜ぬかしていたのも、その頃？」

「ごときって……うん、そうだけど」

「羨うらやましい限りね」

　タクマは苦笑する。

　──羨ましい、か。

　そういう言われ方は、あんま好きじゃないけれど、でもまあ、そうなのだろう。

　ユーナのような、戦闘を生活の一部として生きてきた異世界の人間からすると、強さというのはそれだけで単純に、羨せん望ぼうの対象になり得るのかもしれない。よく知らんが。

「ええ、本当に……羨ましいと思うわ」

　ただ──そういう単純な理由以上に、ユーナには何か、鬼き気き迫せまる動機を感じていた。

　二人が真っ先に向かったのは、八百屋だ。

　昔ながらの、段ボールにマジックで値段が書いてあるような個人店。店主のおじさんも、白いＴシャツに腹巻の、いかにもといった風情の人である。

　そこにプラチナブロンド蒼眼のユーナが立っている絵面は、なんかシュールだ。

「じゃが芋いもが一本一〇八ヴェム？　高いわね」

「いやいや、お嬢じようちゃん。このへんでは、むしろ少し安いくらいのお値段だよ？」

「ふん、別にあなたの意見など訊いてはいないわ。身の程をわきまえなさい」

　いや！　お前だよお前！　なんでケンカ腰ごしなんだよ!?

「──私だって、こんなことを言いたくはないわ。けれど、この値段では美お味いしいにっくをみんなに作れなくなるじゃない。どうしてくれるのよ、もう」

　しかもそんな理由かよ。昨日の今日で分かりやすすぎるだろ、こいつ。

「てかユーナ、お前、料理を作る気になったんだ？　偉えらいところもあるんだな」

「は？　なんでそうなるのよ。あなたが作るにきまっているじゃない」

「あ、うん、ですよね」

　…………。

　ん？　今の、怒おこってもいいところだった？

「さあ八百屋の主人、あと五〇ヴェム、いえ三〇ヴェムでいいから安くしてみなさい」

　おじさんはすっかり苦笑していた。さすがに失礼すぎるので、助け船を出す。

「お、おいユーナ。お前、あんまりおじさんを困らせるな。たかが芋一本だろ」

「あら、新入りくん。あなた愚おろかなの？　勘かん違ちがいも甚はなはだしいわね。一本じゃなく四本よ。今夜のじゃがあは、みんなのほっぺたが落ちるような最高のにっくにするのだから」

「俺がな？」

「そう。あなたが」

「っ………………」

　う、うむ。どうやら立場はわきまえているらしいんだが、なら一人一本の計算で俺の分をしれっと忘れるのはやめろよ。マジで悲しくなるから。

「なっはっは、あんたたち、もしかしてお金の心配をしてるのかい？」

　と、ユーナが店主とやりあっているところへ、店の奥から人のよさそうな笑顔を浮うかべたおばちゃんが現れた。

　小こ柄がらで豊満な、頭にはウサ耳が生えた種族だ。でも萌もえない。

「──ははっ、いいよいいよ！　あんたたちピリカちゃんとこの英えい雄ゆうさんだろ？　あの子には色々と世話になってるからね。今日のところはサービスしとくよ！」

　おばちゃんが耳をピョコピョコ揺ゆらしながら言うと、ユーナは珍めずらしく純じゆん朴ぼくな、はにかんだ笑顔になる。

「え、本当？　助かるわ！　ありがとう！」

　コロッと態度変えたー!?

「くっ、ユーナ！　その笑顔を俺に向けてもいいんだぞ!?　料理は俺が作るんだぞ!?」

「ありがとうおばさま！」

「ありがとうおばさま!!」

　涙なみだながらにタクマも続いた。こいつ、無視しやがった！　もう帰りたい！

　おじさんとおばさんに手を振られながら、二人は八百屋を後にする。

　タクマは大きな芋の入った袋ふくろを肩かたにかけ直しながら（当然のように、荷物持ちはタクマの仕事だった）、ユーナに尋たずねる。

「しかし、それはそれとして、ちょっと感心したな。確かユーナって、ヴァルハラに来てから、まだひと月も経ってないんだろ？　そのわりに、ずいぶんとヴァルハラでの生活に慣なれてるじゃないか」

「そうかしら？　まあ、お金のことはピリカには任せていられないからね」

「ん？　ああ──確かにあいつは、家事全ぜん般ぱんが得意そうではないけど」

「見た目通りの子供だから仕方ないわ。それに──私たちが貧びん乏ぼうなのはニトちゃんやギンジョーの生活費を、私が対戦で勝ったぶんとピリカの固定給で賄まかなっているせいというのもあるのだけれど」

「完全にヒモじゃねーか」

　あとあれな。こいつ、あの二人のことはちゃんと名前で呼ぶのな。別にいいけどさ。

「けれどピリカはそのやり方でも満足みたいよ。私もＢＰを稼かせぐ目的は、お金じゃないから、問題ないしね」

　目的？

「……ああ、願いか」

「そう。私は願いを叶かなえたい。それがすべて」

　うん。タクマも、これには完全に同意だった。でも。じゃあ──

「そういうお前の願いは、何なんだ？」

「……っ」

　タクマの質問に、ユーナは一いつ瞬しゆん固まった。

「そ、それは……教えるわけないじゃない。プライベートなことだもの」

「ほう？」ユーナはあからさまに話題を変えたがっているようだ。

「あ、そうそう、あとね、ピリカに任せてられないのは、あの子がいろんな人の世話を焼いちゃうタイプだから、というのもあるわ──忙いそがしいのよね。おばちゃんも言っていたとおり、特に亜人たちに対してはそうみたいだから」

「亜人、か……確かに、あのおばちゃんは、いい人っぽかったしな」

「ええ。でも、それだけじゃない。この世界では亜人をよくない目で見る人も少なくなくて、苦労しているみたいなの。一部の人たちは、亜人を化物と呼んでいるようだし」

「え？」

　──化物。

　──ふいに、その言葉が出てきて、タクマは思わず唾つばを吞のんだ。

「もちろん理由があってね、彼らは感情の昂たかぶりによって力が暴走しやすい──というか感情と力が直結していると言うべきかしら。だから、感情を抑おさえきれないと、大きな事件や事故を起こすの──今朝ニュースでやっていた事件も、おそらくはそう」

　そういえば、人じん狼ろうの伝承が生まれた理由について、似た話を聞いたことがあるな。

　バイオタイド理論だっけか？　満月の夜は人の精神が不安定になり犯罪件数が増える、というオカルトな考え方があって、昔の人も、そういうイメージで話を作ったとか。

「けど……だからって、亜人を一まとめに責めるのは、この場合はまちがってるよな」

「まちがい？」

「だって、この世界の亜人は『キレると手に負えない』というだけで、『すぐにキレて事件を起こす』のとは違ちがうんだろ？　格かく闘とう技ぎ選手はみんな不良、みたいな勝手なイメージでしかないというか」

　そこをはき違えてはいけない。

「ああ。それはまあ、そうね。けれど人は結構イメージで判断するから。派手な事件の犯人が亜人だと、やっぱり亜人イコール犯罪者として認識してしまうんじゃないかしら」

「…………」悲しい話だった。

「そして、ピリカが連れてくる英雄──つまり私たちも、そういう意味では、力を御ぎよしきれていないという危険性では、亜人に近いのよね」

　ユーナは周囲の喧けん騒そうに目をやる。遠い、物思いにふけるような目だった。

「──たとえば、ニトちゃんは人見知りで、極度の緊きん張ちよう状態をトリガーに力が暴走してしまう。だから、外を出歩けない。ギンジョーも同じく、アルコールには強いけれど人ごみに酔ようと暴走しちゃうから、やっぱり外を出歩けない」

「やっぱりダメ人間じゃねーか」

「でも──あなたもそうなのでしょう？」

「っ…………」

　ああ──そうだったな。危うく忘れるところだった。

　むしろ社会不適合者という点では、タクマこそ極きよく致ちと言っていい。その力は、どうしても制せい御ぎよできず、どうしようもなく他人を危険に巻き込むのだから。

　──死線を呼ぶ、化物なのだから。

「私にもね、そういう種類の呪のろいがあるのよ」

　呪い、という言い方を、彼女はした。嚙みしめるような表情で。

「だから私たちは、英雄としては偽にせ物もの……間ま違ちがって連れてこられた英雄という意味を込めて、この世界の英雄や戦乙女たちから、こう呼ばれるの」

　声のトーンが少し落ちる。

「──堕落者スターダスト、と」




　二人で店をいくつか回り、買い物リストのチェックも、残り一つまできた。

　最後の品は〈神の創生ジエネシスカード〉だ。タクマには使いこなせないが、なにもカードは戦せん闘とう用のものだけではない。今朝見たような、生活用品に近い商品を買っておきたいらしい。

「このあたりに、あるはずなのだけれど。カードショップ」

　そうしてユーナを先頭に、商店街をきょろきょろと見回しながら歩いているときだった。

　通りの人だかりが、一際混雑している区画を見つけた。

　ざわざわと、不ふ穏おんなどよめきに満ちている。

　タクマたちが足を止めると、微かすかにだが人だかりの奥から甲かん高だかい声が聞こえた気がした。

「……ん、女の人の声か？　いや、これは……」

「子供の──悲鳴？」

　途と端たん、ユーナの顔色が急変した。同時に彼女は駆かけ出だしている。

「んお!?　あっ、おいユーナ！　待てよ、急にどうしたんだよ!?」

　タクマには、わけがわからない。

　──おいおい、問題ごとには首を突つっ込こむなとピリカに言われたはずだぞ？

　しかし、さすがに放ってはおけない。彼女を追う形で、雑ざつ踏とうの中に身を滑すべり込ませる。
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　タクマとユーナは人ごみをかき分け、騒さわぎの中心に駆けつけた。

　そこは噴ふん水すいがある円形の広場だった。

　青年と少女、そして一人の幼女がいる。幼女はネコ耳で、まだ小学校高学年くらいだ。

　──亜人。一目でわかった。

　亜人のネコ耳幼女は両手で、バインダーのようなものを大事そうに抱かかえている。

「ごっ、ごめんなさい……これはお客さんの個人情報なので、お見せするわけには……」

　怯おびえる幼女を見下ろして、金ピカのローブを纏まとった、眼鏡めがねの青年が言う。

「ごめんなさい？　いけませんねえ、いけませんよ、キキさん。キミのような化物が、私たちに刃は向かうなんて。身の程を知らなきゃ」

　──化物。

　タクマの心臓が、どくん、と跳ねる。

　セーラー服を着た、女子高生風の少女が笑う。

「キャハハ、そうだよー。ちょろっと、ここ数日のデータを見せてほしいって言ってるだけじゃーん？　なにも痛い目にあってまで守るものでもないしさ、ねえ？」

「でもっ、ごめんなさい……これをあげちゃうと、お店の信用が……」

　キキ、と呼ばれた幼女はエプロンを着ている。そこには『カードショップ　猫ねこの運返し』と、丸文字のロゴがある。

「……よりによって、ね」ユーナが嘆たん息そくした。

　タクマはギャラリーたちを見み渡わたす。誰だれも、あの少女を助けようとはしない。

『街では、色々と納得のいかない場面にも遭そう遇ぐうするでしょうけれど──』

「おいユーナ……ピリカが言ってたのって」

「そうよ。亜人は、ただそれだけで忌き避ひの目で見られている──特に、この区画で、あの男が関わっているなら、誰も助けようなんて考えないはずだわ」

「あの男？」

「あそこにいる、眼鏡の男よ──〈金環の定理ゴールデン・グラム〉のハインツ。この商店街は、あの男が管理マネジメントする巨きよ大だいな商業区画の一部なの。彼が持ち込んだ経済思想のおかげで、ヴァルハラの文化は確実に一歩、前進したと言われているし、雇こ用ようも増えた……ただ彼は、極度の『人間至上主義』だから、亜人たちに対しては酷ひどい対応だと、聞いたことがあるわ」

　タクマは青年の方へ視線を向ける。

　できればキキが自力で助かってくれればいいと思うが、それは不可能だろう。

　床ゆかに座り込んだキキの足は、石化している。石いし畳だたみが粘ねん土どのように彼女の足首、膝ひざ、太ふと腿ももに纏まとわりつき、覆おおってしまっているのだ。あれでは逃にげることはおろか、まともに会話をすることすら恐おそろしいはずだ。

　能力スキル。

　おそらく──ハインツの力だ。

「お店の信用、ですか。そんなもの最初からないでしょう。キミのような亜人の店には」

「そ、それは……」

「ここ数日で、アッシュが武器のカードを新調したのは調査済みなのですよ。私たちは、それの効果を知っておきたいだけなのです」

　アッシュ？　と、タクマはユーナの方を見る。

「……余計に、放っておけないわね」

　既すでにアッシュは一〇〇〇〇〇〇ＢＰに王手とされている──もしもハインツが戦うつもりなら、アッシュが勝てば殿でん堂どう入りしてしまい、ユーナたちは戦えなくなる。負けても、アッシュのＢＰが減るので旨うまみが減ってしまう。

　あっ、とタクマが気づいたときには。

　ユーナはカツカツとヒールを鳴らし、二人組の前に、キキを守るように躍おどり出でていた。




「ずいぶんと卑ひ劣れつな方法を取っているわね、ハインツ」




　突とつ然ぜんの乱入に、周囲のギャラリーの目が集中した。

　キキも同様だ。まさか助けが来るなんて思っていなかったようだ。

　しかし、ハインツと呼ばれた青年はユーナを見み据すえ、静かに頰ほおを緩ゆるめる。

「ああ、誰かと思えばキミですか……〈断罪魔ま女じよ〉のユーナさん」

「あら、私みたいな最底辺レギオンの新入りを知っているの？　意外ね」

「いえいえ、確かに《零落の王》は落ちこぼれですけれどね……キミは参戦から一か月間、ただ一戦を除けば無敗。所有ＢＰ二〇三〇〇〇の大型ルーキー。そこそこ有名ですよ。むしろ──それを言うならキミこそ、私を知っているとは勉強熱心じゃないですか」

　ハインツの薄ら笑いに、ユーナは肩かたをすくめる。

「ふん、それは皮肉のつもりかしら？　知らない方がおかしいわ。所有ＢＰ六九八〇〇〇。自身が挑いどまれた試合では、これまで完全無敗の次期七星勇候補ポスト・グランシヤリオ」

　ん？　……おいおい、とタクマは苦笑する。

　ユーナがそんなに有名だったのにも驚おどろきだが、なに？　目の前の、この男、

　ＢＰ六九八〇〇〇？

　次期七星勇候補ポスト・グランシヤリオ？

　完全無敗？

　そんなのに挑む奴やつ、完全に馬ば鹿かだろ……。

「はは、そんなに褒ほめられると照れますね。それで？　キミは、そこまで知った上で──私に試合を申し込むつもりですか」

「当然」

「うおおおおおい!?　ユーナさん!?　お前、何言ってんの!?」

　タクマは思わずギャラリーから飛び出した。ユーナの横に並ぶ。

　既にユーナの白い拳銃が、ハインツの額に照準していた。

「もちろん、充分に理解しているわ。まともな思考であれば、ただでさえ格上。けれど私はね──子供に手を出す奴が許せないの」

「こ……子供？」

「それに時間がない。確かにリスキーだけれど、ここで勝てば、一気に願いに近づける」

　ハインツが笑いながら、首を振ふる。

「願い？　はは、無理ですよ。キミがどんな思いでこの世界に来ているかは知りませんが、それを叶かなえられるのは一ひと握にぎりです。私ですら、この位置に来るまで半年もかかった。キミもなかなかやるようですが──知っていますよ？　キミは能力に呪いを背負っている」

「っ！　……どうして、それを！」

　──ああ、そういえば言ってたな。呪い。

　他の英えい雄ゆうたちと違ちがって、不完全な、まちがった力。

「どうしてって、単純ですよ。金です」

「……お金？」

「そう、金。資金力。もっと言うなれば情報力。このヴァルハラでは、あらゆるものが金銭的価値を持つのです。たとえば英雄の情報だって、そうですよ」

「っ……！」

　そう、それはきっと、この戦場において他のどんなものよりも価値を持ち得る。

　──ただし、最底辺の落ちこぼれレギオン、極貧のタクマたちには縁えんのない話だが。

「冷静になることですね。ただでさえ積み上げてきた実績が違いすぎる。そこに、弱みを知られる痛手です……もうおわかりでしょう？　キミのような堕落者スターダストなんかには、運命など絶対に変えられ──」

　と、ハインツが言い切る直前だった。

　銃じゆう声せい。

　──ユーナが躊躇いなく、引き金を引いていた。

「私の行動をあなたが決めないで。私は私の好きなようにする」

　びびった。正直、ちびりそうだった。

　もちろんユーナが撃うったことにも驚いたのだが、それよりも。

　ユーナの言葉は──いつかサクラちゃんが言った台詞せりふ、ほぼそのままだったのだ。

『私の行動を君が決めないで。私は私の好きなようにする──ほら、かかってきなよ？　先に一いち撃げきを入れた方が勝ちでいいからさ』

　タクマは目を見開き、それから思わず「ふっ」と笑って、頭を搔かく。

「ったく……撃っちまったんなら、しょうがねえな」

　まあピリカに忠告されていたのは、俺だけだし。俺はそれを破ってないし。

　完全無敗の次期七星勇候補ポスト・グランシヤリオとやらに挑むのは馬鹿げている気もするが──そもそも馬鹿じゃなけりゃ、こんな危険な世界に、のこのことやってきてはいないのだ。

　タクマが視線を向けると、ハインツは自らの顔を石化させ、銃じゆう弾だんを食い止めていた。

　パキ、パキ、と石の破片を溢こぼしながら、青年は唇の端を吊り上げる。

「よろしい。ならばその願い……搾しぼり取ってあげましょう」
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「は～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」

　烏う合ごう寮りようのリビングだ。ピリカが盛大に、ため息を吐ついている。

「ただ買い出しをお願いしただけなのに、どうしてこんな流れになっちゃうんですか!?　おかしくないですか!?」

　ピリカはボロ椅い子すに座り、ユーナとタクマは正座で説教をくらっていた。

　──あのあと、すぐバトルに発展したわけではない。

　ハインツが所属するレギオン《楼閣の賢者ブリリアント・ブレイン》の戦乙女が現れ、タクマたちに、この寮まで案内するよう言ってきたのだ。タクマたちは、ピリカへの報告ついでに、それに従った。

　すると、その戦乙女はピリカに事情を説明するなり、こう切り出した。

『被ひ挑ちよう戦せん者である我々が、日時・場所・試合形式すべてを決めますが、よろしいですね？』

　…………そうなのだ。

　試合の申しん請せいは挑戦者側がタイミングを選べる代わり、被挑戦者側は、受けた瞬しゆん間かんから七日以内の自由な日時、場所、試合形式でスケジュールを組める──そういうルール。

　さらに先に聞いた通り、圧あつ倒とう的てきな実力差で勝った者は、それだけ多くのＢＰを奪うばえる。

　ハインツは、既にユーナの呪のろいを知っている、と言っていた。

　現在、ユーナのＢＰは二〇三〇〇〇。

　ハインツのＢＰは六九八〇〇〇。

　合わせると、九〇一〇〇〇。

　それだけあれば、もはやハインツは一いつ攫かく千せん金きんを夢見てアッシュに挑む必要がなくなる。

　つまり、むしろハインツにとってこそ、今回の試合は好機だった。

　それを知った上での、安い挑発だったのだ。




「は～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」

　頭を抱かかえるピリカに、タクマは笑いかける。

「ま、まあいいんじゃね？　あいつら、アッシュに挑むつもりだったんだろ。それを阻そ止しすることにもなるし、勝てばＢＰを奪えるし、一石二鳥ってやつなんじゃないか？」

　よく知らないけどな。てへぺろ。

「ええ、ええ、確かにその通りですけどもね。でも、よりによってあの強きよう豪ごう、《楼閣の賢者ブリリアント・ブレイン》に挑むなんて時じ期き尚しよう早そうにもほどがありますっ！　……ユーナさん！　ユーナさんには確かに忠告はさせていただいてませんでしたが……でも、いくら功を急いでいるとはいえ、いつも冷静に事を運んでいたユーナさんが──」

「…………」ピリカの言葉に、ユーナは、ただただ唇くちびるを尖とがらせている。

「なにか、他に理由があったのですか？　差し支えなければ、教えてください」

「子供が──」

「子供？」

「そう。子供は、助けないといけないと思ったから」

「………………？」

　ユーナがそこまで拘こだわる理由は、タクマにもわからない。

　もちろん、子供を苛いじめる大人という図は気持ちのいい物ではない。が、ユーナには、そういう一いつ般ぱん論以上に、なんらかの拘り──信念があるように見えたのだ。

　信念。誓ちかい──ルール。

　しかし、ユーナはそれ以上を、語らない。

　ピリカは頰を膨ふくらませながら腕うでを組み、気持ちを切きり替かえるかのように唸うなる。

「ん～～っ、もう、仕方ないですねお二人とも！　結果は結果ですし、こうなっちゃった以上、腹をくくって、やるしかないですからねっ!?」

「「やるって？」」

　二人が尋たずねると、ピリカが椅子から勢いよく立ちあがる。

「レギオン戦の準備に、取りかかりますっ！」
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　レギオン戦。別名──チーム戦。

　ヴァルハラでは個々の能力よりもチームワークが重要視されているため、レギオン戦で勝った英雄たちが得られるＢＰは、個人戦に対し、二倍～五倍と言われる。



【レギオン戦No.218,044】

　参加レギオン：《零落の王ギルガミス》vs《楼閣の賢者ブリリアント・ブレイン》

　参加選手：〈死線の化物〉タクマ、〈断罪魔女〉ユーナ

　　　　　　vs〈金環の定理ゴールデン・グラム〉ハインツ、〈Gravity=0〉キョウコ

　開始日時：白鯨の月、七日、二一時〇〇分

　会場：ヴァルハラ衛星一〇三七番・ハイペリオンの塔とう

　試合形式：〈Treasureトレジヤー〉

　勝利条件：対戦相手全員の肉体的または精神的戦せん闘とう不能

　　　　　　または、規定アイテムの獲かく得とく



《楼閣の賢者》から提示された日時は、当日の夜だった。こちらに準備の隙すきを与あたえないためだろう。タクマたちは示されたルールをもとに、さっそく作戦会議を行う。

「〈Treasure〉ってのは？」

「〈Basic〉と同じくらいポピュラーな初心者用の試合形式ですね。〈Basic〉をただのバトルとするなら、〈Treasure〉はレース──ゴールに置かれた『規定アイテム』を先に手に入れた方が勝者となります。賭かけバトルによく使われる形式で、アイテムは試合終しゆう了りよう後も勝ったレギオンの所有物として扱あつかわれる場合が多いです」

「なるほど……にしても、相手から奪えるＢＰが個人戦の二倍～五倍ってのは──マジで全額をぶんどるつもりで来てるんだな、あいつらは」

　概がい要ようを見ながら、ジューダスとの個人戦で一〇〇〇〇〇ＢＰを獲得したことを思い出していたタクマに、ピリカが答える。

「レギオン戦ですからね。ただし、だからこそ勝ち目はありますよ」

「ほう？」

「タクマさんですよ、鍵かぎとなるのは。相手は確かに情報通ですが、さすがに前回のジューダス戦──一秒にも満たない、何が起きたのかを誰だれも理解できていなかったような、あの試合の結果をもとに対策を無理やり絞しぼり出だそうとするほど、暇ひまでも愚おろかでもないでしょう──つまりハインツさんたちの脳内は、ユーナさん対策でいっぱいのはずなのです」

「………………」

「そんな彼らに目に物見せるのは、タクマさんしかいませんよ！」

　微笑み、タクマを鼓こ舞ぶするピリカの様子は、どこかいつもよりも頼たよりがいがあるように見えた。さすがに戦乙女、英雄を導くのが本職なだけあるということだろうか。

　ピリカの指示をもとにタクマとユーナはおおざっぱな戦術を決め、最終確認を済ませた。

　その頃ころには、すっかり日が落ち、ヴァルハラの夜がまたやってくる。月は昨晩までよりもその距きよ離りを縮め、互たがいに息を合わせて紅色の光をぼんやりと放っている──紅くれないの夜だ。

　タクマのウィンドウには、開始時刻までの残り時間が示されている。

　試合まではあと三〇分ほど。あまり余よ裕ゆうはない。

　ユーナが、トイレに行くと言ったきり、なかなか戻もどってこない。

　タクマは気にかかり、彼女を捜さがしに席を立つ。




　ユーナはひとり、寮の屋根の上に座っていた。タクマが昨日、眠ねむった場所だ。

　タクマは彼女を見つけると、足を滑すべらせないよう気を配り、屋根へと身を乗り出す。

「よう。なにしてんだ？」

　質問に、ユーナは体操座りのまま、顔だけをこちらに向けて答える。

「ああ、新入りくん。別に……ただ、なんとなく時間を潰つぶしていただけよ」

「横、いいか？」

「好きにしたら」

　短い返事をして、ユーナは再び、空へと視線を戻した。

　タクマはユーナと身体からだひとつぶん離はなした位置に座り、同じように空を見上げる。

　上じよう弦げんとなった二つの月は惹ひかれあうように、日に日にその距離を狭せばめている。

　異世界の光景。

「変だよな、ここの空……月が二つって」

「ええ。普ふ通つうじゃないわね」

　その点では、タクマとユーナの世界は共通らしい。

「さすがに神の世界だけあるっつーか、ヴァルハラは変というか──神秘的だよな」

　神の世界だけに。

「神秘的……ね」

「ん？」

　紅い月明かりに照らされたユーナが、こちらを見ずに呟つぶやく。

「私の世界では逆。月は、神ではなく──魔まの象しよう徴ちようだったわ」

「魔……？」

「そう、悪あく魔まの」

　タクマは、ふと思い出す。そういえば、ユーナが一番初めに、名乗ったときの言葉。

　──『祓魔法エクソシズム世界』出身。

　──対悪魔専門の賞金稼かせぎ。

　ユーナは滔とう々とうと語る。伝承を読み上げるかのように。月にでも──憑つかれたみたいに。

「悪魔──それは人を殺すもの。いとも簡単に、それが使命であるかのように殺めるもの。人々は常にその恐きよう怖ふから逃にげ、どうすれば生き残れるかを考え続けていた」

「…………それが、お前の世界か」

　初めて話してくれた。でも、タクマには想像もできない場所だった。そりゃそうだ。

　二人の世界は、やっぱり文字通り──世界が違ちがうのだから。

「とはいえ悪魔というのは、それ自体が恐おそろしいのではないのだけれどね」

「ん、いや、人を殺すんだろ？　充じゆう分ぶん以上に怖こわいと思うけどな……」

「いえ、違うの。大たい抵ていの悪魔なんて、見合った祓魔師エクソシストがいれば無力化できるのよ。だから恐れることはない。むしろ人は、恐れを恐れなければならない──悪魔に恐怖した人間がひとりでもいると、そこからみんなおかしくなり始めるから」

　おかしく？

「その拡大する、恐怖という感情こそが、本物の悪魔なの」

　恐怖という名の──人の心を殺す魔なのだと、彼女は言った。

　そして、それはまさに、このとき彼女自身に魔が差していたから、だろうか？

　ユーナは紅い月を寂さびしそうにじっと見つめ、タクマに尋ねたのだった。

「あなたの世界では、生きたまま火ひ炙あぶりにされることって、ある？」

「っ…………、な」

　突とつ然ぜんの言葉に、タクマはたじろぐ。

「──いや、お前の世界では、あるのか……？　悪魔に？」

「いえ、それをするのは人間だけれど」

「…………どうして」

「そういう取り決めを──作ってしまったから。恐怖に負けてね」

　贄にえ。

　儀ぎ式しきや願がん掛かけによって恐怖を和らげようという風習は、タクマの世界でも珍めずらしくない。

　ユーナもそれに選ばれたのだという──悪魔に身を捧ささげるよう強要されたのだという。

「みんなよ。笑い合い、泣き合った友達ですら、恐怖に支配されると、命を捧げろと声を荒あららげるの。目を血走らせ、贄となった子供を集団で羽は交がい締じめにし、祭さい壇だんに縛しばり付ける」

　ユーナの口調は淡たん々たんとしていたが、タクマの目の裏にははっきりと、幼いユーナが[image: もがく]もがきながら、泣きながら、虐しいたげられる光景が浮うかび上がっていた。

　──悪魔に対する恐怖も怨えん嗟さも、ユーナ一人にぶつけて。

　──幼く弱い少女を、悪魔のように扱うことで安息を得て。

　そうしてなんとか、彼らは、心を保っていたのだろう。

「……それで、お前はどうしたんだよ」

「どうもしなかったわ。正しくは、何もできなかったと言うべきだけれど……私も当時は、今みたいに力を備えていなかったから。でも、変に思わないでほしいのだけれど、誰も悪くないのよ」

「誰も？　いや、それは……」どうだろう。よくも、そんな風に言えるな。

「悪いとするなら、運命が悪い。世界が悪い──そうしないと壊こわれてしまうような悪魔なんてルールを作り出した、世界がね。そう思って私は、世界を嫌って、生きてきた」

「……………………」

　ああ、とタクマは苦笑する。

　ある意味では、同じなのだ。

　タクマだってずっと、世界が憎にくい、運命が恨めしい、と思って生きてきた。

　ただ少し、レベルが違う。次元が違う。世界が違う。

　ユーナと初めてあったとき、タクマは自分を『悲しい運命を背負った』などと冗じよう談だん半分に自己紹しよう介かいしたが、なるほど、あれはとんだ道化だった。こんな話を聞かされたらな。

「ただね、そんな中、あの人だけは私を守ろうとしてくれた」

「……あの人？」

　ユーナの蒼あおい瞳ひとみが、わずかに揺ゆらぐ。

「彼だけは恐怖に憑つかれなかった。それが私には嬉うれしかった。せめてもの救いだった。でも、だからこそ彼は………………私の兄は、命を落とした」

　──お兄ちゃん、と。ユーナが子供のようにうなされていた理由が、今わかる。

　ユーナは話してくれた。

　ユーナの唯ゆい一いつの家族であった兄は、愛する妹を助けようと、街の決定に抵てい抗こうしたらしい。

　しかし、決定を覆くつがえすことはできなかった。

　そこで兄は、間違った行動を取ってしまう。

　儀式によって、悪魔を呼びだしたのだ。

　神が願いを叶かなえるように悪魔も人の願いを叶える。ただし、それは必ず不幸な形として。

　そんな悪魔に、力のない兄は最後の希望を託たくし、「妹を助けてくれ」と祈いのった。

　悪魔は頷うなずき、結果、その街の住人を皆殺しにした。ユーナを除いてだ。

　さらに願いを叶える代だい償しようとして、兄も殺されて。

　こうして兄の願いどおり、ユーナを襲おそう者はいなくなった──誰も。一人も。

　その後、拠より所どころのなくなったユーナは、仇きゆう敵てきである悪魔を見つけだし、殺したが……

「けれど当然、そんなことをしても兄は戻ってこないわ。このまま私も命を終えようかと、そう考えていたときだったの……ピリカが、私の前に、現れたのは」

　天使は、彼女に道を、示したのだ。

　ユーナの綺き麗れいな横顔が、紅い月を見上げている。

「──私は絶対に勝って、兄を取り戻す」

　力強い、言葉だった。

「…………」

　このとき、タクマは微かすかにだが、やっと理解した。

　これがユーナの願い。そして幼い子を助ける理由だ。

　──きっとユーナは、過去の自分を、子供に重ねているのだろう。

　だから、それはたとえば、運命への抵抗として。

　だから、それはたとえば、兄への贖しよく罪ざいとして。

　助ける。

　──世界にはルールがある。単なる高校生のタクマでも知っている、簡単なルールが。

　それは、失った命を蘇よみがえらせるなんて行為は本来、絶対に許されない禁忌ということ。

　　これはきっと、いくらファンタジックな世界でも同じだろう。なぜなら、そこは異世界ではあってもフィクションではないのだから──ゲームみたいに、軽々しくはないのだから。

　けれど、それでも彼女は、きっと理解した上で運命に背こうとしている。

　だからこそ、なのだろうと思う。




〈断罪魔ま女じよ〉

　彼女が本当に罰ばつを与あたえたいのは、自分自身か。




「……なんで、俺に話した？」

　ユーナは、僅わずかな時間、虚こ空くうを見つめてから、答える。

「そうね。あなたが、あのネコ耳の女の子を助けるのに協力してくれたから、と言い切りたいのだけれど……本当は、もっと格好悪い理由なの。怖いのよ」

「怖い？」

「ええ。勢いづいてハインツに試合を申し込んだのはいいけれど、もしも最悪、負けてしまったら、このまま私はあの一人ぼっちの世界に戻もどらなくちゃいけない──それが怖くて、恐ろしくて、だからせめて、誰だれかにこの思いを……子供みたいな愚ぐ痴ちを、聞いてほしかったというのが本音」

　──恐怖という、悪魔。

　──恐怖に支配された少女は、すっ、と立ち上がる。

「ごめんなさい。こんなの、あなたには関係ない事情なのにね。忘れてくれて構わないわ」

「……いや、忘れるなんて」

「でも、聞いてくれてありがとう」

「………………」

「さ、そろそろ行きましょうか」と、ユーナに言われ、ウィンドウを見る。

　試合開始一〇分前。タクマとユーナが部屋に戻る頃ころには、そこに試合会場へと繫つながる転移ゲートが現れていた。ピリカに見送られながら、二人は足を踏ふみ入れる。

　まばゆい光に包まれ、意識が途と絶だえる。
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　紅く照らされた夜のモルダット商店街は、昼間の喧けん騒そうが噓うそのように人気がない。

　通りの外がい郭かくを埋うめる家々の窓にだけは、まだいくつか明かりがついている。洗せん濯たく物ものをかけるためのワイヤーには、誰の取り込み忘れか、ちらほらと下着やタオルが揺れていた。

　それらを見下ろす上空数百メートルという位置に、タクマとユーナはいた。

　衛星一〇三七番──ヴァルハラの上空には人工の星が舞っており、それらはすべて、レギオン戦用のバトルステージとして作られたものだ。そのうちの一つがここ。

　島の面積はわずか三平方キロメートル。

　広くはないが、代わりに目の前にはとんでもなく高い尖せん塔とうが聳そびえている。

「ハイペリオンの塔」と、隣となりに立つユーナが教えてくれる。

「──ヴァルハラ屈くつ指しの電波塔。その標高は、雲を一七回貫つらぬくと言われているわ」

　眼下の街からこの島までよりも、さらに高い。軽くスカイツリーの一〇倍くらいか。

「試合形式はレースって聞いてたけど？」

「そう。だからゴールは──上よ」

　ユーナが指さした先、雲を突つっ切きったはるか上空のライブ映像が、二人のウィンドウに表示された。そこには塔の先に彫ほり込まれた十じゆう字じ架かと、その十字架に縄なわで縛りつけられ、ぐったりと頭を垂れるネコ耳の幼女──キキが映し出されている。

「なっ、あの子が勝利条件トレジヤーだっていうのか!?」

「そういうこと」

「っ、馬ば鹿かなことを……！」

　タクマの視界の端はしには小さな文字がポップアップする。【Pilica Connecting】

『もしもし、聞こえてらっしゃいますか？　お二人とも。事前の説明通り、ここから先は、わたしは口出しできませんので、充じゆう分ぶんに気を付けてくださいね？』

「ああ、わかってる……任せとけ」

　──こんな酷ひどいことをする奴やつに、負けられるはずがない。




　やがて転移ゲートからハインツたちが出てきて、英えい雄ゆう四人は塔の真下に一列に並んだ。

　ウィンドウのタイムカウンターが、今まさに二一時を指す。

【ready...?】──タクマとユーナは。ぐっと爪つま先さきに力を込め、

【DUEL!!】──合図と同時に跳とんだ。

「おらっ！」

　タクマは一気に一〇メートルほどまで上ると、キックで鉄の壁かべをぶち抜ぬき、無理やりに体を固定する。電波塔の内部を上るよりは、この方が速いだろうと作戦を立てていた。

「あなた、相変わらず無茶苦茶ね」

　それに続き、ユーナが起動したのは、腰こしの機械装置だった。

「なんだそれ？」

「戦せん柩きゆう機ガジェットCFN-1065」

　アンカーのついたワイヤーが射出され、塔の壁へき面めんに固定される。そのワイヤーを巻き取ると、ユーナは空中を舞まって、タクマの横に並んだ。

「悪あく魔まには翼つばさがあるものでしょう？　こういう戦い方もできないとね」

「……お前こそ、人間兵器みたいになってるじゃねーか」

　いや、頼たよりがいがあっていいんだけど──とタクマは言って、眼下を確認する。

　キョウコがこちらへ指を差し、腹を抱かかえるのがうっすらと見える。

「キャハハハ！　壁にへばりついて虫みたい！　マジウケるんですけどー！」

「そんな手段では朝が来てしまいますよ？　どれ、お手本を見せてあげましょうか」

　ハインツがそっと塔の壁に手をついた途と端たん、その掌てのひらが黄金色に光る。

　塔の壁がズズズ、と煮にえ立たつ溶よう岩がんのように隆りゆう起きし、複雑な形状を作り上げてゆく。

「──錬れん成せい、ハンブルクの鉄馬車！」

「「え……？」」

　タクマとユーナは、思わず息を吞のんだ。……なんだ、あれは？

　いや。本当はそれを見て、すぐに理解できていた。ただ、信じがたかったのだ。

　巨きよ大だいな鉄のボディ。屋根から伸のびた煙えん突とつ。その姿はまさしく──

　蒸気機関車。

「はあああああああああああああっ!?」

　タクマの鼓こ膜まくを、シュポゴオオオ!!というけたたましい汽笛が打つ。

「おや、なにを啞あ然ぜんとしているのです？　至って簡単な道理ですよ。鉄道の主な構成要素は水素、酸素、炭素、そして鉄──どれも『世界』には溢あふれている。ならば、この手一本あれば容易に作り出せます」

　ハンブルクの鉄馬車──と、彼は先ほど言った。

　ハンブルクとは、ヴァルハラに束ねられる異世界のうち、第二〇五五世界の西洋に実在する工業都市の名だ。卓たく抜ばつした軍事産業により難なん攻こう不ふ落らくを誇ほこり、「二九二平方マイルの城じよう塞さい」と恐おそれられたその都市は事実上、一人の青年により操られていたと言われている。

　──青年の名は、ハインツ・スヴェンハンダー。

　──史上最強の錬金術師。

「えっ、機関車が……壁を登ってる!?」ユーナが声を漏もらした。

　セーラー服のキョウコが、キャハハ、と笑う。

「そうそう。んで、あたしは一定空間内の引力ベクトルを操作できるんじゃん？　サイキックっていうんだけどさ」

「ＰＳＩサイ──念動力テレキネシスか！」現代を知るタクマには、彼女の言葉の意味が理解できる。

「へえ、よく知ってるじゃん？　引力操作。これまで戦ったファンタジー世界の奴らは理解もできずに負けてった──よっと！」

　ヴゥンと球体の力場が発生し、キョウコとハインツの身体からだを浮うかせる。

　二人は地面と垂直の姿勢で、機関車の屋根に立つ。

「そう……つまり、これは登っているのではない。空へ落下しているのですよ」

　ハインツが屋根に手を触ふれると、さらに蒸気機関の推進力が加えられ、機関車は汽笛を鳴らして走る。猛もうスピードで突とつ撃げきしてくる車体を、タクマとユーナは間かん一いつ髪ぱつで避よけた。

　鉄の獣けものは身体すれすれを通過してゆく。

「待て！」

「錬成、ベルリンの壁」

　タクマは大きくジャンプし後を追うが──ハインツが車体の屋根に手をつくと、黄金色に輝かがやく幾き何か学模様が車体の表面を覆おおい、鉄の壁を隆起させた。

「んぐぇっ!?」タクマは突とつ如じよ現れた壁に頭から突っ込こみ、舌を嚙かんだ。

「フッ、キミはどうやら馬鹿みたいに単純な肉体特化タイプのようですね。旧世界では体力だけで勝ち続けてきたのでしょうが……ヴァルハラはそんなに甘くないですよ、新入りルーキー」

　錬金術師であれば、これくらい造作もない。

　昼間、石化に見えた技も、物質の形状変化だったのだろう。

　──ごめんなさい、ごめんなさい、と繰くり返かえす幼女の姿が、タクマの脳裏に浮かんだ。

　タクマは痛む舌を口内で転がしながら、ハインツを睨にらむ。

「おいメッキ眼鏡めがね……なんで、こんな非道ができるんだよ。お前の狙ねらいは、願いは何だ」

　メッキ眼鏡……？　とハインツは一いつ瞬しゆん、不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめたが、

　すぐに笑みを作って答える。

「──ふっ、そんなの決まっています。禁忌の生命ホムンクルスですよ」

「禁忌の生命ホムンクルス……？」

「ええ。あらゆる知識を持つという、究極の生命体……私は強大な軍事国家を作り上げることで旧世界を平和に導いた英雄として称たたえられましたが──その功績は所しよ詮せん、それを作るための実験による、副産物でした」

　禁忌の生命ホムンクルス。タクマも聞いたことはあった。

　が、それはタクマの世界において、何世紀も前に流は行やった幻想オカルトでしかない。

　ここがヴァルハラでなければ、冗じよう談だんだと笑い飛ばすところなのだが──

「……けど神なら、それを作り出すことができるってわけか」

「ははっ！　いえいえ全然違ちがいますね。根本──いえ、脚本シナリオがわかっていないですよキミは。私は錬金術師ですよ？　自らの手で錬成しなければ、欲望が満たされるはずがない」

「？　なら、お前は一体、何を願うつもりで……」

「人体実験場にするのです、ヴァルハラ全土をね」

「っ……!?」

「ほら、この広い世界をごらんなさい。ネコ耳、ウサ耳、天使すらいる──奇き怪かいな生命で溢れているでしょう？　これだけ多た彩さいな実験台モルモツトがあればきっと〈禁忌の生命〉だって作れますよ！　はははははは！」

　狂きよう気きだった。ただ異常。ただ異質。ただ異い端たん。

　世界の常識から、はみ出した者、という意味では確かにそうだが。

（これが、英雄？）

　命──言うなれば、まさにそのために今、ユーナは戦っているのだ。もちろん兄を取とり戻もどすという彼女の願いを、正しいだなんて断言できない。むしろ間ま違ちがっているだろう。

　けれど、彼女はそれを知った上で苦く悩のうした上で──それでも運命に、世界に背こうとしている。なのに、こいつは命を実験台だなんて言って弄もてあそぶ。

　タクマにも、一つだけ断言できる。

　こいつのやっていることは、間違っている。

「反へ吐どが出そうだな。お前、人間を何だと思ってやがる……」

「人間？　もしかして、あの亜人のことを言っているのですか？　はっ、馬鹿らしい。あんなのは、ただの化物──」

「その名で呼ぶなッ!!」

　反射的に咆ほう哮こうした。頭に血が上って、鼻の穴の内側が熱い。

　そのタクマを、ハインツは興味深そうに目を細めて見つめる。

「ほう……？　随ずい分ぶんと過か剰じような反応ですね。そういえば、キミからも人間とは少し違う気配を感じますが……面白い。この戦いが終わったら私の実験台になってみませんか？」

　タクマは答えない。無言で跳ちよう躍やくし、拳こぶしを突き出だす。

　しかし、その拳はまたしても現れた鉄てつ壁ぺきを粉ふん砕さいして止まる。

「残念です」と、飛び散る破片の向こうで、ハインツは薄うすく笑った。




　ワイヤーで追従したユーナに、タクマは頭を下げる。

「悪い。逃にがした！」

「仕方ないわ。あんな常識はずれな技を使ってくるなんてわからなかったし……」

　ハインツたちが去っていった軌き跡せきを見る。ご丁てい寧ねいに、塔とうの壁面には鉄の障しよう壁へきが乱立し、道を阻はばんでいる。ユーナが腰に手をやり、嘆たん息そくする。

「……私のワイヤーなら、この塔くらい簡単に登れるのだけれどね。壁があるせいで、いちいちそれを避けていかないといけない。面めん倒どうだわ」

「……俺なら、あの壁くらい簡単にぶっ壊こわせるんだけどな。いちいち塔を登りながらそれをやってたら夜が明けちまう……タイムロスが大きいな」

　うん、だよね、と、二人は視線を交わす。

　そして作戦会議の中で、ピリカが不意に漏らした言葉を思い出す。

『まぁ正直、作戦といっても、相手の情報がない以上、臨機応変に対応していただくしかないのですけどもね。お二人の仲を進展させるためにお買いものを頼たのみましたが──皮肉にも、この戦いこそが、そのための一番の舞ぶ台たいになりそうですよ？』

　つまり、力を合わせる。

　自ずと、二人の頭には一応の作戦が浮かんでいた。それは二人にとって苦痛を伴ともなう選せん択たくだが──だからこそ脳裏をよぎったのだ。二人とも思う。あんな奴やつらに負けたくはない。

　ならば、やることは一つだ。

　二人は抱だき合あった。




　キョウコとハインツは、既すでに塔の三分の二にあたる地点まで到とう達たつしていた。

　二人は最前車両の屋根に立ち、悠ゆう々ゆうと夜の街並みを眺ながめている。

「なーんか思ったより楽勝っぽいんじゃーん？」

「当たり前です。私たちが新入りごときに負けるはずがないでしょう」

「そだね。じゃ、そろそろブレーキかけ始めよっか」

　キョウコが引力を操作し、汽車の速度を落とすと──しかし。

　ちょうどそのとき、バゴォン！　バゴォン！と、異様な破は壊かい音が二人の耳に届く。

「「ん？」」

　振ふり返った二人の視線の先で、まさに最後の壁かべが砕くだかれる。

　鉄の破片を撒き散らしながら現れたのは、抱き合ったというか……ワイヤーでぐるぐる巻きになった──タクマとユーナだった。

「おいユーナ!?　あんまりくっつくなよ！　サクラちゃんに怒おこられるだろうが！」

「無茶を言わないでよ!?　私だってできればしたくないのだから、こんなこと！」

　ユーナがワイヤーを巻き取って塔を上じよう昇しようし、その過程にある邪じや魔まな障壁はタクマが拳で壊す──なんとまぁ、ごく原始的な、しかし即そく席せきの割には案外、効果的な作戦だった。

「ひぁっ!?　ん、はっぁ……！」

「お、おい!?　変な声を出すなばかっ！」

「な、なら、ジタバタしないでもらえるかしら！　変なところに……食い込んじゃうでしょ……ぁぅ」

「ぁぅじゃねー!?　んなこと言われても、こんなに密着されたら抵てい抗こうするっての！　ていうか、お前、身体火照りすぎなんだよ！　興奮すんな！」

　ユーナの身体は柔やわらかくて、温かい。ていうか熱い。

「ほ、放っときなさいよばかぁっ……！　こんな状じよう況きようで何を考えてるのよっ……」

「そりゃお前だよ！　くっそ！」

　言いながらも、タクマはなんとか理性を保っていた。自分をほめてやりたい。

　キョウコとハインツは、そのあまりに滑こつ稽けいな姿に驚きよう愕がくする。

「え、えぇっ!?　なんなのあれ！　超ちよう引くんだけど！」

「なるほど。ずいぶんと大だい胆たんな作戦に出ましたねぇ……」

「うっせーな!?　こっちはこれでも大おお真ま面じ目めなんだよ！」

「そ、そうよ！　なりふりなんて構っていられないのよ！」

　……二人とも真っ赤な顔での息の合った反論だった。

　ユーナは腰こしから射出したワイヤーを巻き取り、身体をクンッと空中へ浮かせる。

　そのついでにタクマはワイヤーから解き放たれ、反動で宙に投げ出される。強風の中、なんとか機関車の最さい後こう尾び車両にへばりつき、振り落とされないようにしながら、空を舞まうユーナを見上げる。紅い月をバックに、ふわりと弧こを描えがいて飛んだユーナは、素早く二丁拳けん銃じゆうを抜ぬいて蒸気機関車の最前車両、その屋根に降りたつ。

　その顔に微かすかな笑みが浮かぶ。

「へえ？　どうやら、この車両の上では、まともな戦せん闘とうができそうね」

　そこはキョウコの引力操作により、直立が可能だった。球体の磁場であるため、ユーナだけを効果範囲外に設定することはできないようだ。

　ユーナの前に、スカートをはためかせたキョウコが立ちはだかる。

「ふん……だから何だっていうのさ。どっちにしろ、ただの銃じゆう使いごときが、あたしに勝てるわけないじゃん？」

「銃使い？　チープなカテゴライズをしないでほしいわね」

　ユーナの右手には黒くろ鉄がね銃じゆう。左手には白しろ銀がね銃じゆう。

　ユーナが二丁の銃口をカツン、と打ち鳴らすと、両の先せん端たんにインディゴブルーの魔ま法ほう陣じんが現れる。陣の中心部である銃口は蒼い炎を纏まとい、銃身に刻印された文字がキィイイン！　と発光しはじめる。

「っ、それは……!?」

「魔導武具マジツクアームズ。もしかして、あなたの世界では珍めずらしかったかしら？」

　ユーナがトリガーを引くと同時に、炸さく裂れつ音。弾だん丸がんが空を切る。

「く、馬ば鹿かなのっ!?　引力を操作するって言ったよね！」

「Fireフアイア」

「え」

　キョウコが手を翳かざすと、弾丸は彼女の目前で停止した──が、同時にユーナが唱えると、弾丸に刻まれた呪印が強く光り、バチッ！と石を打ち鳴らすような音を出す。

「くっ、ぁあああっ!?」

　弾丸は爆ばく発はつし、蒼い火の粉が、キョウコの衣服を焼いた。

「馬鹿はあなたよ。魔導の弾丸に、そんな小細工が利くわけないじゃない。……それに、武器だけではないわよ」

「な、に……!?」

「あなたの力、テレキネシスといったかしら？　奇き遇ぐうね。私も、似た名前の力を持っているの──ああ、いえ……呪のろい、と言うべきだったかしら？」

　そう言って、ユーナは自じ嘲ちようぎみに笑った。

　──呪い。忌いまわしい呪じゆ縛ばく。生きたまま火あぶりにされかけた、悪あく魔まの記き憶おく。

「私の身体からだは、あのときの悪恐魔怖を覚えている。この肉体は、『感情の昂たかぶり』をトリガーに燃え上がる──そう……呪いの名は、人体発火パイロキネシス」

　だから、だった。先ほどタクマと密着したとき、ユーナの身体は、火照っていたのではない。文字通り、炎上しようとしていたのだ。

　──感情の昂りのせいで。

　──不覚にも、タクマに心を乱されたせいで。

（…………これは……）

　タクマは、そのユーナの姿に目を奪うばわれ、圧あつ倒とうされていた。

（──これは、悪魔なんかじゃない……言いたくはないが、）

　ユーナの身体が蒼い炎を纏った。着ていたジャケットが白い灰となり、まるで羽根のように舞う。柔らかな肌はだが露ろ出しゆつし、光を淡あわく反射する。汗あせの粒つぶが浮うかび上がり──しかし、すぐに蒸発してゆく。プラチナブロンドの髪かみが揺ゆれ、その間から神秘的な、蒼い目が覗のぞく。

（──まるで、天使じゃないか……！）

「子供を虐しいたげる駄だ目めな英えい雄ゆうは、断罪してあげないとね」

　果たしてタクマの認識は正しかった。彼女は、この瞬しゆん間かんまさに、罪人を裁く天使として顕けん現げんしているのだ──ユーナの身体を包む炎が爆散し、二丁の銃も熱量を増す。

　右の黒鉄銃、名を罪ロジオン。左の白銀銃、名を罰ソフイア。

　ユーナが掲げる二つの銃は、まるで広げた翼のようにも見える。

　左右二度ずつの銃じゆう声せい。四つの燃える弾丸が吸い寄せられるようにキョウコの胸元へ走る。

　キョウコは抗あらがえない。既に彼女の四し肢しには、炎を纏ったワイヤーが絡からみついている。

　まるで、罪人を縛しばりつける鎖くさりのように。

「くっ、こ、の……!?」

　キョウコの胸を、弾丸が穿うがち、カッ！と四つの蒼炎が咲さいた。

「さあ──あなたの罪を数えなさい」

「ッ──────────────────────────!?」

　炎は瞬しゆん時じに増ぞう殖しよく。八、一六、三二、六四、一二八──みるみるキョウコの身を覆おおい尽つくしてゆく。甲かん高だかい悲鳴が空気を裂さいた。その空気すらも吞のみ込み、炎は猛たける。

　キョウコは水分を求めるように一歩、二歩、と踏ふみ出し、そのまま屋根の端はしから足を踏み外はずす。空へと身を投げ出した身体が、吸い寄せられるように地上へと落ちてゆく。

　点のように小さくなってゆくキョウコを見下ろしながら、炎と断罪の天使は呟つぶやく。

「その炎は悪意を喰くらい尽くせば消える……地上に着くまで、反省する時間はたっぷりあるわ。さようなら」

【〈Gravity=0〉キョウコ──脱だつ落らく】

　ヴォンッ！と、磁場が縮小し、消しよう滅めつ。

　あたりを歪ゆがめていた引力が──正常に戻もどる。




「ふん、キョウコがやられましたか……ですが、ここまで来ればいいでしょう」

　二人の戦いを見届けていたハインツは、右手を機関車に触ふれた。煙えん突とつのように飛び出る形で即席の足場ができる。さらに、機関車の車輪部を塔とうの壁へき面めんに固定する。

　鉄の獣けものが、ギギィと音を立て、ついに停止したのだ。

「やっと大人しくなったわね……」

　重力のベクトルが正常に戻り、落下しそうになったユーナは、すぐさまアンカーを機関車の屋根に刺さし、ワイヤーを巻き取って固定。足を強く踏みつけることで身体を支えた。

「ナイスだユーナ！　──っとと」

　そこへタクマが声をかけた。彼女のように空中を自由に跳とびまわれないタクマは、機関車の最後尾車両から、よじ登りながらユーナに近づいてゆく。

「ちょ、ちょっと新入りくん、こっちに来ないでよ！」

「は？　なんでだよ。俺も加勢させろよ」

「いえ、それはいいのだけれど……私、その、今………服が……」

　ん？とタクマはユーナの身体を見る。

　彼女を覆っていた炎は、今や消え失せ、ぷすぷすと煙けむりを上げている。

　ほとんど炭となった布切れが、かろうじて大事な部分を隠かくしてはいるが、それでも柔やわ肌はだの大部分があられもなく晒さらされている。

　ほわあっ!?　巨きよ乳にゆうがっ！　乳ち房ぶさがあっ!!

「──お、お前、その身体って……もしかして」

「ええ、そうよ。私は、あのモードになると力を制せい御ぎよできずに魔ま力りよくを放出しすぎてしまうの。だから、私の『蒼炎』は、もうほとんど威い力りよくを維い持じできない」

「……やっぱりか」

　さらっと、とんでもないことを教えてくれるユーナであった──が、それは作戦会議の中でも聞いていた。ユーナの力は、あくまで制御の利かない呪いなのだと。

　ハインツが前方車両から、声を上げる。

「知っていますよ。ならば、あとは完全に消火してあげるだけですよね？　魔ま女じよユーナ」

　彼が懐ふところから何かを取り出した、トランプのような形のそれは──

「「〈神の創生ジエネシスカード〉!?」」

　ここにきて、だった。

「あのメッキ眼鏡めがね！　ずっと温存してたのか!?　仲間を犠ぎ牲せいにしてまで！」

「っ、させないわ！」

　ユーナが素早く右手のトリガーを引いたが、ハインツは微ほほ笑えむ。

「レアリティの高い〈神の創生カード〉には発動条件があります。私の使うこれは金属を媒介に神の奇き跡せきを生み出す……さあ、見せてあげましょう。ヴァルハラの戦い」

〈神の創生カード〉は、中に収められた物品や現象のレアリティに応じて、表面に視覚エフェクトが加えられている。ハインツのカードは、金の箔押し加工が施ほどこされたレア種だ。

　タクマたち底辺のレギオンでは入手困難な、資金力の象徴。

「……創生ジエネクト、〈黄金の雨ゴールドラツシユ〉」

　ハインツが唱えた途と端たん、ユーナの放った弾丸は──彼に届くことなく空中で霧散した。

　だけではない。三人が縋すがっていた機関車すらも。

　さらさらと粉となり、空中を霧きりのように舞う。輝かがやく粒りゆう子しが夜のヴァルハラを照らした。

「なっ、これは…………金粉？」

　ユーナはアンカーを塔に刺し、身体を固定した。

　自らの足場すら消し、空に身を投げたハインツが、両手を広げて恍こう惚こつとした顔で言う。

「どうです、美しいでしょう？　私が愛する原子番号79。金の霧雨に彩いろどられた戦場……ヴァルハラの夜を飾かざるには、他とない演出です」

　そして彼は間かん髪はつ入れず両手を天に翳し、錬れん成せいの力を行使する。

「錬成、エアフルトの雫しずく！」

　右手で金粉を凝ぎよう固こ。幾いく本もの黄金の矢を空中に作り出し、

「錬成、アンスバッハの雷かみなり!!」

　左手で大気中の水素が爆発。矢の群れが推進力を得て、宙を疾しつ駆くする。

　ユーナはとっさに銃を構え、引き金を引いた。放った弾丸が矢の群れに触れ、かろうじて最後の灯を上げる。しかし、その炎に晒されようとも、黄金の矢は形を崩くずさない。

「はは、詰つめが甘かったですね！　魔力の弱まったキミの力など怖るるに足りない。よく覚えておきなさい。展性と延性に優れるため、容易に形状を変えられ……そして、熱、湿しつ気け、酸素、あらゆる腐ふ食しよくに強固な耐たい性せいを持つ物質──それが、金です」

　金の融ゆう点てん、一〇六四℃──その域に、蒼炎の熱量は届かない。

　矢はユーナの弾丸すらも金へと変質させて取り込んで──タクマとユーナに降り注ぐ。




「ははははは！」ハインツの哄こう笑しようを聞きながら、

　タクマは痛みに顔を歪めていた。

　両りよう腕うでで身を庇かばっているその上から、止むことのない黄金矢のラッシュが、タクマを突つき刺し続けていた。思えば、血を流すなんて久々だ。さすがは史上最強の錬れん金きん術じゆつ師か。

　しかも、空中を落下中だ。

　ユーナと違ちがい、タクマはワイヤーで塔にへばりつくこともできない。

　眼下に、ヴァルハラの街並みがミニチュアのように見える。

　一方のハインツは既すでに、塔の壁面に蒸気駆く動どうの移動足場エレベーターを錬成し、涼すずしい顔で頂上を目指している──あいつ、マジでなんでもありだ。ちょっと能力の汎はん用よう性が高すぎる。

　このままでは追いつけない。もうどうしようもない。

　──まあ。

　──もしも、一人ならば、だが。

「摑つかまりなさい、新入りくん！」

　ユーナの叫さけびが聞こえた。タクマが落ちてゆく一〇メートルほど下方、塔の壁面に、アンカーがガキン！と突き刺さる。

　そう。タクマは知っていた。いや──信じていたと言うべきか。

　この状じよう況きようは、ユーナにとっても敗北の窮きゆう地ち。ならば必ず、こうして手は差さし伸のべられる。

「俺と協力する気になったのか？」

　いつかと同じ質問。それに、ユーナは悔くやしそうに答える。

「っ……仕方ないでしょう！　勝つためなのだから──お願い、力を貸して！」

　──ずっと、一人だったのだ。

　──きっと二人とも、ずっと一人だった。

　だから、ひょっとするとだが、ここまで含ふくめてピリカの作戦内だったのかもしれない。

『お二人の仲を進展させるためにお買いものを頼たのみましたが──皮肉にも、この戦いこそが、そのための一番の舞ぶ台たいになりそうですよ？』

　考えすぎか？　まあ……どちらにしろ、あれだ。

　仲間に頼られるのは悪い気分じゃない。

　タクマは落下地点にあるワイヤーを器用に両りよう脚あしで踏みつけると、ぐっと足に力を込めた。大きく息を吸い「ふっ！」と吐はく。同時に血管がドクンと脈打ち、両脚の筋肉が膨ぼう張ちようする。そのままトランポリンの要領で肉体を跳はね上げる。ユーナは両手でワイヤーを握にぎり、足を踏ん張ばって、その衝しよう撃げきに耐たえる。

　まるで、弾だん丸がんだった。高速で風を切ったタクマは一気に数十メートルを飛ひ翔しようすると、空中でバランスを取って静止。目の前に捉とらえたのは──ハインツの背中。

「よう。やっと追いついたぞ。メッキ眼鏡」

「な、なにィイイイイッ!?」

　タクマはグンッと背筋を捻ねじり、拳こぶしを握り込む。

「終わりだ」

『ハインツさんたちの脳内は、ユーナさん対策でいっぱいのはずなのです』

『そんな彼らに目に物見せるのは、タクマさんしかいませんよ！』

　タクマの全身から、黒い瘴しよう気きが溢あふれ出す。それは怒いかり──まるで怒ど気きそのものを体現しているかのように禍まが々まがしく膨ふくれ上がり、タクマの身体からだを巨きよ大だいに模かたどってゆく。

　死線を呼ぶ、化物。まさに名を体現した黒き羅ら刹せつを前にして、錬金術師は叫ぶ。

「くっ!?　い、いや、まだだ!!　追おい詰められているのはキミの方ですよ!!　錬成！　フレンスブルクの千本槍フアランクス！」

　ハインツは、とっさにローブの胸元を摑むと、脱ぬぎ捨すてた。

　その下には黄金の鎧よろい。鎧はカッと瞬またたくと、剣けん山ざんのように無数の針を飛び出させた。

「──ハッハア！　私を誰だれだと思ってる!?　史上最強の錬金術師！　自分の身を守る術くらい心得ていますよ！　言ったでしょう、ヴァルハラはそんなに甘くはないとねえ!!」

「馬ば鹿かかよ。何を勘かん違ちがいしてるんだ？」

　タクマは怒りで我を忘れそうになる寸前、自分の胸をぐっと押さえた。

　『チャリン』と、音がする。瞬しゆん間かん、禍々しい黒いオーラは収まってゆく。

　──ＢＰ六九八〇〇〇、史上最強の錬金術師だろうと関係ない。

　──弱い者に力は振ふるわない。これがタクマの誓いルール。

　──そして、この試合のルールだって忘れちゃいないんだ。




「お前を倒さなきゃいけないなんてルールは、初めからねーだろうが」




「は……？」

　そして、右みぎ腕うでを思いっきり振り抜ぬく。拳がハインツの頰ほおを掠かすめ、眼鏡を吹ふき飛ばす。

　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!

　と、その拳が砕くだいたのは──塔だった。

「……………………………………ぇ？」

　対たい艦かんミサイルが着ちやく弾だんしたかのような衝撃。否、もはや爆ばく撃げきだ。

　ダメージに耐えきれず、塔の壁面には亀き裂れつが浮うき出る。ビキビキ、ビキビキビキビキビキビキビキビキィ……！と縦じゆう横おう無む尽じんに走る、蜘く蛛もの巣のような破は壊かい痕こん。そして次の刹せつ那な、亀裂によって、まるで化物にでも握り潰つぶされるかのように。

　──塔は、真っ二つに、折れたのだった。

「ばっ!?　ばかなあッ!?」

　塔の上層階は斜ななめに傾かたむき、ハインツとタクマの方に倒れかかってくる。

「──ひ、ひぃっ!?」ハインツはうずくまり、頭を庇かばう。

　そして、ちらりとタクマの方を見た。タクマはハインツが作った足場に堂々と立ち、倒れる塔すらも拳で砕くと、天を見上げて言った。

「最後は任せたぞ──ユーナ！」

　……そこでハインツは、ようやくタクマの真意に気づく。「あっ」と情けない声が出た。

　タクマの声と同時、ワイヤーに引っ張られた美少女が、上空へと昇のぼってゆく。

　二つの紅い月をバックに、彼女が、塔とうの頂上に着地する。

　──そこには、月光を背に受けた十じゆう字じ架か。そして、縛しばりつけられた亜人の幼女。




　彼女を助け出せれば、それが、この戦いの勝利だ。




　軽んじていた。ただの実験台だと、彼女を──命を軽んじていた。

「っ……!!」

　しかし気づいたところで、ハインツには、もうどうすることもできない。距きよ離りはもちろん、そして、それ以上に先ほどのタクマの一いち撃げきで腰こしが抜けてしまっていたのだ。

　ユーナはキキを助けて抱かかえあげると、そのままタクマたちの下へ落ちてくる。

　プラチナブロンドの髪かみが夜風に揺ゆれ、逆光できらきらと輝いていた。

　──黄金よりも美しく。黄金よりも神秘的に。

　タクマは落下点で二人の身体を受け止めると、ユーナに尋たずねた。

「なあ、お姫ひめ様だっこって憧あこがれるか？」

「…………馬鹿じゃないの？」

　ハインツは、その様子を見て悔しげに奥歯を嚙かみしめ、がくり、と頭を垂れた。

　──────勝負は、決したのだ──。

【Game! Winner──《零落の王ギルガミス》】
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　ハインツもキョウコも、結局のところ命に別条はなかった。キョウコを襲おそった、あの蒼あおい炎ほのおは結局のところ、恐怖を与あたえるためのものでしかなく、殺傷能力は低かったのだという。地上に降りる頃ころには消え、おかげで引力操作により安全に着地すらできた。

　タクマは、そこまで考えて戦っていたのであろうユーナに感心しつつ、前を見る。

　──今、タクマたちは人気のない深夜のモルダット商店街に、降り立っている。

　目の前にはネコ耳幼女、キキ。

「ご迷めい惑わくをおかけしてごめんなさい！　そ、それから、本当にありがとうございました！」

　ずっと眠ねむらされていたらしいキキは、起きるやいなやタクマたちに何度も頭を下げた。

「俺たちは自分の願いのために戦っただけだ。気にすることはねーよ」

「いえ、だめですっ！　それじゃあ、私の気が収まりません！」

「いや……だめって言われてもな」

「ですから、また今度、私のカードショップに遊びに来てください！」

「ん？　ああ……」

　そういえば、そもそも買い物の途と中ちゆうだったんだっけか。

「──オーケイ、わかった。また今度、改めてお邪じや魔まするよ」

　言うと、少女は嬉うれしそうにタクマの目の前まで近づいてきて、背せ伸のびをした。

　タクマが合わせて顔を近づけると、キキはタクマの耳元に唇くちびるを寄せて、囁ささやく。

「ありがとうございます！　そのときは……こっそり、サービスしちゃいますね♪」

「っ!?」

　タクマは驚おどろき、バッと顔を離はなした。タクマの手には、いつの間にか〈神の創生ジエネシスカード〉が一枚、握らされている。カード名は──〈夜行性の恋キユーテイ・キテイ・キス〉。

　タクマは再び、キキを見る。

　幼女はニコッと、猫ねこらしく意地悪で、人間らしく愛あい嬌きようのある笑みをタクマに向けていた。

　なるほど、とタクマは唾つばを吞のむ。……この笑顔が宝物トレジヤーと言われれば、納得するしかない。
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　ピリカはキキを送っていくとのことだったので、タクマとユーナだけが一足先に寮りようの前まで戻もどった。辺りは一転、静せい寂じやくに包まれている。ユーナが夜空を見上げ、呟つぶやく。

「そういえば、お礼をまだ言っていなかったわね」

「……？　どうした、急に改まって」

「だって、ちゃんと力を貸してくれたじゃない」

「は？　いや、当たり前だろ。試合なんだから」

「それでもよ。ありがとう、本当に」

　いつになく真しん剣けんなユーナに、タクマは肩かたをすくめる。

「いやまぁ、役に立てたならよかったけどな……それに──礼を言うならこっちこそだ。あのまま落ちてたらさすがにヤバかったし、危ないところを助けられた」

「ええ、そうね」

「ん？」

「ぜひ感謝しなさいよ。私の場合は助けられなくても試合に負けるだけだったけれど、あなたの場合は、死ぬ可能性すらあったのだから」

「……お、おう。そうだな。どうもありがとうな」

　あれ、なんだろう……この感じ。ユーナの理り屈くつは正しいのに、なぜか釈しやく然ぜんとしねーぞ。

「よろしい。では、改めて『裁定』を見直すことにします」

「ん、裁定？　なんだよそれ」

「今回の件でわかったのは、私とあなたの強さは結局、同じくらいということよ。あなたの力と速度は確かに優れている──けれど私には、そんなあなたにはない応用力がある」

　ああ、なるほど、うん、それは確かに。

　こんなときでも、やっぱり戦いのことを考え分ぶん析せきしているユーナは、さすがユーナらしいというか──まぁ、今となっては素直に凄すごいと思えた。

「だから、駒こまじゃなくてね」

　と、続けるユーナの白い頰が、月明かりのせいか、ほんのり紅く染まって見える。

「その……私たちって、いいパートナーになれると思うのよね」

「え？」

　パートナー──駒ではなく、パートナー。

　裁定の、見直し。

「──え……なっ？」

　唐とう突とつだ。予想外すぎる宣言に、上手く返事も出てこないタクマの顔を。

　ユーナは恥はずかしそうに上目づかいで見つめ、でも、しっかりと選んだ言葉を紡つむぐ。

「だから、これはお願い……あなたと私の願いのための、お願い──」

　恐おそる恐る。けれど、指先にきゅっと力を込めて、タクマのシャツを摑つかみながら言った。

「これからも……仲良くしてね？　タクマくん」




　タクマは素直に、頷うなずくしかなかった。




　その夜、寮の寝しん室しつからはユーナの寂さみしげな寝ね言ごとが聞こえてこなかった。

　ただ疲つかれ切って熟じゆく睡すいしていたからかもしれないが、それでもユーナが悪い夢からいくらか救われたのなら、それは素直に喜んでいいことだろう。

　タクマは安心しつつ、でもやっぱり寮の屋根に寝ね転ころがり、また朝を待つ。

　胸元で『チャリン』と、思い出が音を立てる。
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「悪い夢を、見ているみたいでございますね」

　月と月が近づいている。紅い月光が照らすのは、遥はるか上空に浮うかぶ神しん殿でんだ。

　そこは神々がおわす聖地にして、戦乙女の指揮系統が集中する、この世界の心臓部。

　淡あわく蠟ろう燭そくの灯だけが頼たよれる廊ろう下かを歩き、突つき当あたりの荘そう厳ごんな扉とびらを開けると、会議室がある。天井に張られたステンドグラスから入る光が、室内を七色に照らしている。

　その光を受けて、長大なテーブルに肘ひじをついた女性──戦乙女の総隊長フレイヤは、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「──やはり、勝ちあがってきましたか。なんとかして、早く手を打たなければ……」

「〈断罪魔ま女じよ〉の件ですか？」

　答えたのは、フレイヤを囲む形でテーブルに着いている戦乙女の一人だ。

「いえ。それもありますが……近々で片づけなければいけないのは、彼の問題です。伝承では〈黒の使者〉〈破は滅めつの子〉〈終しゆう焉えん因子〉など、呼び名に事欠かない生きた災厄。今はまだ覚かく醒せいしきっていないようですが……しかし、あれを放置していては、いずれ世界の存亡にすら関わるでしょう……」

　フレイヤの苦く悩のうに、別の戦乙女が神しん妙みような面持ちで言う。

「私どもは、いざとなれば運命のために、この身をなげうつ覚かく悟ごはできております」

「ええ。私もですよ──ただ、今回は不幸中の幸いにして、もっといい案がございます」

「と、いいますと？」

　フレイヤは、顎あごに手を当てると、かろうじて聞こえるほどの声で、その名を呟いた。







　第Ⅲ章　『化物狩がり』
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　少年は、生まれながらに勇者だった。

　父と母は高名な冒ぼう険けん者で、邪じや物ぶつにして魔ま物ものにして化物である龍りゆうの王を討とう伐ばつするために旅立ち、しかし道の途中、化物に襲われて死んだのだと、後になって聞かされた。

　両親の肉片と血に塗まみれ、煤ばい煙えんの中で泣いていた少年を、村人たちは拾い上げてアッシュと名付けた。

　生きていることが奇き跡せき的だった。

　神に愛された子、神童と崇すう拝はいされ、〇歳で剣けんを握にぎらされた。

　初めて命を奪うばったのは四歳の頃だ。親しげにすり寄ってきた小動物型の化物を殺した。肉を切り刻む不快感を、少年は未だに忘れられない。

　化物の死に民衆は歓かん喜きし、沸わき立たった。彼らの熱量と歓かん声せいが、幼い少年の存在意義を決定づけた。白い刃やいばに付着した鮮せん血けつを見つめながら理解する。

　──これが、オレの運命か。

　この世界には殺すべき化物がいる。存在しているだけで人の平へい穏おんを侵おかし、呼吸のたびに恐怖を吐はき出す化物が。ならば、この世界の化物すべてを駆く逐ちくしてやろうと心に決めた。

　──それこそが、オレの生まれてきた意味。

　──化物によって一生を決められた、オレの存在価値。

　太陽が少年を照らし出す。

　まるで、祝福するかのように。まるで、少年こそが真の英えい雄ゆうであると証明するように。

　鳥の声を遠くに聞きながら、少年は、ゆっくりと瞼まぶたを上げた。

　光だ。この世界は、光で満ちている。

　戦場は、我が揺ゆり籠かご。

　歓声は、我が子守歌。

　この光に満たされている限り──オレは、どんな化物とでも戦い続けられる。
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　勝利から数日が過ぎ、レギオン戦など噓うそだったかのように、タクマのもとには日常が戻ってきた。……このようなボロ寮での生活を日常と感じてしまうのだから、タクマは既すでにヴァルハラに染まっている。人間の適応力って凄いよね。

　タクマは今やすっかり、《零落の王ギルガミス》の家事担当としての地位を確立していた。

　炊すい事じや裁さい縫ほうだけでなく、掃そう除じ洗せん濯たくの手際も優れていたからだ。タクマ自身、その役を望んだせいもある──少なくともピリカに任せたらどうなるかわかったもんじゃないしな。

「といっても、ニトやギンジョーのぶんもあるから、大変ではあるんだけど……あいつら、マジで普ふ段だんなにやってんだ？」

　ニト。ギンジョー。

　ピリカに訊きいてみても「必要な役割をお願いしています」としか言わない。なんだそれ。

「ま、家事は嫌きらいじゃないからいいんだけど……」

　タクマは洗濯かごを持って軋きしむ廊下を歩いている。もはや慣れた日常だ。

　と、そんなタクマの頭に、ぽとりと何かが落ちてきた。

「ん？」

　タクマは、それを摘つまみとって、目視し、硬こう直ちよくした。

　スカイブルーの水玉模様の──ブラジャー。

「どわっせええええええええい!?」

　タクマは叫さけびをあげて転てん倒とうし、盛大に洗濯物をぶちまけた。温かい！　まだ温かいよ!?

　ブラが飛んできた方向を見れば、リビングでピリカが生着き替がえ中である。またお前か！

「あ、おはようございますタクマさん☆」

「☆じゃねえ!?　着替えは二階でやれって何度も言っただろ！　心臓に悪いんだよ！」

「えへへ、代わり映えのしない朝に、たまには一服の清せい涼りよう剤ざいをと思いまして」

「昨日も同じこと言ってたぞ……」

「でもですね、本を整理していたら、そこにタクマさんの世界ではこういうのがＯＹＡＫＵＳＯＫＵだと、書いてありましたよ？」

「またその手の本か。その献けん身しんには感動の至りだが、まちがっていると何度言ったら──って、これがそうだな？」

　タクマはピリカの着替えから目を逸そらしつつ、リビングのテーブルに目をやった。

　自己啓けい発はつ本的なタイトルの新書から、思わず目を覆おおいたくなる卑ひ猥わいな表紙の雑誌まで、有象無象の本。そして、中に紛まぎれて、なにやらバインダーが広げられているのに気づく。

「──あれ？　お前、これ、一体どうしたんだよ……」

「ああ、ついでに〈神の創生カード〉も整理してるんですよね。この前のレギオン戦でお金が入りましたから、強力なレアカードをキキさんのところで調達してきたのです☆」

「ッ!?　ばっかお前！　そういうことは早く言えよ！」

　俺もキキちゃんに会いたかったのに！　元気にしてますか？　ネコ耳もふもふ！

　それはそうと、確かに、前のレギオン戦で貰もらったＢＰは相当な額だった。

　ハインツから三〇〇〇〇〇、キョウコから二〇〇〇〇〇。

　そのうち、タクマには三〇〇〇〇〇が割わり振ふられ、タクマの合計ＢＰは、これで四一〇〇〇〇。一人前の英雄である。残りの二〇〇〇〇〇はユーナに割り振られたのだが、彼女はタクマが来るまでひと月ほどで何度か個人戦を戦っているので、その貯ちよ蓄ちくと合わせて現状四〇三〇〇〇──結果的には、タクマとほぼ同額だ。

　そして、合わせて五〇〇〇〇〇ものヴェムを獲かく得とくしたのだから、確かに高価な買い物もできるというわけである。

「えへへ！　すみません、あとで驚おどろかせたくて……あ、でも、どちらにしろタクマさんは、カードはまともに使えませんけどね。死線のせいで！」

「いちいち言わんでいい。──で、どんなカードを調達したんだ？」

「聞いて腰こしを抜ぬかさないでくださいよっ？」

　ピリカは、じゃじゃーん！と得意げな表情で数枚のカードをこちらに見せてくる。

・〈反撃カウンタースイカ〉　スリル満点のスイカ割りを楽しめるスイカ

　　※ただし夏の海でのみ使用可能

・〈恐怖の藁籠ブルブルバスケツト〉　人を怖こわがらせるたびに美お味いしいお菓か子しが出てくる藁籠

　　※ただしハロウィンにのみ使用可能

・〈夢いっぱいの靴下エレフアント・ソツクス〉　一年間いい子にしていると善行に応じたプレゼントをくれる靴下

　　※ただしクリスマスイヴの夜にのみ使用可能

「……などなどっ！　どれもヴァルハラのイベントをより一層楽しむために役立つ高級品ばかりでありますですっ！」

　…………いや。期待外れとは言うまい。むしろ予想通りですらある。

　一いつ緒しよに生活してみてわかったが、ピリカは金銭感覚が甘い。まぁニトやギンジョーを自腹で養っているので、単なる我わが儘ままで浪ろう費ひしているわけではないのだろうが。

「ほえ？」

「ほえじゃねえ！　まるで使えねえカードばっかじゃねーか！」

　そこへ、騒さわぎを聞きつけたユーナが、頰ほおをひくつかせながら現れる。

「ピリカ……あなた、私がじゃが芋いもひとつを必死に節約しているというのに、どれだけ間ま違ちがえればこんなに無む駄だなお金の使い方ができるというのかしら……？」

　ユーナは腰のホルスターから、二丁の銃じゆうを抜いていた。

「ひょわあっ!?　ま、待ってくださいお気を確かにユーナさん！　弁明させてください！」

「聞こうじゃない」

「だってほら、やっぱり戦乙女というだけあって乙女ですからロマンチックなカードが好きなんですよねっ！　中でも気に入ってるのは、この、空一面のお星さまを見られるカードでして──」

「死になさい」

「ふぎゃあああああああああああああああああああ!?」

　哀あわれなりピリカ……。ぴくぴくと痙けい攣れんするピリカの肩かたを、タクマは柔にゆう和わな表情で叩たたく。

「ピリカ、わかった。もういいよ、もう充じゆう分ぶんだから、カードの整理はおいといて、とりあえず服を整理しよう。横のそいつを見習って、な？」

「え、私？」と、ユーナが不意を突かれたという顔でこちらを見る。

　彼女の手には、取り込んだばかりの洗濯物があった。

　どうやら、こいつは、いつもそうなのだ。

　タクマが洗濯物係に決まったのに、自分の洗濯物は自分で管理すると言って、頑かたくなに渡わたそうとしない。タクマが言うと、ユーナは、気まずそうに目を逸らす。

「そりゃあ、あなたに下着を触ふれられるなんて……その、困るもの……」

「困るってなにが。俺はそんなに不潔な扱あつかいなのか？」

「ち、違ちがうわよっ、そんなこと言ってないでしょう？」

「じゃあなんで」

「な、なんでもよっ！」

　…………わけがわからんな。

　まぁいい。タクマは嘆たん息そくしつつ、廊ろう下かにばらまいた洗濯物を回収しはじめた。一応、ピリカのブラは洗濯ネットに入れておく。フックが引ひっ掛かかるといけないからな。

　その様子を見つめていたユーナが、ぽつりと漏もらす。

「あなたって、本当に女子力が高いのね」

「女子力って……お前、そんな言葉をいつの間に覚えたんだ？　別に、ただ家事に慣れてるだけだろ、大したことじゃねーよ」

「それってやっぱり、前に言っていた、喜んでほしい人がいるから──なのかしら」

「ん。ああ、まぁそうだな。サクラちゃんのために」

「そう。なるほどね……」

　ユーナは顎あごに手を当て、なにか一人で納得したようだった。どうしたんだ、こいつ？

　そして──変化は、その日の夕食どきにあった。タクマがいつものように料理を作っていると、ユーナがそっと台所にやってきて言い出したのだ。

「私も手伝ってみようかしら」

「え？」

「なによ。文句ある？」

「いや、ないけど……どうした？　いきなり優しくされても、なんか怖いんだけど」

　ユーナは、むっ、と不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせる。

「別に！　ただなんとなく、やられっぱなしも癪しやくだから見返してやろうと思っただけよ」

「やられっぱなしって。料理は戦いじゃないんだぞ？」

「否、戦いよ。この世のすべては戦い。私は、そうして育ってきたもの」

「そ、そうですか……」

　ユーナは、どこから引っ張り出してきたのかエプロンを纏まとっていた。どんだけ気合充分だよ。超ちよう庶しよ民みん的なその格好は、ブロンド美少女のユーナとはアンバランスだった。

「──でもまぁ……止める理由もないしな。じゃあ、うん。よろしく頼たのもうか」

「ええ。任せておきなさい！」

　腕うでまくりをするユーナ。けど……さて、どんな料理になるんだこれ？




「お前の世界には、食べ物を粗そ末まつにしてはいけないって文化はないのか？」

「あるわよ、もちろん」

「じゃあなんで、こんな無残な真ま似ねをした！」

　ブツ切りを頼んだだけなのに、じゃが芋がスクランブルエッグみたいになっている。

「刃やいばで敵を斬きるなら臆おくしてはならないわ。戦場では一時の情けが命取りよ」

「キッチンだよここは！　取るのは命じゃなくて種だよ！」

「上手いことを言ったつもりかしら？」

「美味い料理を作るつもりだったんだよ!?　その希望も今潰ついえたけどな!!」

　ただ、考えてみれば当然の結果とも言えた。旧世界で戦いのみに生きていた人間が、いきなり家事をやれと言われても、まともにできるはずがないのだ……。

　ユーナは、レンジを使えば爆ばく発はつを起こし、水を注げば蛇じや口ぐちを引っこ抜いて、水道を破は壊かいした。ぷしゅあぁあっ！と水みず浸びたしになってゆくキッチンで、タクマは悲鳴を上げる。

「のわあっ!?　おまっ、なんてことを！」

「くっ、ちょっと強く摑つかんだだけなのになぜ!?　きっと、これは敵が仕込んだ罠わなで！」

「それでいいよもう！　とにかく、とりあえずバスタオルを持ってこい！　塞ふさぐぞ！」

「わ、わかったわ！」

　ユーナはバスタオルを取りに風ふ呂ろ場ばへと急ぐ。

　が、急いで走ったせいで、ユーナは水浸しの床ゆかで、つるりと漫まん画がみたいに足を滑すべらせる。

「きゃあ!?」

「危ねえ!?」

　タクマはとっさにユーナの腕を摑んだ──さすがの瞬しゆん発ぱつ力りよく、と自分をほめてやりたいところだったが、しかし次の刹せつ那な、タクマの瞳ひとみに恐おそるべき光景が映った。

　ユーナの服が透すけて、真っ白なブラジャーが、見えている。

　ま、また？　またブラの奇き襲しゆう攻こう撃げきなのん？

　ユーナのそれは、年とし頃ごろの女子にしては飾かざりっ気けのないシンプルイズベスト。男子に見られることなどまったく想定されていないデザインだが、しかし純潔なイメージのユーナにはとてもよく似合っており、Ｙの字にできた谷間と相まって扇せん情じよう的で、両眼が吸い寄せられてしまう。

「だ……大だい丈じよう夫ぶか、ユーナ」

　タクマは視線をなんとか逸らし、自らの内部で猛たけるオスの本能を諫いさめつつ、ユーナの身体からだを支えた。フッ、なあに、ハインツ戦を経て多少は、悟りの技を身につけたのだ。

　目の前のこれはブラじゃない──そう、たとえば貝と思いこめばいい。連想ゲームの要領で思考を紛まぎらわせろ。そうだな、得意な料理の方向に考えよう。貝、貝、貝といえばアサリ、アサリといえば味み噌そ汁しる、味噌汁といえば美味しい、美味しそうな、巨きよ乳にゆう……

「鼻血が出ているけれど」

「くっそおおおおおおお悟れるわけねえ!?」

　ユーナが、恥はじらいと怒いかりという名の弾たまを、銃に込めた。

「私が嫌きらいなものを教えてあげるわ……下心と、不潔な視線」

「え!?　いや待て！　お前、それはさすがにやりすぎじゃ──」

「断罪ギルテイ」

「許さんぞ死線めええええええええええええっ!?」

　タクマは蒼あおい炎ほのおに包まれ、その場に倒たおれた。……これ、前にも似たことあったよね？

　そしてユーナは、そんなタクマを見下ろしながら、銃を胸に抱かかえ、物もの憂うげなため息をつくのだった。

「……やっぱり、どうしようもないわよタクマくん。私には、これしかないんだもの」




　──数分後。

　なんとか意識を取とり戻もどしたタクマは、ティッシュを鼻に突つっ込こんだまま言う。

「おいお前ら。俺が寝ねてる間に風ふ呂ろ場の水道まで壊こわれているとは、どういうわけだ？」

「は、ははは☆」

「ピリカ、お前の仕業か……！」

「ふえぇっ!?　すみませんすみませんっ！」わたわたと手を振ふるピリカ。

「待ってタクマくん。ピリカが悪いわけではないわ。あなたの介かい抱ほうを私がしている間、家事の不得意なピリカが、お風呂の準備をしようとしてくれたのよ」

　自分も同じ失敗をしたからというわけでもないだろうが、ユーナが庇かばった。

　まあ、タクマも今さら、ピリカを責める気はない。

　前提としてボロ寮りようなのが問題であり、そして、こんなボロ寮にしか住めないのは稼かせぎがまだ足りないから──つまり、タクマたちのせいでもあるのだ。

　すでに修理屋に電話を終えたらしいピリカによると、その修理屋さんが来るのは明日あしたの朝になるらしい。うーん、とタクマは腕を組む。

「飯は適当に惣そう菜ざいを買うとしても、風呂が使えないのは痛いな……」

「では仕方がありませんねっ！　外に行きましょうか！」

　全然仕方なくなさそうだ。むしろワクワクした様子でピリカが言った。

「「外……？」」タクマとユーナが声を揃そろえる。

「ええ、あらゆる文化の結集したヴァルハラですからね、よい場所があるんですよ☆」
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　グラズストリートを一〇分ほど歩き裏道に入ると、それは建っていた。

　天然温泉、ヘスティアの湯。外観が五ご重じゆうの塔とうのように和風なその建物は、瓦かわら屋や根ねの端はしからいくつもの赤い提灯をぶら下げている。

　時は夕刻。

　空を見れば二つの月は、さらに満ちて満月が近く、さらに近づき合い、今にも触れ合いそうだ。桃もも色いろの光を放つそれらは、提灯の朱しゆと相まって妖よう艶えんな情景を作り出している。

　同じく朱に塗ぬられた曲線の橋が水路の上に架かけられ、その向こうに入り口が見える。

　橋を歩いている最中、着き替がえ一式を担いだユーナが、ピリカに尋たずねる。

「ギンジョーとニトちゃんは、どこに行ったのかしら？」

　タクマとユーナは寮を出る前、ニトたちにも声を掛けようとしたが、あの二人はプレハブの中にいなかったのだ。珍めずらしいことだった。

「ご心配なく☆　ギンジョーさんなら、もうすぐ合流していただく予定ですよ。実は、ずっと前から、ちょっとしたお仕事を頼んでいまして……タクマさんとユーナさんが最前線で戦ってくださる役であるように、あのお二人にもそれぞれ適した役割がありますからね」

「役割……？」タクマが首を傾かしげた。

「わたしは初めからそのつもりで、あのお二人をスカウトさせていただきました──ただ、彼らはメインウェポンではないですから。条件の揃った今こそ、サブとして動いていただけるようになった、ということです」

「なんの話だよ」

　相変わらずピリカの話は、たまによくわからない。

「いえ、いつかその日がくれば自ずと──って、それはそうとタクマさん、ギンジョーさんはいらっしゃいませんが、ニトさんなら既すでにそちらに来てらっしゃいますからね？」

　ピリカがタクマの背後を指さして言った。タクマは、つられて振り返かえる。

『こんばんは』

　──前まえ髪がみで目もとを隠かくした少女が、スマホをこちらに向けていた。

「うおおっ!?　い、いつの間に!?」

『ずっといたけど』

「噓うそ、マジで？　ご、ごめん、全然……」

　気づかなかった。

　異常なほど──影が薄い。

『いい。慣れている。それがぼくの能力スキルだから』

「なに？」

『どんな場所でもいい、開けた平原だろうと、どれほど目立つステージの上だろうと。そこが三次元世界である限り、ぼくは確定的に引きこもる』

　ピリカが補足する。

「ニトさん自身を含ふくめて、周囲の存在感を希薄にする能力。ただし、人ごみの中で制せい御ぎよするのは、まだちょっと不安定ですけども──つまりニトさんは、シャイなんですよっ」

　ニトが不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

『違ちがう。身の危険を感じれば隠れ場ば所しよを探すのは至って正しい生物の本能』

「人ごみが嫌いなだけですよね？」

『だって、危険』

　タクマは苦笑する。

「そんなに外が苦手なのに、よく温泉には来たな」

『ぴぴぴぴりかに　さそわれたからしょうがなく　みんながきたいっていうなら　ぼくもついてくるのは　やぶさかではなうぃ』

　ニトは顔を背けつつ、スマホをせっせといじっている。でも、明らかに手が震ふるえていた。

「ふうん……そうか、いいやつだな。お前」

　タクマが笑うと、ニトは無言で前髪を引っ張って、恥ずかしそうに顔を隠した。

　その様子は、確かにシャイで、可愛らしい。

『……それよりタクマ、ぼくから離はなれない方がいい。能力スキルの効果範はん囲いから出ちゃうから』

「ん？」

『今までは最底辺に甘んじていたからよかった。でもタクマとユーナ。きみたちは既に、茨いばらの道に足を踏ふみ入れた』

「茨の道？　どういう意味だ」

「ガッハッハ！　待たせてワリィな！」

　──と、そこへ遅おくれてギンジョーが現れたので、会話は中断された。




　五人揃って建物に入り、受け付けを済ませた。そこそこ人は多い。繁はん盛じようしているようだ。

　男湯と女湯の分ぶん岐き路まで来ると、ピリカがタクマに、色気づいた視線を向ける。

「ねえタクマさん、ご存知ですか？　男湯と女湯は木製の板一枚を隔へだてて繫つながっていますからね……覗のぞいてくれてもいいんですよ？　ていうか、お待ちしておりますよ？」

「ねーよっ！　戯たわ言ごとはいいから早く行け！」

「でしたらタクマさんもご一いつ緒しよに女湯へ──」

「おいニト」

『御ぎよ意い』

　ニトがピリカの脇わきに手を突っ込み、引っ張ってゆく。

「ひあっ!?　ニ、ニトさん、いつからタクマさんの回し者に!?」

『常識的判断』

　暖簾のれんをくぐる二人。

　それに付いて行こうとしたユーナが、ふと思い出したように振り返ってタクマを見る。

「気をつけなさいよ、タクマくん」

「ん？」

「ここは戦場なのだから。何があるかわからないわ」

「は？　なにかと思ったらまたそのネタかよ。ここは銭湯だよ。戦場じゃない」

「いえ、冗じよう談だんじゃなくて。もう、あなた一人の身体ではないのだから、ね」

「……どういう意味だ？」

「だってパートナーでしょう？　私はこれから、あなたと二人で大戦を勝かち抜ぬくって決めたのだから──心配させないで」

「っ…………」

　タクマは、なんだか気き恥はずかしくて鼻を搔かく。

「──ああ、そうだな。気をつけるよ。ありがとう」

「うん。じゃあ、またあとでね」

「ああ、また」

　秘密の花園へと消えていくユーナ。

　見送ってから、タクマとギンジョーは隣となりの青い暖簾の向こうへと足を進める。

「つーかギンジョー。お前、今日は一段と酒さけ臭くさくないか？　酒気帯びで風呂に入るのは危ないからやめといた方がいいぞ」

「ん、いや、むしろ全然飲んでねーよ？　ピリカから頼たのまれた仕事で忙いそがしかったからな」

「……？　本当かよ」

　しかし確かに言うとおり、その足取りや呂ろ律れつはしっかりしていたので気にしないことにした。さすがに酒しゆ豪ごうの英えい雄ゆうだけはあるということだろうか？




　更こう衣い室に入ると、むわんとした熱気が、タクマの顔に降りかかる。

　と同時に、タクマは気づいた。他の客たちがタクマに、嫌いやな視線を向けている。

「なるほどな……ニトが言ってたのは、こういうことか」

　明らかに、避けられているのだ。それは元の世界で感じていたものと同じだった。

　化物としての疎そ外がい感と──同じ。

　ギンジョーが、ロッカーの前で服を脱ぬぎながら言う。

「あー、あれだな。ボウズはハインツにケンカを売って、ユーナと二人でキキちゃんを助けたからな。こういうこともあるっつーことだ」

「そんなことが理由……なのか？」

「もちろんそれだけじゃない。あくまできっかけってところか。そもそもオレたちは、落ちこぼれレギオンの堕落者スターダスト──好かれちゃいないんだよ。だから気にするな。オレもニトも、気にしちゃいない」

「………………」

「ほらボウズ、それより、とっとと温泉に入ろうぜ」

　ギンジョーに言われ、タクマは服を脱ぐ。

　磨すりガラスの扉とびらを開け、浴場に足を踏み入れると、露ろ天てん風ぶ呂ろだ。

　空には今にも重なりそうな二つの月。桃色の光に照らされながら湯を囲んでいるのは、岩がん盤ばんではなくキラキラと輝かがやく鉱石。アメジストかエメラルドかサファイアか──多た彩さいな色の石がファンタジックな反射光を水面に映し出している。

「へえ……！　すっげーなおい、どれだけ金かかってるんだ、これ！」

　タクマは、先ほどの嫌な視線のことなど頭から飛んで、思わず感動の声を上げた。タオルを腰こしに巻きつけた姿で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　そこへガララッと背後の扉が開いて、ギンジョーがやってくる。

「ガッハッハ！　これが街一番の来客数を誇ほこる理由だ！　湯には鉱石が持つ魔ま力りよくが溶とけだし、滋じ養よう強きよう壮そうにいいんだぞ！」

　彼は、見せびらかしていた。

「おわあッ!?　ばっ、お前っ！　解説はいいから前を隠せ！」

「あん？　なんだボウズ、自信がないのか？」

「っ……そういう問題じゃなくてだな！」

「男なら出していこうぜ！」

「のけぞるな!?」

　ギンジョーは「男なら根性試しだろ！」と言って、真っ先にサウナへ入っていく。

　タクマは嘆たん息そくしつつ、並んでいた小さな椅い子すのひとつに座った。タクマが座ると、両りよう隣どなりの客は立ち、去ってゆく。むしろ広々と使えて得した気分だ、と思うことにする。

　蛇じや口ぐちを捻ひねると少し熱めのお湯が勢いよく出る。頭を洗いながら、女風呂を想像した。

　……いや、仕方がなかったんだよ。周囲から人がいなくなったからか、木製の壁かべの向こうから、微び妙みように声が聞こえるのだ。女子たちの黄色い声が。

　真っ先に思おもい浮うかんだのはユーナの姿だった──姿と言っても、先日の裸はだかが魅み力りよく的だったからとかそういうことではなく、ここ最近、ユーナがたまに見せる、よそよそしい態度が気にかかっていたからだ。変にもじもじしたり、顔を赤らめたり。

　そりゃあタクマとしては出会った最初、彼女に対してなんらかの思いがあったわけではない。偶ぐう然ぜん、同じレギオンに所属している英雄、というだけだった。

　ただ、今は、少し違う。

　初日の肉じゃがあたりから、既に少しその予兆はあったが、先日のレギオン戦を経て、彼女への思いは確かなものだと自覚した──彼女が自らの過去を話してくれたのも、タクマとしては本当に嬉うれしかった。そういう経験──秘密の共有なんてものは、生しよう涯がい、まったくと言っていいほど、したことがなかったから。

　だからまぁ。

　要するに。

　ユーナと、友達になりたい。

　ヴァルハラに来るまでは考えたこともなかったけれど、これが今の、偽いつわらざる本当の気持ちだ。それとも、望みすぎだろうか？




　温泉の中へ。タオルを鉱石の上にかけ、肩かたまで浸つかると、熱がじんわりと身体からだの髄ずいまで沁しみこんでくる。またもやタクマを避けて、先客たちは次々と上がってゆく。

　それでも一人だけ隣に残っていた人がいて──それが気にかかって、ふと。

　ほんと、なんとなくだ。

　視線を左に向けた。

「よう。化物」

　七星勇、アッシュがそこにいた。

「ガッ!?　ぶほうっ!?」

　思わず、ザバアッと立ち上がった。

「しーっ。温泉では静かにしろ。風情が削そがれるだろう？」

　アッシュは至って冷静に人差し指を口元に当てた。

　そして、ちらりと見てくる。その視線は、タクマの股こ間かんに向けられている。

　……恥はずかしくなって、座り直す。

「な、なんで！　お前が！　ここにいやがるんだよ……！」必死に声を抑えた。

「なんでもなにも、人間、誰だれだって、風ふ呂ろには入るだろう」

「入るけども！」違くて！

「なあに。そう身構えることはない。こんな格好で戦もなにもないだろう。今日のオレは、ただ単純に、貴様の顔を確かめにきただけだ。確かめというか、見納めというかな」

「……俺の？」

　そういえば、この少年は、初対面のときからこちらを意識していたように思う。

　あれは、やはり気のせいではなかったのか。

　ちゃぷ、と水面がわずかに揺ゆれる。アッシュが湯を自分の肩にかけている。

「はぐらかすな。貴様、英雄ではないだろう？」

「……え、なに？」

　──そういえばさっき、アッシュはタクマを化物と呼んだ。

　でも、いや、そもそも英雄の定義ってなんだよ？

「英雄とは大衆を幸福にし、災いを消し去る存在。光によって未来を照らし、その陰かげを道とし、彼らを太平に導く存在。まあ、言うなれば太陽みたいなものだ」

　太陽──確かに、初めてアッシュを見たとき、そのような印象を抱いだいた。

　それらは強力な力を持つが、存在しているだけで人を守っているもの。

　人にとって、必要不可欠なもの。そして……これはふと思い出したのだが、帝てい王おう学においても、指導者について似た比喩を聞いたことがある。

「──端たん的てきな話だ。太陽のように、大衆から求められた存在が英雄なのだ。考えてみろ、たった一人にしか知られていない英雄など英雄と呼べるか？　答えは、否ノーだ」

「…………」

　タクマは魔ま王おうを倒たおした──が、そんなの誰にも求められていなかったし、誰にも知られなかった。すべてたった一人のためだった。

　サクラちゃんの──ためだった。

「そしてオレは、『邪じや物ぶつ』『魔ま物もの』『化物』この世に蔓延はびこるすべての悪を狩かるために求められ、生まれた英雄だ。そのためだけに生き、そのためだけに、このヴァルハラに来た…………つまり、貴様らを駆逐するのが、オレの願いだ」

「っ……!?」

　化物の駆逐。

　タクマの──敵。

「オレと貴様がこうして出会った以上、戦いは避けられない。もちろん、この世界にいる限り、試合という形だがな。受けるか受けないかの判断は自由にすればいいが──まぁ受けない選択肢は、ないだろうな」

「な……」

「フッ、せいぜい楽しみにしていろ」

　思わせぶりに言って、アッシュがザパァと湯船から上がった。

「お、おい！　どこに行くんだよ！」

「どこって、風呂を出るに決まっているだろう？　長々と貴様を待っていたせいでのぼせてしまったからな」

　え。

「まあ、そう硬くなるな──先ほども言ったが、ここでは戦わない。戦場にはふさわしいステージを用意してある。貴様も風呂から上がる頃ころには、面白い知らせを聞けると思うがな……だから、早く出てこい。今は律りち儀ぎに、貴様に合わせてやっているが、オレは本来、身体も心も、冷めやすい性質だからな」

　言い置くと、アッシュは濡ぬれタオルを肩にかけ、ぺた、ぺた、と歩き出す。

　……わざわざ、それを伝えるために、ここで待っていたのか？　なんか知らんが、ずいぶんと目を付けられてしまったようだ。ていうか、なぜ温泉に来るとわかったのだろう？

　と、そこでタクマは、ふと、彼の後ろ姿に違い和わ感かんを覚える。

「ん？　あれ……それはそうと、お前さ」

「なんだ」

　──初めて街で見たとき、アッシュは馬に乗っていた。

　──今回も、風呂に浸かっていたので気づかなかったが。




「……そんなに、背が低かったのか？」




　身長。実際、アッシュは一六〇センチないくらいだった。

　いや、別に、タクマとしても他意があったわけじゃない。単純に、七星勇だとか最強の一角だとかいうから、なんとなく大きく見えていたけれど、そういえば年ねん齢れいもタクマより若そうだし、意外だなあと思ったため、その感想が口をついて出ただけだ。

　が、それがよくなかった。

　アッシュの動きが止まり、ギ、ギギ、とタクマを振ふり返かえる。

「っ、おい……貴様、今、何と言った……？」

　空気が変わる。ピリピリと張り詰める。しかし、タクマは気づかず続けてしまう。

「えっ？　あれ、もしかして……今まで誰にも言われなかったか？」

「だから何と」

「チビとか」

「!!　きッ、さッ、まぁあああああああああああッッッッッッッッ!!」

　──七星勇グランシヤリオ。六〇〇〇万の世界の頂点に立つ、正しよう真しん正しよう銘めい、最強中の最強。

　誰もが気を遣つかって、怒おこらせないようにしていた災害ハザード級の地じ雷らいが──今、爆ばく発はつする。

「貴様の身体を二つに裂さけばッ！　相対的にオレの方がッッ！　でかく見えるッッッ！」

「いきなりなに怖こわいこと言ってんの!?」

　アッシュの身体が、コォオオオと、神々しいオーラで輝き出した。

「わっ、ちょ、待てよ！　ふさわしいステージがなんとかとか言ってたのは──」

「気が変わった！　今ここで充じゆう分ぶんだ！」

「ここで!?」

　温泉ですけど！

「問題ないわ!!　見くびるなよ、これでもオレはヴァルハラ最強の一角！　温泉だろうと貴様を相手取る手立てなど無数にあるのだ！」

　言って、アッシュは──近場の桶おけを手に取ると、投げてきた。ん？

「ぼぷあっ!?」

　顔面にヒット！　タクマは顎あごを上げて、ザバアンと背中から湯の中に倒れ込む。

　ぷっは！と顔を上げると、そこには仁王立ちし、タクマを見下ろすアッシュ。

「フン、さあ、かかってこい。化物め」

「や、やりやがったな!?　後こう悔かいするなよ、このクソガキ！」

　桶。桶。桶。石せつ鹼けん。桶。タオルソード。桶。椅子バリア。桶──

　二人がぶつかり合うたびに、その衝しよう撃げきは勢いを増し、この世のものとは思えぬほどの激戦となった。風呂を囲む鉱石が砕くだけ、湯気は白い渦うずとなって二人の周囲を旋せん回かいした。湯が跳はね上がり、大雨のように降り注ぐ中、二人は濡れた前まえ髪がみの隙すき間まから、視線を交わし、互たがいの力を認め、ニヤリと微ほほ笑えみ合う。

「……やるではないか、化物」

「……お前もな」

　そして、最後の激げき突とつ。

　衝撃による膨ぼう大だいなエネルギーが放射状に広がり、周囲の空気を押しのけ、二人の中心点を真空にすら変える。コンマの静せい寂じやくの後──一気に風が吹ふき戻もどり、キノコ雲を作り出す。

　男湯と女湯を隔てる壁が──衝撃で爆ぜた。

「え？」「む？」

　二人は今さら気づいた。

　…………あ、やりすぎた、と。

「きゃあああああああああああああああああああ!?」

　砕けた木板の向こうから、蒸気のみをその身に纏まとった──つまりは裸の女性陣じんの悲鳴が聞こえた。それもただの女性ではない。六〇〇〇万の世界から集いし最強の戦士たちだ。

　タクマは、そんな危険な花園の中に、仲間を見た。幼めな肢し体たいのピリカと、ニト。

　それに──ハッと赤面し、恥ずかしげにその身を両手で覆おおいながらも、魅力的な身体のラインは隠かくしきれていない、プラチナブロンドの美少女。

　──ユーナ。かの美少女は、まじまじと見るタクマの視線に、徐じよ々じよに形相を鬼おにに変え──悪あく魔まに変えると、タクマを指さし、全女性を指揮するかのように告げる。

「……死になさいっ！」

　一いつ斉せいに、女性英えい雄ゆうたちが団結して能力を放つ。

「バーニング・ブレイズ！」「氷結散波！」「Volteca Hyundelli!」「怒いかれる野や獣じゆうの「重厚の「流りゆう麗れいの「衝撃の「バニッシュメントアタック!!」」」」」

　炎、氷、電でん撃げき、etc……それぞれが必殺と呼ばれていいほどの猛もう攻こうが、一気に、タクマの方に降り注ぐ。超ちよう・世界滅めつ亡ぼう級の──

　死線。

「うッ、が!?　マジで……やっ、べええええぞこれはああああああああッッ!!」

　見たことない！　こんな絵面見たことない！　なんか全ぜん裸らの女性の群れがすごい形相で追ってきてるし色気も何もあったもんじゃないし、ていうかここ男湯なんですけど!?　リアルの女子というのはこれほどに凶きよう暴ぼうなのか……夢も浪ろ漫まんもない！

　タクマはこけそうになりながらも慌あわてて駆かけ、ドアから外に出ようとした。そこへ、立ちはだかる者が一人。

「逃にげる気か」

「この状じよう況きようでなに格好つけてんのお前っ!?」

　アッシュだ！　こいつ、もうほんとやだ！

「いや、止めはしない。貴様がオレの想定よりもやることはわかったしな、これ以上続けても平行線だろうし──ただ、後ろのあれらに追われっぱなしでは目障りなのも確かだ。さすがに、あの数の英雄を素手で相手取るのは骨が折れる──だから、貴様が引きつけている間に、更こう衣い室まで武器を取りに戻っていたのだ」

「武器？」

　見れば、アッシュは全裸に──それはもう巨きよ大だいな。彼の身みの丈たけよりも長大な両もろ刃は剣けんを携たずさえていた。タクマがそれに気づくと同時、アッシュは悠ゆう々ゆうと、その白く煌きらめく刃やいばを持ち上げ、色のない、透すき通とおるような声で、ぽつりと囁ささやく。

「戰うたえ、エレナ」

「え？」

　直後、タクマの視界が一いつ瞬しゆんだけ白く染まった。カメラのフラッシュのように。

　白い少年は一歩も動かなかった。ただ、色しき彩さいを失ったかのような顔に、ワンポイントの、鮮せん烈れつな赤色が散った。その赤を純白の少年は、細い親指で拭ぬぐい取る。

　後おくれて、恐おそろしいほど静かな風が吹く。辺りに満ちていた蒸気がゆっくり晴れてゆく。

「では……またあとでな、化物」

　白い少年は背を向け、去ってゆく。颯さつ爽そうと。悠ゆう然ぜんと。

　タクマは、彼がなにをしたのか、わからなかった。ただ、振り返る。

　そこには──一いち撃げきで伸のされ、積み重なった女性英雄たちの肉体があった。




　　　　３




　温泉から上がったタクマは更衣室で、制服を着る。ギンジョーはといえば、サウナから出てみれば風ふ呂ろ場ばがブッ壊こわれていたので目を剝むいていた。けれど詳くわしい事情を説明するよりもまず早々に、タクマは彼を引ひき連れて更衣室を出ることにした。

　暖簾のれんの前で、ユーナと落ち合う。

「あれが七星勇のアッシュ……甘く見ていたわけではないのだけれど、予想以上ね」

　自らの熱っぽい頰ほおを手のひらで触さわりながら、彼女は言った。さすがにあの騒そう動どうでのぼせたのか、虚うつろな目で呼吸は荒あらいが、ひとまずタクマは安あん堵どする。

「ともかく、お前らが無事でよかったよ」

「一目見ただけで、相当ヤバいのはわかったもの。彼が大たい剣けんを持ち出した時点で、身を引いて正解だったわ」

　それまではお前も追ってきてたのかよ。仲間なのに容よう赦しやねーな。

「しかし、ほんと驚おどろきました……生で見るとあれほどとは。さすがヴァルハラ最強ですね」

『圧巻』

　浴衣姿のピリカとニトが続いた。彼女らは皆、アッシュの攻撃の射程外にいた。

　同じく浴衣姿のユーナが、袖そでから柔やわらかそうな腕うでを見せ、細い顎に指先をあてている。

「確かに、彼と相対するのは初めてだったものね。けれど、あれでもまだ、彼の本気だとは思えない。底がしれないだけに、警けい戒かいは極限までしておいた方がいいわ」

「……ああ、そういえばユーナ。お前って最初から、アッシュに拘こだわってるよな？」

「え」

「だってそうだろ？　七星勇は他にもいるじゃんって俺が忠告したときにも、かたくなに譲ゆずらなかったし。なにか、理由があるんじゃないのか？」

　だいたい、結局のところ、先ほどアッシュがこちらを挑ちよう発はつし、試合をほのめかすような台詞せりふを言ってきた理由もよくわからない。『英雄じゃない』とか『化物がうんぬん』とか言っていたけれど納得できそうで今一つ唸うなるところだし、なによりなぜ、このタイミングでの、つまりは今さらの、アプローチなのか。

　初めにあったとき、こちらを意識していたのは明確なのだから、狙ねらうなら引き延ばす理由なんてなかったんじゃないか？

　そう尋たずねると、ユーナは難しそうな顔をして、長なが椅い子すに座った。男湯と女湯の入り口、その手前の細長い廊ろう下かに、休息所として設置されたものだ。

　腰こしかけた彼女は、淡あわ雪ゆきのように白い脚あしを惜おしげもなく放り出し、組む。

「あなたが狙われている原因については当然、私の知るところではないけれど、私が彼を狙う理由は簡単よ。因いん縁ねんがあるから」

「ん？」

「彼というか正しくは、彼の仲間と、かしら」

　仲間──つまりこの場合はレギオンメンバーということになるだろう。

　細長い廊下の先を見れば、そこは広い待合室になっている。

　その待合室から、ふと、すごい人数の男たちがこちらに向かってくるのが見える。

　今、タクマたちがいるこの方向には、突つき当あたりのトイレを除けば男湯と女湯しかないので、彼らが急性の下げ痢りに見み舞まわれたのでなければ男湯に用事があるということになる。

「ん……なんだ、あれ？」

「男湯と女湯の境界線がなくなったものね、一目見ようと集まるエロ狼おおかみたちじゃないかしら」
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「えっ、だとしたら、まずくね!?」

　タクマはてっきり、先ほど風呂場の惨さん状じようを見た従業員さんが大おお慌あわてで出ていったので、その彼が女性英雄たちのために救護班でも引き連れてきてくれたのかと安心したのだが、どうやらそうじゃないらしい。

「──っ、もとはといえば俺たちの責任なんだから、これ以上の騒さわぎは食い止めないと！」

「いいえ。もとはといえば、あなたとアッシュの責任でしょう？」

「そうだった！」

　ユーナたちには何の非もないんだった！

　……仕方ないな。さっき女性英雄たちに追われたばっかで体力は全快ではないが、覚かく悟ごを決めて、タクマは長なが廊ろう下かの真ん中にザッと立ちはだかる。

　我先に我先にと、鼻の穴を膨ふくらませ、獣けものの形相で押し寄せる男性英雄の群れに向かって拳こぶしを放つ。三〇人は飛ばした。しかし、第二波に一瞬で吞のまれる。

　えっ、無理無理!?　無理無理無理無理!!　息がっ、くるし……ああもうだめだ、このまま俺は死ぬのか、世界は無の荒こう野やへ帰るのか──と思われたそのとき、流れを堰せき止めたのは、タクマの背後から発された、聞き覚えのない声だった。

「座れ。雄おす豚ぶたども」

　その一声で。

　男たちの一切が、床ゆかにズザッと跪いたのだ。

　……目を疑った。一瞬だった。男たちの目はとろんとし、そのまま動かなくなる。

　──タクマの背後に、美女がいた。

　女湯から暖簾をくぐり、出てきたところだろう。着物だ。着き崩くずして、胸元や太ふと腿ももがあられもなく開放された、色気に溢あふれる格好だった。濡ぬれた黒くろ髪かみに、未み曽ぞ有うのプロポーション。まるで現代のクレオパトラとでも言うべき女性が、肌からむんとした湯気を放っている。

「タク。そなたがタク……花形タクマじゃな？」

「ん？」

　独特なイントネーションでその美女に呼ばれ、指さされた…………え、俺？

「さきほどはアッシュとの攻こう防ぼう、楽しませてもらったぞ──そうじゃ、あの木製の敷しき居い板、はじめから亀き裂れつが入っておってな。そなたらのやり取りは聞こえていないまでも、戦いは見させてもらっておったのじゃ、女湯からな」

「は!?」あ、あの小こっ恥ぱずかしい風ふ呂ろバトルを!?　てか、誰だれ!?

「それにユーナ。久しぶりじゃな。また会えて嬉うれしいぞ。殺したいほどにな。ひと月ぶりくらいか？」

「ええ、ローゼ……あなたの顔は忘れもしないわ。今日できっかり二七日ぶりよ」

「し、知り合いっ？」

「さっき言ったばかりじゃない。アッシュの仲間に、因縁があるって」

　まさしく、その名は──〈死国の女じよ帝てい〉ローゼ。

　タクマにとっては初めて相対するタイプの性格キヤラクターを持つ女性であり、同時に、アッシュのレギオンのナンバー２との──これが出会いであった。

「──ローゼ、あなたが同じ湯に入っていたのに気付かないなんて、不覚だったわ」

「ふふ。わらわの方こそ、そなたらがいないか、これでも真しん剣けんに警戒していたつもりが、気づけなかったのじゃがのう……これはむしろ、そなたらの方が、なにかを仕掛けたと──そういうこと、ではないのか？」

　美女ローゼは、ふいとユーナの背後に立つ、前まえ髪がみ少女を見た。

　──ニト。

　そういえば、発動中のはずだ。気づかれているのか？　彼女の存在に。能力に。

「──無む駄だじゃよ。風呂場ならばまだしも、もう上がった以上、そなたらの匂においは誤ご魔ま化かせん。たとえ見えなくなろうが気づけなくなろうが、わらわには関係がない。ほれ、そんなくだらないことよりも、今は待合室に──広間に急ごうぞ？　アッシュにも言われたのじゃろ？　湯冷めしてしまう」

「…………」

　タクマは黙って、ユーナの反応を待った。

　ユーナは憮ぶ然ぜんとした表情で──というか何かに耐たえているかのように眉み間けんに皺しわを寄せていて、その顔を見たローゼは、ふっと妖あやしい微び笑しようを浮うかべて言ったのだった。

「ふふ……なにせ、そなたには時間がないのじゃから、のう？」




　ローゼに引き連れられて、長い廊下の先、広い待合室に出た。その広間は、タクマたちが風呂に入るまでと違ちがって、冗じよう談だんかと思うほどに、非現実的に閑かん散さんとしていた。

　男性客のほとんどは先ほどの廊下で座りっぱなしだし、女性客もまぁ、結構な人数をアッシュが伸のしてしまったのだけれど……それだけが理由ではないだろう。

　単純に、人ひと払ばらいされている。それくらいの事情は、彼を見れば──がらんとした広間のド真ん中に偉えらそうに座ってタクマたちを待ち受ける、その青年を見れば、わかる。

「キハハハッハアッハハハハハハハハハハハハハハ！」

　ウザい笑い声には聞き覚えがあった。

　別に、見て嬉しい顔でもないが、進行方向に立っているので目を向けざるを得ない。

　褐かつ色しよくの肌はだを持つ彼は、唇くちびるの片かた端はしだけを上げて、笑う。

「ひっさしぶりだなあ！　俺・様・がッ！　ジューダス様だあ！」

　あーそんな名前だっけかな……かつてタクマと最初に戦い、〇・〇一五秒という驚きよう異い的速度で敗北した彼である。すっかり頭から消えていた。忘れてた。

　それより、アッシュはどこだ？　早くしろと言っておいて、見つからない。

「そうだよ、俺様もアッシュと同じレギオンだ！　って情報は、もう知ってるんだっけか？　ローゼがユーナとの因縁だっつーなら、俺様にはてめえとの深──い因縁があるからな！　こうして満を持して、長い長い焦じらしプレイの果てに登場してやったわけだ！」

　どうでもいい。

「おいおーい!?　ちょっとくらい興味示せよ！　……と、いや別にいいぜ？　俺様としちゃあ、てめえがそういう態度なのは予想できてたからな、大してショックでもねえんだ。だから今夜はな、てめえも驚おどろくような──まさに仰天するような、ゲストを連れてきてやった。さあ、こっから先はあんたの出番だ──説明頼たのむぜ、世界の管理者さまよ！」
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　っ!?　素でびっくりした！

　どこからか途と端たんに流れ出したのは、クラシカルミュージック。

　荘そう厳ごんたる鍵けん盤ばん、金管のハーモニーをＢＧＭに、天からの光が差す。

　──この広間は天てん井じようが全面ガラス張りになっていて、今は月光を屋内に取り込んでいる。雲間から伸のびたその照明が、まるで天使の梯はし子ごのようにジューダスとタクマの間に降った。

　目を細めると、光の中から現れたのは、赤。

　赤い鎧よろいの、戦乙女。

「戦乙女総隊長、フレイヤでございます」

　滲しみ浮かんでくるように現れた赤鎧の戦乙女が、仰ぎよう々ぎようしく腰を折って名乗ると、これまた荘厳で壮そう大だいな八枚の翼つばさも、まるで頭を下げるかのように折れ、下を向いた。

「……そう、たいちょう？」

　タクマが首を傾かしげると、後ろのピリカが、馬ば鹿かみたいに大口を開ける。

「フフフフレイヤさん!?　あなたほどの方が、なぜここにっ!?」

「ピリカ、息災でしたか？　久々の再会がこのような形になるとは、これも因縁──いえ、運命というべきでしょうか。主の導きに感謝せねばなりませんね」

　面を上げた彼女は、同じ戦乙女であるピリカとは似ても似つかない、細眉まゆで、眼鏡めがねで、知的な顔立ちだった。背も高く、どこか絵にかいたような社長秘書然としている。

　総隊長──ピリカの上司ってことか。ピリカは、すっかりその気き迫はくに吞まれているようだ。でも、やはり意味不明なのは変わらない。

　なぜ、このタイミングでそんな奴やつが出てくる？

　タイミングというか──時期。

　時期というか──時間。

　時間が…………ない？

「なぜかと問われれば、それは私が世界の秩ちつ序じよを守る運命さだめを任されているからですかね」

　言って、赤鎧のフレイヤは手に持っていたそれで。

　血のように真っ赤な突ラ撃ン槍スで、虚こ空くうを突いた。

「なっ……」

　身構えたが、違う。風の刃やいばはタクマの頰ほおを掠かすめただけだ。タクマは振ふり返かえり、その暴力的な衝しよう撃げきが向かう先を視線で追う。見える。彼女が苦しそうに胸を押さえ、俯うつむいている姿。

「っ、ユーナ!?」

　蒼眼の少女が顔を上げる。目が合う。

「ごめん、なさい……タクマくん……」

　わけがわからなかった。なぜ、謝られるのか。

　──いや、予兆ならあったのか？　そういえばタクマも彼女のよそよそしさ、異常には気づいていたはずなのだ。事実、このときのユーナは、彼女にしては噓うそみたいに、力のない声だった。

　目は虚うつろで、視点は定まっていない。頰は、まるで熱でもあるかのように紅潮している。額には、ポッと蠟ろう燭そくのような蒼あおい火が灯っていた。タクマがそれに気づくと同時、彼女はくずれおちるように床に座り込む。その足元に魔ま法ほう陣じんが出現。六ろく芒ぼう星せい。

　六つそれぞれの頂点からボッ、ボッ、ボッ！と蒼そう炎えんの火柱が上がる。

　蒼い炎がユーナを守るように、フレイヤの風刃を焼き消した。

「ッッ！　……あれ、は……？」

　フレイヤが槍やりを引き、何かを確信したように呟つぶやく。

「呪いが、いよいよ末期に近づいてきたようでございますね」

　赤鎧の戦乙女は、ふさぎこんでいるユーナの前まで歩み寄ると、立ち止まった。

　満まん身しん創そう痍いとなっている少女を見下ろすと、冷たく宣告する。

「──こんばんは、魔ま女じよユーナ。貴女の権利を剝はく奪だつしに参りました」




　　　　４




『私の身体からだは、あのときの悪恐魔怖を覚えている』




「ユーナ・セイントオーダー。貴女のデータは調べさせていただきました。まさか神と天使のこの世界に……本物の悪魔が紛まぎれ込んでいるとは驚きましたよ」

「は？　おいおい待て待て。俺をおいて話を進めるな！」

「英えい雄ゆうでない者には当然、英雄大戦に参加する権利はありません。ましてや、悪魔ともなれば、なおさらです」

　ファッキン！　なんだこれは!?

　とりあえずタクマは、フレイヤとユーナの間に割って入る。自ら発した炎のせいで浴衣が焼やけ焦こげ、しゃがみ込んでいる彼女に、上着をかけてやり、フレイヤの前に立つ。

「いや、確かに、こいつはそうだよ？　力の制せい御ぎよができないんだ。感情が昂たかぶると、昔の怖こわい思い出が邪じや魔まをして、暴走しちゃうことがあるんだ。それは、知ってる……」

　でも、それくらいのことで悪魔？

　話が飛ひ躍やくしすぎだろうよ、なあ！

「はて？　貴方あなたはなにか勘かん違ちがいをしているようでございますね、花形タクマ」

　と、フレイヤは表情を変えないまま、大して興味もなさそうにタクマを見下ろす。

「過去の恐怖に遮さえぎられて能力をコントロールしきれない？　馬鹿げています。スタートからズレていますよ、その考えは。恐怖は枷かせではない──彼女の力の源泉です」

　…………なに？

「だってそうでしょう？　そもそも火を恐おそれるという彼女が、ではなぜ、火を操る能力を修得しているのですか？」

「……ん？　そ、それは……祓魔師エクソシストだから、清めの火とか……じゃないのか？」

　そういえば明言はされていないっけ？

　タクマは背後で小さくなっているユーナを窺うかがう。ユーナは憔しよう悴すいし、顔も上げられない。

「彼女から聞いた覚えはありませんか？　恐怖こそが悪魔の本質。であれば、その言葉こそ真理ですよ──彼女の生きる『祓魔法エクソシズム世界』とは、悪魔が恐怖を蔓まん延えんさせる世界であり、同時に、恐怖に負けた者が力を欲して悪魔に堕ちる世界。元来、人間と悪魔は同一。その悪魔化を回かい避ひするために人間が考え出した儀ぎ式しきが、たとえば『贄にえ』です──生いけ贄にえである一人を恐怖の掃はき溜だめにしてしまえば、選ばれた一人は悪魔に堕ちてしまいますが、結果的には──被ひ害がいを最小限に封ふうじ込こめられる」

「…………、」

「蒼炎こそ、彼女が恐怖した証。悪魔であることを示す烙らく印いんなのでございますよ」

　蒼炎──冷たく、哀かなしく、けれど激しく身を焼く恐怖の再現。

　タクマは、たとえば魔ま女じよ狩がり、という言葉を思い出す。

　かつて中世ヨーロッパを中心に行われていたその風習では、ほとんどこじつけのような理由で、魔女だと決めつけられた人間たちが虐ぎやく殺さつされた。にもかかわらず、そんな異常な状じよう況きようを当時の社会は容認していたのだ。原因は多くある。人の作さく為いも、もちろん。

　ただ、一言で言うと、その要因は、集団催さい眠みん。

　単なる人の心の弱さが生み出した、悪魔の所業だったという。

「ともかく」

　フレイヤは事務的に、当然のことであるように言い放つ。

「そこの彼女は英雄ではございません。理由が何であれ、過去が何であれ、悪魔に堕ちた者──生来の意味での堕だ落らく者です。権利は剝奪。追放ドロツプアウトしていただくしかないでしょう」

「なっ、ま、待てって！　ここまできて、いきなりそれはないだろ！」

「時間がないのです」

「……なに？」

「満月が三日後に控ひかえています。特に今回は月と月が近い──彼女が暴走する危険性がもっとも高いのは、間ま違ちがいなくその日です。現に今、彼女がこうして力を抑おさえきれなくなっているのも、月の満ち欠けによるところ。感情が不安定期に入ったからです」

　ユーナは感情の昂りをトリガーに能力を制御できなくなる。

　そして感情、力、それが最大に乱れるのは、いつか。

『私たちも、そういう意味では、力を御ぎよしきれていないという危険性では、亜人に近い』

『彼らは感情の昂りによって力が暴走しやすい』

　バイオタイド理論。あの理論自体はタクマの世界では一種の幻想オカルトだが、この世界では幻想オカルトが容易に実在し得る。禁忌生命ホムンクルスと同様に。

　……なぜ気づかなかったのか？　ユーナはずっと言っていた。

『月は、神ではなく、魔の象しよう徴ちよう』

　ユーナがヴァルハラに来てから、まだ、ひと月にも満たない。

　まだ──満月を迎むかえていない。

　こんな事態になる前に、彼女はすべての決着を付けなければいけなかったのだ。

　そのつもりで、その覚かく悟ごで、ヴァルハラにやってきていた。

　やっと今さら、全部……腑ふに落ちた。

　すべてを理解した上で、タクマはフレイヤに詰つめ寄よる。

「だからって！　剝奪ってのはねーだろ！　連れてきたのはピリカだぞ？　お前らは、その時点で止められなかったんだ。なら最後まで、責任を持つべきじゃないのかよ！」

　タクマはピリカの方を窺った。ピリカを悪いだなんて、もちろんタクマは思っていないし、きっとユーナも微み塵じんも思っていない──彼女はチャンスをくれたのだから。でも、この場では言い訳の材料とさせてもらう。

　ユーナのために。

　いや──タクマの願いのためにもだ。

「ユーナは俺のパートナーだ。いなくなったら困るんだよ！」

　ユーナは俯き、苦しそうに胸を押さえている。タクマはそれを見て思う。

　彼女は、なぜこのような大事なことをタクマに言ってくれなかったのか？　パートナーなのに。そう言ってくれたのに。

（…………いや、当然か）

　私は悪魔です、なんて、いくらなんでも、自分から告白できるわけはない。

（──俺なら、パートナーに、化物だなんて、呼ばれたくはない）

「パートナー……ですか。そんな感情論はどうでもよいのですが、まあ、貴方の言うことももっともです。というより、この世界は絶対的なルールのもとに動いていますから、追放などと嘯うそぶいてはみたものの、一度連れてきてしまった人材を強制的に排はい除じよすることはできません──戦乙女によるスカウトを済ませた時点で、適切な選出がなされたものと〈全知の眼ハイム・システム〉が見なし、以降はシステムによって守られてしまうからでございます」

　それは、朗報のように聞こえた、が。

「──なので、あくまでこの場合も、ルールに則って追放を行います。貴方たちにとってはチャンスかもしれませんよ？」そうフレイヤは言った。

「チャンス？」

「三日後です。三日後、太陽と満月が空に輝かがやく夜、貴方たちには対戦をしていただきます。場所は衛星番外〈龍りゆう王の墓城〉。相手は七星勇アッシュを含ふくむレギオン《嘆きの巨龍べヘム・ダ・ロア》」

「な、に……？」

　一いつ瞬しゆん、拍ひよう子し抜ぬけした。なぜ、この緊きん急きゆう時に対戦なのか、と。

　けれどすぐさまタクマは理解し、顔をしかめる。

「……要するに、ＢＰを涸からそうってわけか」

「察しがいいですね」

　レギオン戦で、しかも圧あつ倒とう的てきな実力差で敗北すれば、ＢＰをすべて奪われて敗北。

　そのための刺し客かくとして、七星勇アッシュを引き連れてきた。

「──レギオン戦である以上、負ければ彼女だけでなく貴方もＢＰを枯こ渇かつさせるでしょうが、パートナーと言ったからには、それくらいのリスクは背負っていただいて当然でございますよね？　ただし、これはチャンスとも言ったはずです。逆に貴方がたが、圧倒的強者に勝てば、それだけ膨ぼう大だいなＢＰを得られる。貴方がたのＢＰは間違いなく一〇〇〇〇〇〇を超こえ──つまり、願いが叶う」

「ッ…………！」

　拒きよ否ひする理由はございませんね？と、赤鎧よろいの戦乙女は無表情に言った。
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「そういうわけだ。三日後を楽しみにしているぞ、タクマ」

「アッシュ!?　おわ、お前、どこから──」

　肝かん心じんのアッシュは、今いま更さらになって長なが廊ろう下かの方から、何でもない風にハンカチで両手を拭ふきながら現れた。

「どこから？　そんなもの、トイレからに決まっているだろう」

「っ……？」

「貴様がなかなか出てこないので飲み物を買って一休みしていたら、腹が冷えてしまったのだ。すべて貴様のせいだぞ？　オレは悪くない。なぜならオレは常に正義だからだ」

「…………」こいつ、どこまでが本気なんだ。

「さて、冗じよう長ちような説明が終わったのなら、オレたちは去るとしようか」

　アッシュはすっかり着き替がえている。真っ白な鎧に、大たい剣けんを背負ったファンタジックな姿。アッシュがローゼとジューダスに一声かけると、二人は頷うなずき、後に続く。

　そして純白の少年は、最後に「ああ」と言い残す。

「タクマ、よく覚えておけ。化物はどこまでいっても化物……人間には、なれない」

　フレイヤも月光の柱に入り、その姿を消すと、タクマはすぐさまユーナに駆かけ寄った。

　優しく、背中に担ぐ──あきらかに二つの柔やわらかい感かん触しよくがあったが、今は興奮できるような心理状態ではない。タクマは、天てん井じようのガラス越ごしに見える月を眺ながめる。

「……でも、わからないこともあるな。満月の、ユーナの力が強まる日付と時間に、なんで試合を組むんだ」

　横にいるピリカに尋たずねた。その日時は相手にとって不利なように思えたのだ。

　小こ柄がらな戦乙女は神しん妙みような表情で、顎あごに手を当てる。

「〈白の勇者〉の能力スキルに関係しているのかもしれませんね……彼は『邪じや物ぶつ、魔ま物もの、化物を狩かるために、この世界に来た』と言ってたのでしょう？」

　アッシュとのやり取りについては、温泉から出たときに話してあった。

「──ならば、それに適した力を持っていそうですよね。むしろ、こちらの能力を逆手に取るような」

「確かに、有り得るか」

　いまいち確証はないが、なんにせよ、あいつと──あいつらと戦うしかないらしい。

　そして負ければ、この世界からは排除される──勝っても、おそらくは願いが叶い、この世界ともお別れとなる。

　名残なごり惜おしくないと言えば、噓うそになるだろう。

　せっかくユーナとパートナーになれて、彼女の抱かかえる物を知ることもできて……やっとこれから、ようやくここから本当の仲間に──友達に、なれたかもしれないのに。

　でもやはり。これが、タクマにとってもユーナにとっても。

　突とつ然ぜんの最終決戦ということになりそうだ。




　連れだってヘスティアの湯を出た。ピリカとニト、ギンジョーはお店に寄り、みんなのご飯を買って帰るという。タクマはユーナを背負ったまま、夜道を歩く。

「本当に、本当にごめんなさい……黙だまっていて。こんなことに巻き込んでしまって」

　タクマの首に腕うでを回したユーナが、耳元で囁ささやいた。

　タクマには責められない。自分が彼女の立場なら、きっと、やはり同じことをしたような気がする。それが、パートナーに嫌きらわれたくないからだろうと、もしくは願いを叶えるために必死だったからだろうと、どちらにしても正しい。

　たとえまちがっていても、それは正しいのだ。

「いいよ。こうなったのは、むしろ俺からしても最短ルートだ。願いを叶えるためのな」

　タクマは前を向いたまま答えた。

　同時に『チャリン』と、タクマの首元で何かが揺ゆれる。

「…………あ、そういえばあなた、それ」

　ユーナとしても、〈神の創生ジエネシスカード〉の暴走で裸はだかになったときに見て、知ってはいた。

　しかし、ずっと尋ねるタイミングはなかった。

　──タクマには、癖くせがある。動どう揺ようしたときに、胸を押さえる癖だ。

　その理由が、この、首から下げた思い出にあった。

「ん？　ああ、言ってなかったか。サクラちゃんからのプレゼントだよ」

　プレゼント。ペンダント。

　あの日、運命を乗のり越こえると決めた、運命のあの日──小学六年生で迎えた五月の中ちゆう旬じゆんに、タクマはサクラちゃんと出会った。そこは、暗く灰色に滲にじんだ土手だった。

　けれど、実際は違ちがったのだ。

　タクマにはそう見えていただけで、五月の土手には一面のクローバーが咲さいていた。

　タクマは、この四葉のクローバーを模したペンダントを彼女から貰もらったとき、はじめてその事実に気づいた。視界が開け、世界が広がった。

　だから、あのときからずっと自じ戒かいの意味も込めて、ペンダントを着けている。

「──俺が彼女から貰った、最初で最後の、大切なプレゼントだ」

　タクマはそう言って、また胸に手を当てた。

　ずっと、彼女を思って、ここまで来た。ここまで来られた。

　そして、きっとその理由はタクマだけの力ではない。ユーナがいなければ、こうも順調にＢＰを稼かせげていなかった。

　タクマとユーナは互たがいに同じ方向を向いて走っていた。

　それは見つめ合うような甘い関係ではないけれど、でも心地ここちのよい関係だった。

　だからこそ。

「俺はなにがあろうと、最後まで、お前と一いつ緒しよに戦いたいと思うよ」

　素直にそう言えた。

　それにユーナは、こくりと頷く。

「…………………………、うん。ありがとう……」
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　戦う。

　それしかユーナにはないし、それで充じゆう分ぶんだった。

　こんな自分だからこそ、タクマはすべてを知った上で、信しん頼らいしてくれているのだと思うと、そんな自分の生き方を素直に誇ほこれたし、これまでの人生には少しの後こう悔かいもないと、胸を張って言い切れる。

　ただ、今は、心のどこかで想像してしまう。

　タクマが言う、サクラという女の子のことを。

　見知らぬその少女は、どんな顔をしているのだろう？

　どんな風に笑い、どんな服を着て、彼とどんな話をしたのだろう？

　彼は、彼女にどんな表情を見せたのだろう？

　タクマに背負われ、その温度を感じているユーナの胸の奥が、きゅうと痛む。

　きっと月のせいだと、必死に、自分に言い聞かせている。







　第Ⅳ章　『化物、覚かく醒せい』
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　花形タクマという英えい雄ゆうを見て、ピンク髪がみの少女は思い出す。

　過去を。矮わい小しような物語を──

　誰だれからも能力を称たたえられ、将来を期待され、けれど、あるきっかけを境にそのすべてに刃は向かうことを決めた、自分のまちがいを──思い出す。

　戦乙女になった初日、上司である赤鎧の総隊長は、神しん殿でんに集った新人戦乙女たちに、厳しく明言した。戦乙女という職業に課せられた最大の使命──運命は、願いを持った英雄を掬すくい上げ、この世界に導くことだと。

　掬い上げる。

　決して救い上げるのではない、と。

　英雄の役目こそ、この世界の救世主となることであり、英雄はそのために望まれ、生まれたのだ。存在意義はそこに集約されている、と赤鎧の彼女は、そう言った。

　英雄譚は、いつだってワトソンの視点で描えがかれる。

　英雄の葛かつ藤とう、英雄の弱み、英雄の呪のろい。

　そんなものを大衆は求めない。

　ただ必要なのは偶ぐう像ぞう。

　闇やみが眩くらむほどの光。

　しかし、ピンク髪の少女は疑問に思う。ならば。

　──ならば、彼らのことは、誰が救ってくれるのだろう？

　そして少女は、過去と現在の狭はざ間まに思いを馳はせながら、運命と意志の境界を飛ぶ。その翼つばさはひどく小さく、多くを包むことはできない。けれど、たった数人の願いを導いて飛ぶことくらいなら、許されるのではないかと思った。夢を見た。

　言うならば、それがピンク髪の少女の願いだった。

　少女は今、目の前で闇よりも黒く輝かがやく、堕おちた英雄を見て、思い出す。

　まちがいを思い出し、まちがいと知っていながら、思いを託たくす。
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【レギオン戦No.218,180】

　参加レギオン：《零落の王ギルガミス》vs《嘆きの巨龍ベヘム・ダ・ロア》

　参加選手：

　挑ちよう戦せん者──

　〈死線の化物〉タクマ、〈断罪魔ま女じよ〉ユーナ、〈NO-DATA〉ニト、〈酒吞王〉ギンジョー

　七星勇──

　〈白の勇者〉アッシュ、〈死国の女じよ帝てい〉ローゼ、〈裏切りの十字剣〉ジューダス

　開始日時：白鯨の月、一五日、〇〇時〇〇分

　会場：ヴァルハラ衛星番外〈龍りゆう王の墓城〉

　試合形式：〈GiantKillingジヤイアント・キリング〉

　勝利条件：挑戦者──制限時間内に、アッシュを戦せん闘とう不能にする

　　　　　　七星勇──制限時間内、アッシュが戦闘不能にならずに残る



　あの邂かい逅こうのあと、改めてフレイヤが通達してきた条件を、鵜う吞のみにする形でタクマたちは試合を組んだ。

　七星勇グランシヤリオをメンバーに含ふくむ試合は、これまでのものとまったく様相が異なる。七星勇グランシヤリオは、その名を冠かんした時点で特典として、自分の『出身世界』を再現した衛星〈小さき世界エリユシオン〉を神から与あたえられ、私有地として使用可能になるのだ。

　挑戦者は、敵の庭とも言える舞ぶ台たいで戦わなければならない。

　今回の〈龍王の墓城〉で提示されたルールは、時間制限付きのダンジョン攻こう略りやく。

　そして翌朝のこと、巷ちまたでは、七星勇アッシュが久々にバトるというニュースで話題は持ちきりとなっていた。しかも相手はいわくつきの新入り。堕落者スターダストの集まり。忌いみもの。

　すべてはフレイヤの暗あん躍やくに依よるところで、衆目に晒さらされていたのである。

　いわく、今回のこれは御ご前ぜん試合──いや、神前試合らしい。

　タクマたちのような邪じや物ぶつ、魔ま物もの、化物……堕落者スターダストを法ルールの下に裁くために設けられたイベント。対戦は、〈全知の眼ハイム・システム〉を通して主神、ならびにヴァルハラ全土の英雄、民が見守る。一切の不正は許されず、結果に対し一切の言いい逃のがれもできない。




「敵は三名です」

　タクマたちは早速、朝飯も早々に烏う合ごう寮りようのリビングで、作戦会議へとなだれ込んだ。

　なお、ニトとギンジョーは今ここにいない。

　ピリカの言葉を借りるなら、ギンジョーは秘策の最終調整、ニトは精神集中だ。

　フレイヤが、あの二人にも参加を要求してきたのには驚おどろいたが、しかし当の本人たちはタクマたちよりもむしろ、その事態を受け入れているようだった。

「ガハハ、ボウズ。そういうことなら、むしろオレたちにも手伝わせろよな！」

『よな！』

　正直、意外だった。タクマはてっきり、彼らは戦いと無む縁えんなのだと思っていたけれど……などと正直に明かすと、二人は笑いながら答えた。

「まーなあ。本当言うと、戦いは好きじゃない。というか普ふ通つうに苦手だしな……だが、ボウズにもユーナにも、オレたちを養ってもらった恩がある。別に、ただの壁かべ役でも囮おとり役でも時じ間かん稼かせぎでもいいんだ、それでも恩返しは、少しくらいしとかねーと噓うそだろうよ」

『だろーよ』

　噓というか、まちがいか、と二人は笑った。タクマも口元を緩めた。養ってもらったとか、自じ慢まんげに言うことじゃねーだろ、と笑い、心からの礼を言った。

　色の褪あせたソファに座ったピリカが、テーブルの上に、三人の顔写真を表示している。

「ジューダスさんの特とく徴ちようは、利用できるものなら何でも利用しようとするその戦術にあります。開き直っているがゆえ、中ちゆう途と半はん端ぱに正義感を残した英雄よりも厄やつ介かいですが──まあでも、問題ありません」

　思いのほか軽い笑みで、流すピリカ。彼女が言っているのは、タクマが一回勝っているからとか、そういう話ではない。もっと意地の悪い戦術ゆえだ。

　その内容にはタクマも驚かされたが……驚いた上で、躊躇ためらいなく信じることにした。

　──信じるといえば、結局のところ、事の発端であるあの件について──ピリカがどうしてタクマたちをヴァルハラに呼んだのかについては、訊きいていない。

　でも、今となっては気にもならない。大事なのは結果として、タクマたちにはチャンスが与えられたこと。そして、タクマがフレイヤに食い下がった際、言葉の上とはいえ悪役にされたにもかかわらず、ピリカが沈ちん黙もくを貫つらぬいてくれたことだ。

「となると、次はローゼの能力なのだけれど」

　ユーナが、タクマの隣となりで言った。

「──はっきりとしないのよね。彼女は捉とらえどころがない、不気味な力を使うわ」

「知った風だな？」

「一度、戦ったことがあるのよ。負けたけれど」

「えっ」

　それが──それこそが、もはや遠い昔とも感じられる九日前に、ハインツが言っていた、ユーナただ一度の敗北だった。つまるところローゼこそが、ハインツにユーナの情報を売った張本人なのである。

「だから、私は彼女を知っているとは言えないわね。彼女は私をよく知っているけれど」

　そして、だ。

　最後に。

「七星勇のアッシュさん」

　ピリカの声音が、心なしか、少し震ふるえた。

「──はっきり言って、まともな対策が通じる相手ではありません」

「「………………」」

　タクマとユーナも、さすがに理解していた。

　あの温泉での一撃を見て──いや、見ることすらできなかったのだから。

　桁けた違ちがい。規格外。もはや戦術がどうとか、そういうレベルの次元にいない。

「それでも、策というほどではありませんが、わたしなりの小細工は用意しています」

　ここで出されたピリカの案は──小細工というには、あまりに二人を驚かせた。

　思わず苦笑してしまうタクマに、ピリカが真剣な顔で言う。

「鍵かぎは、タクマさんにかかっています。お願いです……負けないでくださいね？」

「ああ、当然だ。お願いされるまでもなく、願いのために」




　サクラちゃん。俺は君のために、運命を──世界をひっくり返す。
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　試合開始まで、残り五分。

　時刻は深夜。天候は快晴。二つの満月が、寥りよう々りようと光る──蒼あおの夜。

　重なり合うそれらの月を見ながらタクマは、柄がらにもなく、まるで恋こい人びと同士のようだな、などと感傷に浸ひたる。

　ゲートをくぐり、衛星に移動すると、目の前には巨きよ大だいな城じよう壁へきが聳そびえていた。

〈龍王の墓城〉。ＲＰＧでよく見る、ラストステージに似ている。血と泥どろで黒ずんだ城壁はところどころ欠けていて、その上を禍まが々まがしい形状のツタが走っている。

　城壁の向こうには、城のシルエットが見える。退たい廃はい的な空気が肺を満たした。

『たぶんアッシュの出身世界を再現している。彼は、ファンタジー世界で龍王を討とう伐ばつして世界を救った英雄だというから』

　いつの間にかタクマの横にいたニトが、スマホを向けてきた。

「へえ……まさに王道って感じの英えい雄ゆうだな」

　ギンジョーが、ニトの後ろから現れてタクマの肩かたに手を乗せる。

「ただ、ここが廃すたれてるのは、龍王の仕業ってわけじゃないらしいがな──〈龍王の墓城〉が再現しているのは、あくまで、あのアッシュとかいう小こ僧ぞうがエンディングを迎むかえた後の世界……つまり、この惨さん状じようはすべて、あの小僧が暴れたためにできた傷きず痕あとってわけだ」

　やがて城の門が開き、四人は中に足を踏ふみ入れる。

　泣いても笑っても、これが最後の決戦だ。

【DUEL!!】




▼残り時間　30:00

　まず見えたのは庭だ。なんの手入れもされていない、広大な庭。

　生温い風に揺ゆれる芝しば生ふを踏みしめて、待ち構えていたのは、褐かつ色しよくの青年だった。

「ようこそ化物ども。俺の庭へ」

　ポケットに手を突つっ込こみ、顎あごを引き、上目づかいでほくそ笑みながら、彼は言った。

「別に、お前の世界じゃねーだろうが」タクマは舌打ちする。

「ハハ。そうだな、アッシュのだ」

「あいつはどこにいる？」

「この先、最奥に」

　だろうな、とタクマは頷うなずく。

「なら、さっさと退け。悪いけど今は、お前ごときの相手をしてやる時間はない」

「ああん？　なら退かせてみろよ。言っとくが、今度は前ほど簡単にはいかねえぞ」

「……そういや、お前の武器は前に全部折ってやったはずだよな？」

　タクマとジューダスの初戦。

　そこでジューダスが顕けん現げんした〈強欲の刃グリド・ブレイド〉をタクマは一いつ瞬しゆんにして粉ふん砕さいしてみせた。

「ああ。だからよォ、これが俺様の新しい武器だ！　見てちびんなよ？」

　ジューダスがポケットから手を抜ぬいた。その手には〈神の創生カード〉が握にぎられている。

「──創生ジエネクト、〈白の龍王〉！」

　詠えい唱しようと同時。カードが放つ光に、タクマは目を細めながら、空を見上げて──

「…………おいおい、お前、これは武器っつーか」

「ＧＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　──ドラゴン。あらゆるモンスターたちの王。

「キッハハア！　化物には化物をってなあ！　それもただの化物じゃねえ、白の龍王！　かつてアッシュが下した、このステージのラスボスだ！　こいつの鱗うろこには聖せい剣けん以外のいかなる打撃、斬撃、銃撃、攻撃魔法をも無効化する特性が付ふ与よされている！　てめえらの戦術はすべて、なんの役にも立たねーんだよォオオ!!」

「……ちっ城主が庭まで出しゃばってきてんじゃねーよ」

　タクマは言ったが、龍王はもはや意思などないのか、聞いていない。叫さけびとともに、空を覆おおわんほど巨大な体たい軀くがのけぞった。直後、その口が開き、業火の弾たまが放たれる。

　爆ばく炎えん。たった一いち撃げきで、芝生、岩、城壁──それらすべてが、まるでくり抜かれるかのごとく、消しゴムで消されるかのごとく消し炭になった。

「おうおう、すげえパワーだ！　どうだ、これじゃさすがのてめえもジ・エンドだろう!?」

　ジューダスは言って、晴れてゆく光に目を凝こらす。

　が、そこにタクマたちの姿はなかった。

「え？　あれ？　うそ、マジかよ。本当に一瞬で終わっちまったのか？　ハッハー！　なんだよ、威い張ばってたわりに随ずい分ぶんと呆気な──」

「んなわきゃねーだろ」

「うぉお!?」

　ジューダスの真横をタクマが通り、すれ違ちがいざまに声をかけた。

　ジューダスは反射的にビクッと身構えた──が、タクマからの攻こう撃げきはない。あれ？とジューダスは薄うす目めを開ける。タクマは既すでに視界から消えている。慌あわてて振ふり返かえる。

　すると、さっきの攻撃で開いた壁の穴から、タクマが城内に侵しん入にゆうしているところだった。

「無視かコラアアアアッ!?」

「悪いな。相手をしてる暇ひまはないんだよ」

　横にはユーナも並んでいる。

「急ぐわよ。あんなやつと喋しやべっている時間も惜おしい」

　──時間制限。

　まさかアッシュまで辿たどり着つかずに負けるわけにはいかないのだ。

「ちっくしょうが！　とことん虚こ仮けにしやがって！」

　ジューダスは奥歯を嚙むが、そのジューダスの前に立ちはだかったのは──

「ここはオレたちが背し負よってやる。急げ、ボウズ、ユーナ」

　──いい年をこいた、おっさんだった。

「はああん!?　誰だれだてめえは！　データにはなかったぞ!?」

　当然。いくらジューダスたちが情報を集めていようと知る由もない。

　彼らは、これまで一度も、試合になど出たことがないのだから。

　だからこそ、それが武器になる。

　意地の悪い戦術。サブウェポン。

「誰ってほどのもんでもない、ただの、通りすがりの酔よっ払ぱらいだよ」

　ギンジョーが笑う。その間に、タクマたちは城内へと姿を消していた。

　ジューダスは焦あせり、白い化物に指示を出す。

「ああっ、クソ！　おい龍王！　さっさとこのゴミどもをブレスで蹴け散ちらせ！」

「はは、ゴミとはひでえな。しかし、おい知ってるか若造？　オレの世界じゃ、龍は酒に弱いって相場が決まってる」

　言ってギンジョーは、大口を開けた龍王の口内へ、丸い容器を一つ投げ入れた。

　──どぶろく。猛たけった龍王は、それをいとも簡単に嚙み砕くだいた。

　ジューダスが嘲あざ笑わらう。

「酒だとォ？　かっ、馬ば鹿かオヤジめ！　この巨きよ体たいにただの酒ごときが──」

「ただの、じゃねえんだなこれが。うちの可愛い戦乙女に言われて、オレがヴァルハラに来てから丸一年、能力スキルをフル発揮でこしらえてた特級品だ」

　いつか来る決戦のために、頼たのまれていた。温泉で、ギンジョーがタクマから一段と酒さけ臭くさいと言われていたのは、これの最終調整に入っていたからだ。

　酒を口に含ふくんだ直後、龍王に変化が現れた。

　純白だったその鱗が真っ赤に染まり、苦しそうに暴れ始める。地面に落下。ところ構わず尻しつ尾ぽを、翼つばさを、打ちつけて悶もだえる。

「Ｇ……ＤＹＨＪＩＧＥＥＷＳＳＣＧＴＨＱＺＧＡＡＡＡッッッ!?」

「なにっ!?」

　苦しみに歪ゆがんだ口から、業火のブレスが放たれた。しかし、もはや龍王自身ですら敵がわかっていない。それは、目に映る者すべてを屠ほふることだけを目的とした攻撃だ。

　ジューダスに、止める術はない。慌てて逃にげ惑まどう。

　──にもかかわらず、だ。

　明らかに一か所だけ。数メートル四方だけ。

　何の危害も受けていないエリアがあった。

　そこには、ぽつんと、夜の中で小さなスマホの光が灯っている。

『ぼくのことは気にしなくていい』

　ニト。認識されない、という能力スキル。

　──彼女の周囲数メートルだけは、攻撃の対象にすら入らない。

　ニトの隣となり、絶対安全領域に入ったギンジョーが言う。

「おお、なんとか上手くいったかあ。お前の能力スキル発動には、コンディションが大きく影えい響きようするからなあ」

　極きよく端たんに人見知り。だからこそピリカはニトを起用する機会が近いと感じた時点で、彼女を人ごみに慣れさせていた。それはたとえば、大勢の人間が集まる温泉で。

『でもやっぱり外はきらい。危険がいっぱいだから』

　クレーターのような穴が開く。城壁が、屋根が……崩くずれてゆく。

　ジューダスが叫びながら庭を駆かけまわる。

「うぉおおおおい待て龍王!?　俺様の命令を聞け！　こっの、化物ッ──！」

　ギンジョーは哀あわれむように微笑する。

「若造よぅ。オレはお前の言うとおり大した実力もねえし、勝利の美酒なんてとうの昔に忘れちまった無職でヒモなクソオヤジだが……それでも人生の先せん輩ぱいとして、ひとつだけアドバイスをさせてくれ──身の程をわきまえないガキは、長生きすらできやしねえんだぜ？　この戦場ではな」

　ジューダスにだって能力はある。〈暗器化リアーズ〉。それはどんな武器でも、手を触ふれずとも操る力。少なくとも二六六もの数を一度に、意のままに操作してみせたあの力は、ヴァルハラでも希少なものだったろう。磨みがけば、さらに光ったかもしれない才能だ。

　しかし、そんな自分の長所を捨て、龍王ごときに頼った時点で、彼に勝利はない。

　とはいえギンジョーの声は、もうジューダスに聞こえない。認識されない。

　だから、これは単に、エールだった。

　落ちこぼれレギオンの欠けつ陥かん品二人から、最強のタッグ二人への、陰かげながらのエール。

「オレたちじゃ叶かなわなかった願いを、叶えろよ。新入りども」




【〈裏切りの十字剣〉ジューダス──戦せん闘とう不能】




　　　　３




　タクマたちが城の中に入ると、そこは迷宮のように、狭せまい通路が複ふく雑ざつ怪かい奇きに入り組んだダンジョンだった。が、その壁かべをタクマは拳こぶしで破は壊かいして進む。

「せっかくあの二人が作ってくれた時間だ。一気に突つっ切きるぞ」

「ダンジョンの醍だい醐ご味み……だなんて、言ってられないものね」

　罠わな。罠。罠。これでもかというトラップの大量放出だった。壁からは毒針。天井からは大おお鎌がま。坂を転がる鉄球にも襲おそわれた。それもそのはず、わざと危険なルートを選んで進んでいるのだから。アッシュがいるとすれば、もっとも到とう達たつが困難な場所に違いない。

　迫せまりくる罠のすべてを破壊し、粉砕し、爆砕し、タクマとユーナは奥へ進む。




▼残り時間　12:03

　破った壁の数が一〇〇を超こえただろうかというところで、視界が開けた。

　そこは、ぼんやりと蠟ろう燭そくの明かりが灯る部屋だった。

「お、やっと当たりか……？」

　しかし、タクマが足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、ガシャゴッ、と音。

「──あ」

「どうやらハズレみたいね」

　足元のタイルが抜ぬけ、ユーナの声が遠くなる。落とし穴じゃねーか。

「ちっ、くしょお!?　時間がないってのに！」

　敵は定石通り、タイムアップを狙ねらっているのだろう。

　ドボンッ！とタクマが着水したのは、紫むらさき色いろの沼ぬまのような貯水槽そうだ。すぐに気づく。深い。足がつかない。即そく座ざに壁を蹴けり砕くだき、身体からだを固定した。

　一方のユーナは穴の一歩手前で止まり、部屋を見み渡わたす。

　あたりには無数の白骨死体。壁に埋うめ込まれた手て錠じよう。ギロチン。電でん気き椅い子す。鋼鉄の処女アイアンメイデン。

「処しよ刑けい場かしら……随分と趣しゆ味みの悪い部屋ね」

「ふふ。けれども、殿との方がたの趣味は悪くない方だと自負しておるぞ？」

　答えたのは、女声だった。

　ユーナが顔を向けると、何かが光る──針だ。即座に黒くろ鉄がね銃じゆうを抜き、トリガーを引いた。銃じゆう弾だんと衝しよう突とつし、キィン！と金属音を響ひびかせて針が弾はじけ飛とぶ。

　部屋の奥。黒々とした大扉とびらから姿を現した美女を、ユーナは睨にらむ。

「ローゼ……ここは、あなたのテリトリーというわけね」

「いかにも。この部屋を抜けた先は、玉座へのレッドカーペット。先にアッシュがおる──しかし、そなたら二人だけか？　ふふ、正解じゃのう。わらわの相手は多ければいいというものでもない」

　絶世の美女は妖よう艶えんに、指先を唇くちびるに当て、笑う。

「──さて、どうやら一対一じゃな、ユーナ。わらわは狙った男を跪ひざまずかせられなかったことがないのでな。そなたのそれも、いただくぞ？」

「…………何を言っているのか意味不明ね」

　タクマからはよく見えないが、ローゼとユーナが火花を散らしているようだ。声だけは聞こえるのでわかる。でも、ユーナの言うとおり、何の話かは意味不明だなと思う。

　そんなとき、両手足に違い和わ感かんが生じはじめる。

「あん？　……身体が──」

　──重い。とんでもなく。

　そして、先ほどから自らの前に出現しているデジタルウィンドウを見て気づく。

　そこには残り時間を示すタイマーと、参加英えい雄ゆうの名前が表示されているだけだったはずだが──今は、タクマの名前の横に、髑髏どくろのアイコンが点てん滅めつしている。

　ローゼがタクマの声に微笑む。

「聞いておろう？　〈小さき世界エリユシオン〉内では、『その世界』が再現される──たとえばそれは、バッドステータスという制約ルールさえもの」

「バッドステータス……？」

「屈くつ強きような男どもにすら抗あらがうことを許さぬ死へのカウントダウン──タクよ、下手に動かぬ方がよいぞ？　そなたが鼓こ動どうを速めるたびに死はそなたに寄より添そってくる。そなたのタイムリミットはもう、〈全知の眼ハイム・システム〉が示すそれよりも、きっと短い」

　髑髏のアイコンの点滅。その間かん隔かくは、タクマの心臓が脈打つのと同じリズムだ。

　全身が気だるい。いや気だるいなんてレベルじゃない。

　視界が霞かすんでくる。力もずいぶんと入りづらい。

　ユーナが、タクマを守るように、落とし穴の前へと躍おどり出でる。

「ならタクマくん、あなたはそこにいなさい」

「なに、いや待てよユーナ！　俺はこれくらい──」

「くどいわよ。前にも言ったでしょう？　もう、あなた一人の身体じゃないのだから」

　その言葉に、タクマは目を見開く。

「っ……！　なるほどな、そういうことか……わかったよ」

　タクマが言うと、ローゼは満足そうに微笑み、胸の谷間から一枚の紙片を取り出した。

「さあ、ショーの始まりじゃ。目覚めよ恐きよう怖ふ、奏でよ戦せん慄りつ──創生ジエネクト、〈不死の大隊〉！」

「「っ!!」」

　指をパチンと鳴らし、それを放った。

　途と端たん、部屋の天てん井じようがゴゴォオン！と崩ほう落らくする。同時に、ユーナとローゼの間に、ボトボトボトボトボトボトと無数の骨が落ちてくる。

　ローゼの身体からピンク色の瘴気が漂ただよい始め、それが部屋を満たすと、骨たちはムクリと起き上がり、まるで操り人形のように、一いつ斉せいにユーナの方を向く。

「これは……！」ユーナが顔をしかめる。

「魅了の香テンプテーシヨン。一度下した相手なら、それが死体であろうと操ることができる禁きん忌きの香──ふふ、わらわは男を立たせるのが得意なのじゃ……女であれば眠ねむらせるだけじゃがの」

　ユーナはローゼを、捉とらえどころがない、と言った。まさしく、これはそういう種の力だ。

　香かおり。

「──さあ、夜よ伽とぎの時間じゃ。世間知らずな生き娘むすめを、凌りよう辱じよくしてやろうぞ」

　ガシャ、ガシャ、と音を立てる死の行進を眺ながめながら、ローゼが滑なめらかな唇で微笑んだ。

「っ、この外道……」

　ユーナは両手の銃じゆう口こうをカツンと打ち鳴らすと魔ま法ほう陣じんを展開。トリガーを引く。黒鉄銃と白銀銃の連射が、兵団の脚あしを次々と撃うち抜いてゆく──が、撃ち抜いた屍しかばねの背後から、また次の屍が襲い掛かかる。撃つ。次。撃つ。次。撃つ。次──きりがない。

「そなたは本来、対多人数戦に向いた能力をしておらん。トリッキーな動きで強大な一個体を翻ほん弄ろうするタイプじゃ。じゃからこそ、対多人数でも相手を圧あつ倒とうできる力のタクマに、魅み力りよくを感じたのじゃろう？」

「人間は能力だけじゃないわよ」

「綺き麗れいごとじゃの。綺麗な男は好きじゃが、綺麗な女は嫌きらいじゃ。そしてどちらも、絶望で醜みにくく歪ゆがんだ顔が、もっともそそられる」

「変態」

「褒ほめ言こと葉ばじゃ」

　ユーナはじりじりと後退した。一歩一歩、追おい詰つめられてゆく。ガシャガシャと音。

　死が近づいてくる──死に近づいてゆく。

　ユーナの踵かかとが、タクマの落ちた穴までくる。

「……ここで私が引けば、タクマくんが──」

「そうじゃの。わらわのものとなる。ふふ、どうする？　男を取るか、己の命を取るか、それともこの極限状態に、また感情を昂たかぶらせ、とうとう芯しんまで悪あく魔まに堕おちるか？」

「いいえ。ここで引けば、タクマくんが──まとめて片付けてくれるんだから」

「…………な、に？」

　そのままユーナは、ためらいもなくワイヤーのアンカーを壁に打ち付けると、それを巻き取って大隊の背後へ逃にげた。

「誘ゆう導どうご苦労さん」と、タクマが穴の中から答える。

　さて、万年家事当番の力を見せてやるか。

「掃そう除じは、得意だぜ？」

　瞬間、爆ばく音おん。床ゆかが砕くだけ、穴が広がった。骨たちは、ガシャガシャアア！と勢いよくその穴から、沼へと雪な崩だれ込こんでゆく。入いれ替かわるように、タクマは沼から飛び出る。

　ローゼが叫さけぶ。

「なっ!?　なぜ！　そなたは先ほど確かに、任せると──」

「言ってねえよ、一言も。ユーナは俺に協力しろと言っただけだ」

　──『あなた一人の身体じゃない』

　それは、二人で願いを叶えるという意志の表明だ。罠だろうが猛もう毒どくだろうが、越えていく決意だ。ローゼは顔を歪めた。ユーナが二丁の銃を向ける。

「ローゼ。その歪んだ顔の方が、あなたにはお似合いよ」

「っ!?　く、小こ娘むすめがあ……！」

　瞬間、ローゼの全身が、今度は紫色の瘴気を吐はき出す。

「──わかった……もうよい。興きようが削そがれた、止めじゃ止めじゃ。タクを手に入れるのも、まともに戦うのもな。所しよ詮せん、こんな大戦に興味もないのじゃ──そなたら二人とも、わらわに逆らった報いを受けよ」

　温泉で、ニトの能力に勘かんづいたローゼは言った──たとえ見えなくなろうが気づけなくなろうが、自分の能力には関係ない、と。

　タクマは頰ほおを引き攣らせる。

「そりゃそうだな。こんなのは……ただの無差別広範囲攻撃だ」

　瘴気が大気を侵しん食しよくしてゆく。床が、天井が、壁へき面めんが一いつ瞬しゆんにして、まるで数百年もの時を経たかのように朽くちてゆく。転がっていた銃弾が泡あわを立てて溶とけ、蒸発する。空間が汚お染せんされる。死で満ち満ちてゆく。

　勺しやく死しの香こう──ローゼが繰り出したそれは、一吸いすれば全身の筋肉を弛し緩かんさせ、血液を腐ふ敗はいさせ、細胞を死し滅めつさせ、骨を溶かす猛毒であった。

「──さて、どうしたもんかな。これじゃ近づけないが……逃げてる場合でもねーし」

「下がって、タクマくん」

　ユーナがタクマの傍そばに来て、手を引いた。身体が彼女の方へ引き寄せられる。

「……ユーナ？」

　彼女はタクマの手を握にぎったまま、優しく微ほほ笑えむ。

「最初は、あなたのことが嫌いだった」

「なっ？　なんだよ、いきなり……」

　ここに来て、また悪口か？

「恋こいのため、なんて、ふざけてると思った。ただ利用してやろうとだけ思ってたし、使い捨ての駒こまとしか考えていなかった」

「…………」ひでえ。

「けれど、あなたの願いも、あなたのことも、いつからか自然に受け入れられたのよね……といっても、これは単純に、あなたが私のことを心から認めてくれたからだと思うのだけれど。だって私には──やっぱり恋れん愛あいなんて、よくわからないから」

　それが、ユーナが出した結論だ。

　ずっと戦いの中にいた。

　だからこれからも、そうなのだと思った。

　ユーナがタクマに、もしもなにかを返せるというのなら、それはきっとタクマが認めてくれた自分の中からしか、出てこないのだと思う。

　恋愛なんて感情は、必要ないのだ。それを、タクマが求めないのならば。

「だからね？　今の私は……パートナーとして、あなたを失うのが怖こわい」

　ユーナの困ったような微笑に、タクマの胸が、きゅうと締しめ付つけられる。

　以前、タクマは彼女に尋たずねた。なぜ過去を話してくれたのか、と。

『怖いのよ』とユーナは答えた。一人ぼっちになるのが怖い、と。

　彼女は本来、怖がりなのだ。それを無理やり、戦いに身を投じることで偽いつわってきた。

　寂さびしかったのに、強がった。

　そしてユーナは意を決したように、タクマの手を取ると──

　──この瞬しゆん間かんの映像を、やはりタクマは一生、忘れられない。




　タクマの手に、キスをした。




　不器用に唇が軽く当てられ、ゆっくりと離はなれる。

　彼女は、ほんのりと紅く染まった顔で言う。

「……勘かん違ちがいしないでね。私とあなたの世界は違うから……だから、これはパートナーの証ってこと」

　ユーナにとっては、そう思い込んで忘れるための、儀ぎ式しきみたいなものだった。区切り。けじめ。ユーナの手がタクマから離れる。銃じゆうを構え、ローゼに歩み寄っていく。

　己の価値を証明するため。

　パートナーを守るため、戦場に足を運ぶ。

　タクマは無意識に手を伸のばすが届かない。

「……終わったかの？　人として最後の別れは」

　ローゼには、ユーナのやろうとしていることが理解できた。同じ女として、最低限、それくらいの感情は持ち合わせていた。

　感情。

「──ふふ、最高に昂っておるようじゃの。小娘」

　カツン、とユーナの踵が床を叩たたく。

「もちろんよ。熱すぎて倒れそうなくらい。あなたには悪いけれど、八つ当たりの相手になってもらうわよ」

「よかろう、来るがよい。そなたの炎ほのおと、わらわの毒。どちらが勝るか試そうぞ」

　ユーナの身体からだが発火する。頰を紅潮させ、炎の悪魔へと変わってゆく。

　二つの銃を体の前に構え、銃じゆう身しんをカッ！と打ち鳴らした。ヴォン!!と今までにないほど巨きよ大だいな魔法陣が、銃口を中心に展開される。そこから連れん鎖さ的に、ヴォン!!　ヴォン!!　ヴォヴォヴォヴォヴォ──と、魔法陣の円周に数十もの小さな円が発生。

　まるで一輪花。

　蒼あおい炎が、凜りんとして咲さいた。

「すべてを焦こがしなさい──私の、妬ける思い」

　二丁のトリガーを引くと同時、数十もの円が一斉に、ポッと蒼く燃え上がった。魔法陣を巨大な砲ほう台だいに見立てて、それが放たれる。

　三六連・獄炎砲ケーニヒス・カノネ。

　天使のように可か憐れんな少女が、悪魔のように苛か烈れつに焼かれて魅みせる、堕ちた輝かがやき。炎はすべてを焦がし尽つくす。侵おかされた大気も、致ち死しの猛毒も、あらゆる思いも。

　ローゼが蒼く炎えん上じようし、声にならない絶ぜつ叫きようの淵ふちに、堕ちてゆく。

「ッ──────　────　　──　　　─　　　　　　」

　世界が、蒼く、熱く、少女の心の色に染まって輝いた。




【〈死国の女じよ帝てい〉ローゼ──戦せん闘とう不能】




　　　　４




▼残り時間　05:00

　後に残ったのは、地じ獄ごくの光景だ。黒くろ焦こげになった部屋でタクマだけが無事だった。

　タクマは意識のないユーナの身体を担ぎ、部屋を出た。明かりのない長い廊ろう下かを、一歩一歩、浅く息を吐きながら踏ふみしめて歩く。レッドカーペットが二人分の体重で沈しずんだ。やがて正面に、重々しい扉とびらが見える──そして辿たどり着つく。

　最上階。

　屋上。

　展望台であり、玉座の間だった。円形の開放されたフロアにあるのは、枯かれた白しら樺かばと、その枯かれ葉は。フロア中央には荘そう厳ごんな、しかし荒こう廃はいした玉座がぽつんと、ひとつだけ設置されている。真上から二つの蒼い月が照らしていた。

　玉座に腰こしかけた少年が、月光を淡あわく反射する白い顔を、ゆっくりと上げる。

「遅おそかったな。待ちくたびれたぞ。タクマ」

〈白の勇者〉

　化物を狩かるためにのみ、生まれた英えい雄ゆう。

　タクマはユーナの身体を扉の前に横たわらせ、上着をかける。

「……ようアッシュ。悪いな。てめえみたいなガキとのデートは乗り気じゃなくてな」

「ほう、まだ減らず口を叩ける体力があるとは称しよう賛さんに値するな」

「あ？」

「顔色が悪いがどうした？　毒でも食らったか？」

「っ……、てめえ！」

　タクマはウィンドウを一いち瞥べつした。デフォルメされた髑髏どくろのアイコンに舌打ちをする。

　アッシュはつまらなそうに片手をひらひらとさせる。

「力に驕おごるからそうなる。馬ば鹿かはあしらいやすい。これまで全員がそうだった。力ゆえに、自分は負けないと思い込んでいるのだ。だから力を奪うばい、獣けもの同然の存在にまで堕としてやった──オレは、貴様らのような化物のあしらい方を知っている」

　タクマは脚あしに全身に力を込める。気を抜ぬくと崩くずれ落ちそうになるのを堪こらえ、震ふるえを必死に抑おさえ込む。

　アッシュの戯たわ言ごとを聞いてる暇ひまはない。どうせ、これも時じ間かん稼かせぎだ。

「英雄でない貴様はオレには勝てない──わかるか？　生まれ落ちたその瞬間から、この世の行く末を託たくされる重みが。この背中を押すのは世界の人間すべてだ。貴様ごときとオレとでは、格が違う」

「自じ慢まんかよ」

「なに？」

「世界に誕生を祝福されてたんなら、それでよかったじゃねーか。世界から存在を否定され、たった一人の理解者にすら言葉の一つも伝えられないより、遥はるかにいい」

　それは、タクマとサクラちゃんの過去であり。

　ユーナと、ユーナの兄の過去であった。

「──俺はな、こんな逆境ならとっくに慣れてるんだよ。絶望なら見み飽あきてるんだ。今さら何を言われようと退く気はないけどな、ところで、お前はどうなんだ？　絶望の味を知ってるか？　自分の無力さを、嚙かみしめたことはあるか？」

　アッシュは鼻で笑う。

「オレは無敗だ。この先も絶望など知りはしない。ゆえに勇者であり、正義であり続ける」

「この先も？　ハッ……おいおい、勝手な思い込みを押し付けてんじゃねーぞ。そんな簡単にはいかせねーよ。俺はお前を知らない。けどお前も俺を知らないだろ？　なぜなら俺たちは──」

「世界が違う、か？」

　アッシュはタクマの声に、自らの声を重ね、笑う。

「くく、まぁその通りだな……正義が勝つのではない。勝つゆえに正義。ならば、どちらが強く、どちらが正しいかは今日ここで決するとしよう──貴様とオレは、今こうして、初めて戦うのだからな」

　アッシュが大たい剣けんを構える。

　タクマの震えが止まる。




「そのとおり。初めまして、勇者様」

「そして、さよならだ。化物」




　刹せつ那な、タクマはトップスピードで駆かけ出だした。

「攻ベ撃ヘ強モ化ト」アッシュが唱えた。

　二人の間合いが一気に詰つまる。拳こぶしを引いて放とうとするタクマと、大剣を上段に構えたアッシュが鼻先も触ふれ合うほどの距きよ離りで交戦する。化物の拳と勇者の剣がぶつかり、ガキィイン!!と音が響ひびいたかと思うと、二人を中心に旋せん風ぷうが巻き起こった。衝しよう撃げき波はで、あたりの落ち葉が渦うずを巻いて舞まい上がる。

　そしてアッシュは、タクマの身体を、押し戻していた。

「な──!?」

「力なら、負けないと思っていたか？」

「くっ!?　うっせえよ！」

　タクマは二撃目を放つ。小数点以下の反応速度。〇・〇一五秒の間に初戦を決した、誰だれにも追いつけない、タクマだけが活動できるはずの世界。しかし──

「転移フアフニア」

　カッ！とアッシュの身体が輝き、瞬またたく間まに消えていた。

　遥か彼方かなたに移動したアッシュが剣を構える。

「無む駄だだ。速度でも、貴様はオレに敵わない」

「っ……！」

　アッシュが再びタクマに肉にく薄はくし、怒ど濤とうのような連撃を浴びせる。ほんの僅わずかな時間だ。タクマが腕うでを一回、振ふるうほどの間──その間にタクマの全身は刻まれ、裂さかれ、肉という肉から血が噴ふき出した。見えない。カウンターを叩きこもうとするが、まったく間に合わない。拳が空を切り、その衝撃波が虚むなしく、遠方の白樺を薙なぎ倒たおす。

「無駄だと言っているだろう？」

「無駄なことなんて少しもあるかよ！」

　ここまでやってきたことが、走馬灯のようにタクマの脳裏をよぎった。それはヴァルハラに来てからの数日間だけじゃない。今までの人生すべてだ。きっとピリカや、ニトもギンジョーにも思いはある。そして、ユーナだって同じだ。

　そのすべてを無駄なんて言葉で、投げるわけにはいかなかった。

「──痛いってえな、ちくしょうが！　人を何だと思ってやがる！　多少は躊ちゆう躇ちよしろよ！」

「人？　化物だろう」

　軽口を叩きながら、しかし言葉ほどの余よ裕ゆうはタクマにはなかった。

　くそ、マジでどうなってやがる……？　さすがに動どう揺ようが隠かくせない。そりゃあ相当に強いことは覚かく悟ごしていた。けれど、こんなのは異常を通とおり越こしている。度を過ぎている。人間の反応速度ではないのだ。瞬く間に逃にげられる。

　と、そこでタクマは、違い和わ感かんを覚えた。

　──瞬く間？

　アッシュが消える瞬しゆん間かん、タクマは反射的に、一瞬だが瞼まぶたを閉じていた。無意識に。

「……はっはー、なるほどな。そういうことかよ畜生。違ちがったんだな？」

　タクマは口元を滴したたる血を拭ぬぐい、呟つぶやいた。

　化物に対して有用な能力を持っていると──逆手に取るような力を持っているのだと思い込んでいた。でなければ、わざわざ満月の夜を選んで戦う理由がない、と。

　しかし、実際は────

「……光、だな？」

「ほう……？　この数合だけで看破したか。見た目よりは頭もキレるらしいな」

　アッシュが嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「いかにも。オレの能力は、光の性質を得る力──移動速度は光速。圧あつ倒とう的てき速度で放たれる斬撃は、貴様の力すら上回る。邪じや物ぶつ、魔ま物もの、化物が力を増す条件は満月だが──しかし、その月光は、オレ自身にも同時に力を与あたえるのだ」

「しかも、お前のそれは暴走することなく、完全に制せい御ぎよできる」

「その通り」

　化物狩がりに最適化された能力。化物を狩るために生まれた英雄。

「曲斬舞踏リンドブルム」

　光に目が少し慣れる。今度こそ確かに、攻撃を止めたと思った──が、剣が光った途と端たん、タクマの肩かたが抉えぐられている。肉が弾はじけ、血が噴き出す。タクマは苦く悶もんに顔をしかめる。

「なっ、斬撃が、ズレた……!?」

「屈くつ折せつだ。この聖剣エレナは、刀身にプリズムの性質を持つ。どうだ、そろそろ悪あがきも終いの頃ころ合あいか？」

　タクマはウィンドウを見る。

　残り、二分。

　本当に──時間がない。

　傷と毒との相乗効果で、もはや意識を保つのも難しい。けれど。

「終わるかよ……お前は知らねーだろうが、俺はな……死にかけるほど強くなるんだ」

「ハッ、馬鹿が。物語の読みすぎだ」

「友達がいなかったからな!!」

　いなかった──過去形。

「ほざけ化物。さあ、宴もたけなわ。これで正しよう真しん正しよう銘めい──全力だ」

　アッシュは大剣を、天に翳かざす。

「閃皇アスデイーグ!!」

　月光が降り、白い光の帯を作り出す。それは大剣の刀身を包み込み、さらに巨きよ大だいな、まるで神の一ひと振ふりのような武器へと変現させる。直後、光の刃やいばが周囲に爆散し、空を翔かけた。

「っ……！」

　アッシュを中心に円形波として放たれる全方位攻撃。光となった刃は敵と認識した対象に当たるまで反射し続ける。上下左右前後斜方、全周囲を覆おおう、斬撃の嵐あらし。

　タクマは身動きすら許されない、刃の檻おりの中で──とっさに自分の胸元を庇かばっていた。

　全身を傷つけられても構わない。それだけ強くなれるのだから。

　しかし、胸のこれだけは守らなければならなかった。

　今まで自分を、ずっと支えてきてくれたものだから。

　なのに。

　なのに。

「　　　　　　　　　あっ……　　　　　　　」

　タクマは見ていた。それが無残にも切り刻まれる瞬間を。

　視界が白に染まる。それはあたかも、フラッシュバックのように彼女との思い出を網もう膜まくに再生する──彼女の大きな瞳ひとみ。綺き麗れいな肌はだ。タクマが放った拳で巻き上げられた、長くて黒い髪かみ。それに、すべての負の感情を晴らしてくれた、太陽のような笑顔。

　砕くだけて落ちる四葉のクローバーのペンダントの、『チャリン』という音を聞いて、

「ぅ、ぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　──タクマは咆ほう哮こうした。

　サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。サクラちゃん。

　意識が暗転する。こういうことは、前にもあった。

　サクラちゃんを死線から救い出すとき、タクマはいつも周りの音がくぐもって聞こえるようになるのだ。意識ははっきりとしているのに五感は朦もう朧ろうとしているような不思議な時間。世界の中で自分だけが、どこか違う位置に、はみ出してしまったかのような感覚。

　今が、まさにそのときだった。

　ああ、そうだ。どこまでもどこまでもどこまでも──世界は、運命はタクマの邪じや魔まをする。サクラちゃんとの仲を引ひき裂く。ロマンチックな舞ぶ台たいを用意しても、一瞬で地じ獄ごく絵え図ずに変えてしまう。だったら、この忌いまわしい呪のろいを。運命を──

　逆手に取ってやる。

　世界を、ひっくり返す。

　ウィンドウを見る──残り一分。

　タクマは決意を込めて、一枚のカードをポケットから取り出した。

「創生ジエネクト、〈戦乙女座流星群ヴアルキユリア・スターゲイザー〉!!」

　唱えた瞬間、フロアを強きよう烈れつな光が包んだ。アッシュの大剣による光の刃を、凌りよう駕がする熱量。アッシュは顎あごを上げ、その光の根源を睨にらむ。

「…………これは？」

　城の中で、このフロアだけは、空が見える。

　天候は快晴。時刻は深夜。

『だってほら、やっぱり戦乙女というだけあって乙女ですからロマンチックなカードが好きなんですよねっ！　中でも気に入ってるのは、この、空一面のお星さまを見られるカードでして──』

　このカードの効果は、ただ壮そう大だいな流れ星を見られる、というだけのものだ。

　ただ、タクマが使えば意味が変わる。

　stargazer──星を見る者。転じて──夢想家。

「貴様……これは、何をした!?　この世界に、何をしたッ……!!」

　アッシュの表情が、初めて驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　星が、

　星が、堕ちていた。

　堕ち──零れていた。

　美しい流星群ではない。頭上の星々は熱量を増し、ボウ!!と黒く燃え上がると、真下に降り注ぐ。タクマただ一点をめがけて、隕石の雨メテオウオームが襲しゆう来らいした。

　それはこのステージ、〈龍りゆう王の墓城〉そのものを揺ゆらすほどの衝しよう撃げきを起こす。

　──これが死線の力だ。どんなロマンチックな舞台でも、一瞬で地じ獄ごくに変えてしまう、呪のろわれた運命の悲劇。

　世界そのものがタクマを殺しにくるのだ。森しん羅ら万ばん象しよう、万物一切が、死を与えようとにじり寄ってくるのだ──だから、それを利用した。

　衝しよう突とつの轟ごう音おん。上がる爆ばく炎えん。玉座の間の床ゆかが砕け、灼しやく熱ねつが支配する世界。見る見るうちに、ダンジョンが音を立てて崩くずれてゆく。それでもタクマは退かない。前へ。アッシュの懐ふところへと走る──世界最強を、世界最さい凶きようの死線に巻き込んでやるため、一直線に駆かける。

「なあ勇者、お前は死線をいくつ越えた？」

　恋こいは。

　押して圧しての。

　一点突とつ破ぱ。

「くッ……閃皇アスデイーグ!!」

　アッシュは光の刃を振りかざし、自らの全方位を守った。

　しかし、捌さばき切れない。もとより星など、人間が相手できるものじゃないのだ。たとえ英えい雄ゆうであろうと。

　そして、その隙すきにもタクマは止まらない。宿命も運命も知りはしない。何度殺されようと死にはしない。サクラちゃんのためなら、とっくに、世界を敵に回す覚悟はできている。

　だから──この世界に来たんだ。

　タクマの拳こぶしがアッシュを捉とらえた。アッシュの身体からだが吹ふき飛とぶ。ドゴオッ!!と快音を立てて床を砕き、跳はね、転げ、数百メートルも進み、フロアを囲む壁かべに激げき突とつしてから、やっと停止する。

「ッ!?　か、はッ……!?」

　頰ほお骨ぼねが砕けたのだ、とアッシュは後おくれて理解する──攻こう撃げきされた？　回かい避ひできなかった。光の速度で反応したはずなのに。

　タクマの拳が振ふり抜ぬかれる。やはりアッシュは躱かわせない。

　顎がつ骨こつ。粉ふん砕さい。肋あばら。破は砕さい。内臓。爆ばく砕さい。脳のう髄ずいが揺れる。痛みがない。それを伝える器官はすべて機能を停止していた。視界が一気に狭せまくなる。暗い。黒い。闇やみ。

「な……ぜ、だ……？」

「無敗って言ってたな？　なら喜べ。これが記念すべき一敗目だ。恋は一方通行、急転直下。さあ、地を這はえ。苦く渋じゆうを舐なめろ。絶望を抱いだけ。恐きよう怖ふを愛せ。ここは孤こ独どくが巣くう闇の底。恋を笑う奴やつは────────────────恋に、堕ちろ」

　アッシュは呼気を吐はく。

（な、んだ……これは？）

　見えなくなる。何も。

　真っ黒だ。

（何が起こっている？　こいつは何をした？　オレは何をされている？）

（──オレは…………何と、戦っている？）

　前方に、必死に目を凝こらす。少しだけ視界が戻もどる。もう流星は止んでいた。きっと、最初の一いち撃げきさえ入れられれば、形勢を逆転できると高をくくって、そのためだけにあのカードを使用したのだろう。星を降らせたのだろう。

　正しい。

　たった一つの願いのために、星すらも、世界すらも代だい償しようとするその天てん秤びんの傾かたむきを、しかし間違っているなどと、今はアッシュにも言えやしなかった。

　アッシュは力の入らない身体で、はぁ、はぁ、と息荒あらく、肩かたを上下させる。

　そんな中、黒くろ髪かみの化物が迫せまってきている──星が降った痕こん跡せき、赤黒い業炎を背景にして、逆光の中、真っ黒な、闇そのもののような少年が歩いてくる。

　アッシュは苦く悶もんに顔を歪め、胃液で焼けた喉のどで吐き捨すてる。
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「……っ、この、化物が」

「好きに呼べ」

　タクマは血だまりをプッと吐き出すと、口を拭ぬぐった。

　──そう、化物だから。だからこそ……なのだろうな。

　あの赤鎧よろいの戦乙女が言った言葉──ずっと怪あやしいとは思っていたんだ。

　チャンスと言っておいて、本当にチャンスを与あたえるはずがないだろう？

　そうだ。アッシュの能力が、単純に光を糧かてとするなら、昼間でもよかったはずだ。ヴァルハラには、太陽も、ちゃんと二つあるのだから。でも、夜を選んだ。

　化物たちの力が最も強まる、感情が最も抑おさえられなくなる、この夜を。

「だからまぁ、これは俺の戦術が上手く嵌はまったんじゃない……俺の方が、上手く嵌められたんだな。俺は、できればこんな力を使いたくはなかった」

　タクマは優勢だ。

　けれど、フレイヤはそれでよかったのだ。

　アッシュすらも、この状況を作り出すための捨て駒だった。

　彼女の目的はタクマたちを負かすことではない。

　悪あく魔まであるユーナと──そして、化物であるタクマを、この世界から排はい除じよすること。

『意図的な殺人は禁止。破ると即そく追放』

　それがルールだ。ユーナが言っていた言葉を思い出す。

『私たちも、そういう意味では、力を制せい御ぎよしきれていないという危険性では、亜人に近い』

『彼らは感情の昂たかぶりによって力が暴走しやすい』

　まったく本当に、上手く嵌められた。

　──ごめんよ、サクラちゃん。

　──今、俺は、こいつを、こいつの命すらも──

「貴様……身体が……」

　黒く燻くすぶっていた。まるで内に炎を宿すように。

「ああ、恋の炎──って言えればよかったんだが……違ちがうな。これはそんな綺き麗れいなもんじゃない。もっともっと汚きたなくて、どうしようもなく堕ちた感情だ」

　怒り。禍まが々まがしい激情がタクマを焼く。傷も毒すらも焼き殺す。だが、この腕うでが溶とけようと拳を握にぎるだけ。この脚あしが爛ただれようと前へ踏ふみ出すだけだ。水分が加速度的に奪うばわれてゆく。乾かわききった唇くちびるで焼けた空気を吸い、流星のように駆け出だした。アッシュが最後の力を絞しぼり、白い一薙なぎをタクマに振るうが、それをタクマは黒ずんだ素手で受け止める。

「……馬ば鹿か、な」

「温ぬりぃよ」

　いや、熱い。全身が焼けるように。まるで怒りという感情の熱量そのものを体現したような力だ。大たい剣けんの刃やいばを熱で溶かし、その手でアッシュの首を摑つかむ。つんざくような絶ぜつ叫きようが響ひびく。勇者とはいえ華きや奢しやなその身体は、もはや黒い化物の前で布きれのように無力だ。

　背後で、玉座が音を立てて崩れゆく。

　──潔白にして純白の無敗が、穢けがされる瞬しゆん間かんだった。

「さあ、この指先に少し力を込めれば、お前の命は──願いは潰える。こんなにも簡単だ」

「かっ、は……！」

　タクマの目には、眼球から水分が飛んでいるのか、光がない。

　タクマの胸中で、あらゆる自制の箍たがが外れてゆく。眼前の少年の儚はかない命を奪い取るため、本物の化物に身を委ねるのも悪くないと思った。それほどに怒りが煮にえ立たっていた。

「サクラちゃんのペンダントを、傷つけたお前を、俺は……」

　幸運のお守りは切り刻まれた。タクマを人間に引き留めるものはなくなった。

　もういい。なにもかも。狂きよう気きと化し。凶きよう器きと化し。

　化物として、目の前の少年、小さな灯を消そうとした。

　そのときだった。




「弱い者いじめは、よくないよ」




　──耳元で声がした。心を澄すますような、静せい謐ひつな声が。

「っ……!!」

　タクマの腕が止まる。いや、止められる。背中に熱を感じた。瞳どう孔こうが開く。声のした方をゆっくりと振り返かえる。

　蒼あおい眼の少女は、ぼろぼろの格好で、タクマに抱きついていた。

　タクマの上着と、少しの焼けた布を纏まとっただけの姿で。

「ユー、ナ……？」

　空の星は、すっかり大人しくなっている。

　二つの蒼い満月がユーナの白い肌はだを照らす。

「もう、終わったの。だから大だい丈じよう夫ぶ……あなたは、彼女のもとに帰れるんだよ？」

　何も、言えなかった。

　その一言だけで、タクマの怒りを鎮しずめるには充分だった。

　重なる二人の身体は月光に照らされ、淡く輝いている。闇が晴れてゆく。

　──こうして。

　最後の一線を越こえないよう、タクマの袖そでを摑んでみせたのは、ユーナだった。

　あのとき、サクラちゃんがそうしてくれたように、タクマの心を繫つなぎ止めてくれた。

　呆あつ気けなく、こんなにも簡単なことで、タクマの中の化物を抑え込まれる。

　アッシュは、タクマから手を離はなされると、膝ひざから崩くずれ落ちた。

　もはや反はん撃げきする力は残っていなかった。大剣も手からすり抜け、ボロボロの身体でフロアに仰あお向むけに倒たおれると、幻げん想そう的な月下で、自じ嘲ちようするように呟つぶやく。

「……とんだ、茶番だ……」

　そのまま目を瞑つぶると、真っ黒な闇の底へ、意識を落とした。




▼残り時間　00:03

【〈白の勇者〉アッシュ──戦せん闘とう不能】

【Game! Winner──《零落の王ギルガミス》】
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　隕いん石せきは、さすがにやりすぎた。

　このステージは、そもそもヴァルハラの空に浮うかぶ衛星なのだ。そこに本物の星をぶつけてしまったがゆえに、限界が来たようだ。

　ステージが、崩壊してゆく。

〈龍りゆう王の墓城〉は音を立てて崩れ、無数の瓦が礫れきとなって、土砂とともに蒼い夜の中へ落ちてゆく。このままでは、やがて足場もなくなり全員が宙に放り出されるだろう。さすがのタクマでも、星の浮かぶこの高さから落ちれば、命はない。

　しかし、もう一歩も動けなかった。ユーナも、あのあとすぐ意識を失ってしまった。

　死線。

　噓うそだろ、と思う。せっかく勝ったのに。こんな幕切れはないだろう。唇を嚙む。

　──最後の最後まで、運命に弄もてあそばれるのかよ。

「タクマさ───────────────ん!!」

　………………、え？

　だが、そんなところへ、聞き覚えのある声。よく通る幼い声。タクマは見た──確かに見た。大空をのびのびと飛ひ翔しようし、現れた、少女の姿を。……天使、か？

　そう。ピリカだった。

「コングラッチュレ～～ション！　タクマさんの勝利を、このわたしが無む駄だにはさせませんよ！　羽ばたけ、ピリカ──大天使モードッ☆★☆★☆★☆★☆彡」

　ピリカの身体からだから、星ほし屑くずのような光が溢あふれた。

　かと思うと、瞼まぶたを閉じて再び開けたときにはもう、その背中の翼つばさは、大きく大きく、まるで天を翔かける不死鳥のように成長している。

「なっ……!?　ピリカ、その姿は……！」

「にしし、タクマさんたちの勝利のおかげで、わたしの天使レベルが上がったのです！　天使力をフルに使うのでそう長くは飛べませんが、地上までくらいなら、お運びできます！」

　ピリカは言いながら、両手でタクマと、それに意識のないユーナも摑み上げている。

「…………は、ははは」笑うしかない。

　見れば、ピリカよりも遥はるかに大きく立派な翼を持つ、赤鎧よろいのフレイヤ──それに、見知らぬ戦乙女の部隊たちが、ニトやギンジョー、それにアッシュやローゼ、ジューダスも回収している。

　やっと実感が湧わいてくる。

　戦いは──終わったらしい。

「さあタクマさん、帰りましょう」
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「帰、る……？」

「ええ、みんなで帰るんですよ。わたしたちの寮レギオンに！」

　──ああ、そうか、と。

　ピリカの言葉に、今さら自覚させられる。

　──いつのまにか俺は、あの場所を、懐なつかしくすら感じ始めていたのか。

　思い返せば短い旅だった。けれど、とても充みたされた時間を、あの場所で、この世界で、過ごした。

　タクマは目を細め、せめて最後に、広がるその世界を、しっかりと瞳ひとみに焼きつけた。







　終章　『そして彼らは各々の願いを抱いだく』
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　まずは、戦いの中で砕くだけてしまった、大切なペンダントのこと。

　タクマはそれを、ステージから去る前にしっかり回収していたのだけれど、どうやらポケットの中に入れている間に、破損部分は修復されていたようだ。

　なぜ？とユーナは驚おどろき、気味が悪いとでも言いたげだったが、タクマにとっては、むしろなにが不気味なのか、なにが不思議なのか、理解に苦しむ。

　愛の力で引っ付いたに決まってるだろ、そんなの！

　……まぁ、ペンダントの四葉のうち、葉が一枚、真っ黒に変色していたのは、さすがにタクマも変だなあとは思ったのだが、それは些さ細さいなことだ。気に留めるほどでもない。

　あと、試合結果についてだが、七星勇〈白の勇者〉アッシュの敗北は、ヴァルハラ中に広まる大ニュースとなった。勝利した我らが《零落の王ギルガミス》の名は一いち躍やく有名となり、タクマは実に五八九〇〇〇ＢＰ、ユーナは五九六〇〇〇ＢＰを手に入れることに成功した。

　これで、タクマのＢＰは、九九九〇〇〇！

　ユーナのＢＰも、九九九〇〇〇！

　………………………………………………………………………………………………。

　そう。

　絶対に操作されていた。

　おい。マジで殺すぞあの赤鎧。

　あくまでも願いを叶かなえさせるつもりがないのか。ＢＰは〈全知の眼ハイム・システム〉が決めていると言っていたが、それも噓だったのだろうか──まぁ、そうなんだろうな。でなければ件のスーパーコンピュータがタクマに帰ってほしくないと言っていることになるわけだし、さすがにそんなバグは有り得まい。やはりフレイヤを締しめ上げて事情を訊きくしかなかろう。

　とはいえ。

　今すぐは無理。

　あれだけの激戦を越えたのだ。ユーナはまだしも外を出歩ける程度ではあるが、特にタクマの身体はぼろぼろのへとへとで、間ま違ちがってもフレイヤのもとに殴なぐり込めるほど回復していない。

　なので今は、束の間の休息というか、雌し伏ふくの時というか──普ふ通つうに寮で療りよう養ようをしつつ、平和な日々を送っている。この日常パートは、今しばらく続くことになるだろう。

　ああ。日常と言えば、嬉うれしいニュースがある。

　ＢＰはユーナと合わせて二人で一一八五〇〇〇。そこに、さらにギンジョーとニトの分が、合わせて二〇〇〇〇〇ＢＰ。四人合計一三八五〇〇〇──つまり、戦乙女であるピリカの口座には、それだけの超ちよう高額ヴェムが支し払はらわれたことになる。とはいえ、そのほとんどはタクマとユーナの医い療りよう費に使われたのだが──しかし、それでも一〇〇〇〇〇〇ヴェムほどは残った。

　これは、ちょっと凄すごいことだ。

　なにせ貧びん乏ぼう生活から抜ぬけ出せる！　タクマは料理を作りづらい体調だし、ということは、パーッと寿す司しやピザなんか注文しちゃったりなんかしてヒャッホー!!

　……などと、タクマがボロ寮のリビングで夢を膨ふくらませていると、まさにそのピリカが外出から帰ってきた。怪け我がの酷ひどかったタクマの代わりに買い出しに行ってくれたのだ。あいつも優しいところがあるなあ、うんうん。

「じゃじゃーんっ！　見てくださいよタクマさんっ！」

　帰宅早々、ピリカが見せてきたのは、リビングを埋うめ尽つくさんほど巨きよ大だいな段ボール箱だ。

　ピリカが持って帰りやすくするためか、ビニール紐ひもでぐるぐると巻かれている。

「……？　なんだ、この大荷物は」

「ふふふ、わたしもみなさんには感謝していますからね……特にタクマさんには、試合だけでなく、日常においても家事をしていただいていて、いつもいつもお世話になりっぱなしでした。ですから、反省して、わたしなりの恩返しを用意したのですっ！」

「ほー……お前にも殊しゆ勝しようなところがあったんだな。その言葉だけでちょっと感動したよ」

　いやホント。今回のレギオン戦なんて、ピリカが〈神の創生ジエネシスカード〉の案を出してくれていなかったら、負けていた。この少女がいてくれたからこそだと思う。

「いえいえ、こちらこそ感謝の言葉だけでは足りません！　さあ、ご覧ください見てください！　この、ザ・スーパーかっこいいメカを！」

「メカ……？」ピザじゃなくて？

「ふっふふ～、なんだと思います？　聞いて驚かないでくださいよ!?」

「ほう」

　ピリカが鼻歌まじりに、ビニール紐を裂さいて、段ボールをひん剝むく。

　中から出てきた機械を、さらに手早くコンセントと水道に繫つなぎ、ボタンを押すと。

　……それは、ウィンウィンと稼か働どうを始めた。

　ウィーンガチャ、ウィーンガチャと、今どきコピー機でも出さないような機械音を放つメカ。ボタンの配置が、なんだか顔のように見えるのも安っぽさに拍はく車しやをかけている。

「コングラッチュレ～～ション☆　タクマさんには、なんと、このすんばらしい超未来型全自動衣類洗濯乾燥機『ウォシュ丸くん』をプレゼント!!　ワイシャツのホワイトニングから、デリケートタオルのゆるふわ仕上げまで一枚一枚を自動認識で完かん璧ぺきにこなすハイテクノロジー！　これでブラジャーを洗せん濯たくネットに入れる必要もなし！　さっきデパートで買って来たばかりの新品ピッカピカですよっ!!」

「……………………………………………………………………」

　ははは、なるほどね。洗濯機か。

　これなら他のメンバーのためにもなるし、確かにいいかもな。

「ありがとう」

「いえいえ☆」

「いくらした？」

「きゅっきゅっぱです☆」

「九九八〇〇？」

「九九八〇〇〇☆」

「　　　　　　　」

　……………………………え？

　ご、ごめん……ちょっと待って？　今ゼロの数を数えるから。

　えーと……

　えー、と………………、

「ハアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?　おっ、おまっ、正気かっ!?　こんなもののためにせっかくの給料を!?　ひゃくまんを!?」

　知っていた──知っていたはずなんだ。ピリカが、とてつもなく変なものばかり集めたがる性質だということを。〈神の創生ジエネシスカード〉だって、そうだったじゃないか。なにより、このレギオン。《零落の王ギルガミス》のメンバーこそが、その証明で──

「あっ、こんなものとはなんですかっ！　せっかくタクマさんの家事が楽になるようにと選びに選んで買ってきた一品ですよっ!?」

「いや、ばっかお前！　そんな問題じゃなくて！　このことがユーナに知れたら──」

　地じ獄ごくになる。

　悪あく魔まになる。

　と、思っていたら──玄げん関かんの開く音がした。

「ただいま帰ったわよー」

「うおおおユーナッ!?」彼女も買い出しに出てくれていたのだ。

「ねえ二人とも、ちょっと聞いてもらえるかしら。今日はお芋いもが特売でね。これでみんなに、たくさんのにっくを──」

「いや！　それどころじゃないんだユーナ！　ちょっとこっち来てくれマジで一大事だ！　やりやがった！　ピリカがまたろくでもない物を──」

「ふえーっ!?　ろくでもないとはなんですかタクマさん!?　ちょっと聞いてくださいよユーナさん！　さっきデパートで最高の──」
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　などと、裏通りの寂さびれた寮りようで、タクマたちが馬ば鹿かげたやりとりを、束の間の休息にまかせて交わしていた頃ころ。遥はるか上空の豪ごう奢しやな神しん殿でんでは、戦乙女と神の談義がなされていた。

　象ぞう牙げ色の広大な一室。

　そこで、フレイヤがヴァルハラの管理者である主神に、恭うやうやしく尋たずねる。

「よいのでございますか、主神様。放っておいて」

　巨大な椅い子すに座った主神は、重く頷うなずく。

「構わん。それがヴァルハラの意思だ」

「しかし……早々に手を打たねば、いずれ近いうち必ずや、大戦は──」

「よいと言っておろう？　心配せずとも、これで奴やつらの力は観察できた。毒は使いこなすからこそ、薬になるというものであろうよ」

「っ、……まさか主神様、そのために、このような？」

「無論」

　平然と言ってのける主神を、フレイヤは敬服の視線で見つめた。

「──それにだ、近いうちというのであれば、あれがあるであろう。かの少年と少女も、これで揃そろってヴァルハラの頂点に近づいた。避さけて通ることはできぬ道だろうよ」

「と、申しますと」

「プレ・ラグナロク」

　主神は椅子に深く腰こし掛かけたまま、牛乳が入ったグラスを揺ゆらして言った。

　部屋の中には、外からの光が差し込んでいる。

　その光線はグラスに反射し、さまざまな色を魅みせる。

「──クク、どうやら運命は、ここにきて我々に味方してくれているようだな……存分に暴れてもらうとしようではないか、世界のはみ出し者どもに……」




　　　　＊




　そして一方、活気に満ちた市街でも、ごくごく小さな変化があった。

　それは新聞の片かた隅すみを、かろうじて埋めるほどの些細な異常だった。

　英えい雄ゆうの失しつ踪そう。

　タクマたちに敗北した《嘆きの巨龍べヘム・ダ・ロア》のメンバーである英雄の一人が、姿を消したのだ。報道では、戦乙女たちを中心に組まれた捜そう索さく隊が懸けん命めいに探しまわったというが、しかし彼は見つからなかった。

　裏切りの英雄、ジューダス。

　彼はヴァルハラのどこにも、いなかった。







　あとがき




　はじめまして。あるいは前作から読んでくださっている方にはお待たせいたしました、ただいま。著者の河かわ端ばたジュン一いちです。

　そういえば、まちがいで思い出したのですが、僕は幼い頃ころからひどい方向音おん痴ちで、小学校六年間、学年が変わるたびに校内で迷子になっていました。中学時代、授業のある教室に移動するとき、人に道を尋たずねるのはもちろん走り回るのも恥はずかしいからという理由で遅ち刻こくしたこともありました。けれど、このとき問題なのは方向音痴よりもむしろ人目を気にしすぎてしまう過か剰じような自意識の方で、もっと根本的な問題は友達がいないことでした。なんで一人で移動してるんだよ俺は。

　授業に遅おくれて怒おこられる分にはそれほど気になりません。ただ、理科室に入った瞬しゆん間かん、そのとき好きだったクラスメイトの女子から可か哀わい想そうな子、友達のいないスクールカースト底辺の男子、みたいに見られないか気がかりでなりませんでした。いや、もちろん杞き憂ゆうでした。さすがにそこは性格の優しい、そしてちょっと変わり者の彼女のことです。逆に「河端くんって面白いよね」みたいに話しかけてきてくれて内心ガッツポーズだったのは言うまでもありません。

　それから毎日、彼女のことを考えました。登校するたびに、なんとか話ができないか、しかしわざとらしいアピールはキモがられるだろうし、なにより俺なんかに近寄られたら迷めい惑わくかもしれないしうーん困った、なんて考えながら、かろうじて僕がおこなった足あ搔がきといえば、掃そう除じ当番を決めるときに彼女が校門周辺を希望したのを見て、その横の自転車置き場に立候補し、なにかの折に彼女と関われる機会を待つことくらいでした。そして、その思おも惑わくは幸運にも成功しました。週に一、二度、彼女との些さ細さいな会話を積み重ね、そうして次第に、なんとなく察することができたのは、彼女はクラスの運動部の男子と付き合っているということでした。

　その男子というのは、かつてクラス替がえをして間もない頃、僕が教科書に描かいていた落書きを見て「お前、面白いな」と真っ先に話しかけてくれた人でした。ああ、なるほどな、と腑ふに落ちるものがありました。

　なんて話は、ごめんなさい、本編とはまったく関係なくて。

　ただ、執しつ筆ぴつ中になぜだか思い出してしまったもので、ひょっとすると関係はないけど似たような話ではあるのかもしれません。楽しんでいただけたら幸いです。歪ゆがんだ恋こい物もの語がたり。

　以下、皆みな様さまにお礼を。

　まずは担当編集のＨさま。デビュー当時から本当に多くのことをご教示いただき、ありがとうございます。たまにわりと真ま面じ目めな衝しよう突とつもあってご迷惑をおかけいたしますが、そのたびに本気でぶつかり合えることを嬉うれしく思っております。これから先、どこまで一いつ緒しよに走れるかわかりませんが、続く限りパートナーとして、よろしくお願いいたします。

　イラストレーターの藤ふじ真ま拓たく哉やさま。圧あつ倒とう的てきな説得力を持つイラスト、ありがとうございます。藤真さまの力をもって、私の文字列に命が吹ふき込まれたのだと思います。素敵なイラストに負けないよう、若じやく輩はい者ものではございますが精せい一いつ杯ぱい尽じん力りよくいたしますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　初めに私にチャンスをくださった安やす田だ均ひとし先生（私はグループＳＮＥという創作集団に所属しています）。右も左もわからない私の相談に乗っていただき、ありがとうございました。これからもご迷惑をおかけいたします。

　そしてなにより、今この本を読んでくださっているあなた。

　この時間、この場所の私からは、あなたの顔を見ることは叶かないませんが、きっと数ある本の中から選び、手に取ってくださったのだと思います。心より光栄に思います。本当にありがとうございます。

　さて、これから先、このお話を続けられるかは結果次第ですが、私の力が及およぶ限り満足いく形で読んでいただけるよう努めますので、お付き合いよろしくお願いいたします。

　それではまた、どこかでお会いできることを祈いのりつつ。




　二〇一四年一二月


河端ジュン一
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